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趣旨

○この報告書は，国の「大学・高専機能強化支援事業」の選定を受け，本格的に議論・検討を開始した新学部構想の推進に
当たり，2023年度（令和5年度）に各種調査を実施した結果をまとめたものである。

○調査の実施に当たっては，社会の変化や地域のニーズに対応した多角的な視点による議論・検討に資するよう，「統計
データ等の合理的根拠（エビデンス）」や「ヒアリング調査・アンケート調査による様々な声」の収集に注力した。

○なお，調査の内容については，2021年（令和3年）4月に公立大学法人に移行し，運営面の機動性・自律性を生かした大学
改革が求められていることに鑑み，新学部構想だけでなく福山市立大学の更なる発展に向けた様々な可能性の模索も視野
に入れたものとしている。

○近年，急速な人口減少・少子高齢化の進行やDXの加速度的な進展，脱炭素社会に向けた社会・経済システムの変革など，
社会経済情勢が大きく変化していることを受け，大学を取り巻く環境は一層厳しさを増し，期待される役割も変化してい
る。これまでも，法人化を契機に既存学部の3ポリシーやカリキュラムの見直し等に取り組んでいるが，この報告書も踏
まえながら更なる議論・検討を行っていく。

2023年（令和5年） 2024年（令和6年）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

社会経済情勢の把握，現状分析，好事例調査など

企業・高校への
アンケート調査 アンケート調査結果の分析

企業・高校へのヒアリング調査企業への事前ヒアリング調査

●備後こども未来フェスタ
来場者へのアンケート調査

●オープンキャンパス来場者
へのアンケート調査

●国事業の
公募開始
（4/18）

●応募（5/24） ●選定（7/21）
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１. 福山市立大学の概要
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３. データで見る福山市立大学

Ⅰ．福山市立大学の現状
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（１） 立地

１．福山市立大学の概要

【外観イメージ】

メインキャンパスである港町キャンパスは，
中核市である福山市の中心市街地にあり，新
幹線のぞみが停車するJR福山駅からも近く，
バス路線や自転車での通学も便利である。

港町キャンパスの周辺には，ふくやま芸術文
化ホール，福山市緑町公園屋内競技場，福山
市総合体育館等の文教施設が集積している。

○ 福山市が整備し，法人に出資
• 2022年（令和4年）9月工事着工
• 2024年（令和6年）5月竣工（予定）
• 2024年（令和6年）9月供用開始（予定）
○ 施設概要

• 教育研究棟（地上3階）
• 福利厚生棟（地上2階）
• 屋根付き運動場 など

○ コンセプト
• 多様な交流を生み出す居心地の良い
キャンパス

• 周辺環境と調和したキャンパス
• 利用者や環境に配慮したキャンパス
○ 施設概要

• 研究棟（地上6階）
• 管理棟（地上3階）
• アリーナ など

● 新たな複合施設

●

港町キャンパス

●

北本庄キャンパス
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○ 旧福山市立女子短期大学のキャンパス
で，授業やサークル活動等で利用

○ 施設概要
• グラウンド
• テニスコート
• 体育館 など



（２） あゆみ・沿革

開
学
前

福
山
市
直
営

2006年（平成18年） 4月 大学設置準備室を設置

2008年（平成20年） 5月 大学設置準備委員会を設置

2009年（平成21年） 9月 新大学の名称が「福山市立大学」に決定

11月 港町キャンパス建設工事着工

2011年（平成23年） 3月 港町キャンパス竣工

4月 福山市立大学が開学 学部第1期生が入学

2012年（平成24年） 3月 福山市立大学の前身の福山市立女子短期大学が閉学

4月 福山市立女子短期大学跡地に北本庄キャンパスを開設

2015年（平成27年） 3月 学部第1期生が卒業

4月 大学院を設置 大学院修士課程第1期生が入学

2017年（平成29年） 3月 大学院修士課程第1期生が修了

2018年（平成30年） 3月 福山市立大学附属幼稚園が閉園

4月 福山市立大学附属こども園が開園

2019年（平成31年） 4月 福山市立大学大学歌を制定

2021年（令和3年） 4月 公立大学法人に移行

2022年（令和4年） 9月 新たな複合施設建設工事着手

2023年（令和5年） 7月 国の「大学・高専機能強化支援事業」に選定

法
人
化

全国81番目
の公立大学

【港町キャンパス建設工事】

【大学歌初披露】

【開学式】

【学部第1期生の学位記授与式】
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福山市出身アーティスト
世良公則さん作曲

県内の公立大学
で唯一



（３） 大学の使命・理念・目標
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急速に変化する社会にあって，大学の使命は，絶え
ざる知的創造活動を通して社会の持続的な発展を支
える人材を育成し，時代の要請に応える新しい学問
を創造していくことにある。

大学の使命
知の伝達

知の創造 知の発信
知

福山市の公立大学として，持続可能な
地域社会の発展に寄与する人材を育成

地域に開かれた教育研究拠点として，
地域の文化の向上に貢献するとともに，
国際化時代に相応しい地域社会の実現
に貢献

社会的課題の解決に向けて，
地域社会と連携した実践的で
学際的な学術研究を推進し，
新しい学問を創出

教育研究の理念 持続可能な社会
の発展を担う
人材の育成

究

持続可能な社会の発展の実現に向けて，
自ら課題を発見し，創造的に解決する
ことができる人材を養成

産業界や行政機関等との連携を進め，
「福山市のシンクタンク」機能を担うと
ともに，地域住民に生涯学習等の機会を
提供し，地域の文化の向上に寄与

現代社会の諸課題に対して，
学際的な教育研究を進め，専
門分野の融合による新しい
「知」を創出

大学の使命を達成していくため，右の理念を基に教
育研究を推進する。 学際的な教

育研究によ
る新しい学
問の創造

開かれた教育
研究拠点とし
ての地域社会
への貢献

人材育成の目標 幅広い視野と
豊かな人間性を
備えた人材

人

グローバルな視野，多元的な視点でも
のごとを捉える力，高いコミュニケー
ション力とともに豊かな人間性を備え
た人材を育成

課題の解決に向けて，多様な他者と協
働してプロジェクトに取り組み，主体
的かつ継続的に実行する実践力を備え
た人材を育成

複合的・総合的な視野に立って
専門性を深め，新しい時代に求
められる価値観を構想し創造す
る力を備えた人材を育成

大学の使命と教育研究の理念に基づき，持続可能な
地域社会の発展に寄与する人材を育成することを目
標とする。具体的には，社会人として必要な右の資
質・能力を持った人材を育成する。

構想力や
創造力を
備えた人材

実践力を
備えた人材

キャンパスは街，学ぶのは未来キャッチフレーズ



団体名 主な連携内容 協定締結年月

福山シティFC
①地域課題の解決
②人材育成
③教育・研究
④地域スポーツの振興

2021年（令和3年）5月

福山通運㈱
①物資輸送・交通事故の予防に関する調査研究
②交通安全教育
③インターンシップ等による人材育成

2023年（令和5年）8月

㈱中国銀行
①（大学）遺贈の相談があったとき，遺贈希望者の同意があれば，銀行に紹介
②（銀行）遺贈希望者の意向を確認し，遺言書の作成・保管，相続開始後の遺言執行
または遺産整理により，大学へ財産が寄付されるよう対応

2024年（令和6年）2月

㈱にしき堂
①菓子を中心にした食文化や健康，食の歴史に関する研究
②新商品の開発
③インターンシップ等による人材育成

2024年（令和6年）3月

国名 大学名 協定締結年月 国名 大学名 協定締結年月

アメリカ アラスカ大学
フェアバンクス校 2010年（平成22年）3月 タイ ランシット大学※2 2024年（令和6年）2月

フランス パリ・エスト・
クレテイユ大学 2014年（平成26年）3月 マレーシア マレーシア

イスラム科学大学※2 2024年（令和6年）2月

アメリカ ハワイ大学マウイ校 2017年（平成29年）3月 フランス ソルボンヌ大学※2 2024年（令和6年）3月

中国 南京曉荘学院
幼児師範学院※1 2018年（平成30年）5月 フランス クレルモン・

オーヴェルニュ大学 2024年（令和6年）3月

中国 西南大学 2023年（令和5年）11月 中国 首都師範大学 2024年（令和6年）3月

アメリカ ソノマ州立大学※2 2023年（令和5年）12月 ベトナム ベトナム国家大学ホーチミン
市人文・社会科学大学※2 2024年（令和6年）3月

（４） 企業等との連携協定

（５） 国際交流協定校

※1 教育学部と幼児師範学院との学部間協定
※2 大学と産業界（複数者間）の産学連携に関する意向書等 5
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（★）

（★）2024年度（令和6年度）実施の入試から，教育学部の一般選抜後期を各5人，学校推薦型選抜を各10人に変更する。

各35人 各10人
（★）

105人 30人

2024年度（令和6年度）実施の入試から，「国語」，「地理歴史・公民（『地理総合，地理探究』，『歴史総合，日本史探究』，『歴史総合，世界史
探究』，『公共，倫理』，『公共，政治・経済』，『地理総合，歴史総合，公共』から1科目選択）」，「数学（『数学Ⅰ・数学A』，『数学Ⅱ・数学
B・数学C』から1科目選択）」，「理科（『物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎から2科目選択』，『物理』，『化学』，『生物』，『地学』
から1科目選択）」，「英語（リスニング含む）」，「情報Ⅰ」の6教科6科目に変更する。

（６） 入試



教育学部 児童教育学科

「保・幼・小連携」を念頭に，乳児期から児童期まで
の成長・発達を総合的に学習

【入学定員】

【取得できる免許・資格】

教育コース
（初等教育を担う学校教員の養成）

保育コース
（幼稚園教諭・保育士の養成）

教育コース 50人
保育コース 50人

・小学校教諭一種免許状
・幼稚園教諭一種免許状
・特別支援学校教諭一種免許状
・保育士資格

都市経営学部 都市経営学科

21世紀の「まちづくり」に必要な多様な学問を学び，
都市社会の創造に寄与できる人材を育成

・木造建築士
（国家試験受験資格）

・二級建築士
（国家試験受験資格）

計画・デザイン領域
（工学系）

経済・経営領域
（経済学系）

共生・開発領域
（社会学系）

【入学定員】150人

【取得できる免許・資格】

２．福山市立大学の学び

（１） 学部

（２） 大学院（修士課程）

教育学研究科 児童教育学専攻

保幼小の連携の下，地域の教育課題に貢献できる教育
者・保育者を育成

都市経営学研究科 都市経営学専攻

総合的な視野から都市社会の課題に取り組むことの
できる高度な地域人材を育成

【入学定員】 8人 【入学定員】 8人
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① 4学期制による効果的な学び

• 1年間を4学期に分け，1学期の授業期間を8週
とする「4学期（クォーター）制」を採用。多
くの大学が採用する2学期制では週に1回の授
業を15週にわたって実施しているのに対し，
本学では同じ授業を週に2回実施。

② 少人数授業の充実

• 1年次から4年次までの各年次で少人
数ゼミ教育を実施。担当教員や仲間
との対話を通じて，基礎の習得から
専門的内容まで段階を踏んだ学習を
進める。

③ 体験型・参加型授業の充実

• 教室で学ぶだけでなく，文化
と産業，自然と歴史の共存す
る瀬戸内海地域をフィールド
とした実践や体験，活動への
参加を積極的に行う。

教
育
の
特
色



３．データで見る福山市立大学

（１） 志願者・入学者

【教育学部の志願者数・倍率の推移】 【都市経営学部の志願者数・倍率の推移】

•教育学部・都市経営学部の志願者数は，開学時の2011年度（平成23年度）をピークに減少傾向である。
•教育学研究科・都市経営学研究科の志願者数も減少傾向である。

【教育学研究科の志願者数・倍率の推移】 【都市経営学研究科の志願者数・倍率の推移】
（％）

（年）

（人）（％）

（年）

※大学院は2015年度（平成27年度）に設置
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【出身地別入学者割合の推移】

•入学者の出身地を見てみると，中国・四国地方が全体の約80％を占めている。
•中国・四国地方の内訳を見てみると，福山市内が約20％，福山市を除く備後圏域内が約10％，備後圏域外の中国・四国地方が
約50％となっており，近隣市町からの進学が多い。

•社会人は主に大学院に入学しているが減少傾向である。
•外国人留学生は，これまでは中国からの留学生のみだったが，2023年度（令和5年度）に新たに韓国からの留学生が入学した。

（２） 社会人・留学生
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【社会人入学者数の推移】 【外国人留学生数（在籍学生）の推移】
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•就職希望者就職率は高水準で推移しており，2017年度（平成29年度）以降は99.6％を維持している。
•就職状況を見てみると，福山市内就職率は約23％，備後圏域内就職率は約30％となっており，入学者の出身地割合と同程度の
数値である。

•教育学部は小学校や保育所への就職が多く，都市経営学部は公務員，卸売業・小売業，製造業，情報通信業など様々な業種に
就職している。

31.4% 28.0% 29.0% 31.1% 31.2% 36.8% 29.4% 28.7% 27.4%
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【福山市内・備後圏域内就職率の推移】

（年度）
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【教育学部の就職先内訳（2022年度卒業生）】
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【都市経営学部の就職先内訳（2022年度卒業生）】

（３） 学生の就職状況
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•近年の科学研究費は，採択件数・金額共に増加傾向である。
•その内訳を見てみると，主に基盤研究（C）が増加している。
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【科学研究費助成事業の推移】

（４） 研究活動

2017 2018 2019 2020 2021 2022
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

基盤研究(A) 1 585,000 1 676,000 1 590,200 1 273,000 1 273,000 2 1,560,000

基盤研究(B) 6 5,564,000 4 1,235,000 5 2,470,000 5 2,210,000 9 2,920,000 11 5,183,200

基盤研究(C) 14 11,932,700 14 8,673,600 24 17,335,500 18 9,942,400 32 20,420,400 31 18,949,011

挑戦的萌芽研究 3 1,300,000 1 975,000 1 650,000 1 130,000 0 0 0 0

若手研究 ー ー 1 1,300,000 5 6,110,000 9 8,060,000 8 6,500,000 4 3,120,000

若手研究(B) 5 4,160,000 3 2,080,000 ー ー ー ー ー ー ー ー

研究活動スタート
支援 0 0 0 0 1 1,300,000 1 1,170,000 0 0 2 1,081,543

研究成果公開促進
費（学術図書） 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1,100,000 0 0

合計 29 23,541,700 24 14,939,600 37 28,455,700 35 21,785,400 51 31,213,400 50 29,893,754
11

（件，円）



【本学の研究成果を活用した企業数】

【公開講座・ワークショップの実施回数・参加者数】

≪主な高校≫
広島県立松永高校，福山市立福山高校，岡山県立笠岡高校，近畿大学附属広島高校福山校

≪主な企業≫
福山駅前開発㈱，JFEエンジニアリング㈱，㈱大昌，クボタ環境サービス㈱

【高大連携事業数】

（５） 地域貢献
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【官公庁の審議会等の委員就任件数】（件）

（年）

•公開講座・ワークショップは，コロナ禍の影響で実施回数・参加者数が減少したものの，オンラインなど多様な形式の活用や
ニーズ調査の実施など工夫を凝らして実施している。
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１. 社会経済環境の変化要因
２. 人口動向
３. 産業動向
４. 大学動向
５. 政策動向（大学政策）

Ⅱ．福山市立大学を取り巻く状況

13



14

１．社会経済環境の変化要因

Factor 2
産業動向

•「Society5.0」や「第4次産業革命」，その先の「第5次産業革命」など，AIやIoTの活用による高
度な知的活動の自動化社会は進化。AIの進展により消滅する仕事が示唆される中で，デジタル技
術を活用し新たな価値を創出できる人材の需要が増加

•社会・経済のグローバル化が進展。国際競争力の抜本的強化に向けた人材育成や研究開発など大
学に求められる役割自体が変化

Factor 1

人口動向

•日本の18歳人口は，2040年（令和22年）には約79万人（2022年比▲33万人）へ
•生産年齢人口も大幅減少。労働力の不足，国内需要の減少による経済規模の縮小など様々な社会
的・経済的課題が深刻化
【地域動向】
•全国と同様，18歳人口の減少が著しく，2040年（令和22年）には約2割の大学が定員未充足へ

Factor 3

大学動向

•全国的な情報系学部・学科の相次ぐ設置
•大学の行き残り戦略の激化（募集停止，共学化，統合・合併，公立化など）
•学生確保策の強化（入試方法の多様化，近畿地区私立大学の入試早期化，大学の都市部への移転，
東京都・大阪府・兵庫県等の入学金・授業料無償化）
【地域動向】
•進学先選択において地元志向の傾向があったが，コロナ禍前の都市部集中に逆戻りの見込み
•全国と同様，大学の生き残りをかけて，学部・学科の改組がつづく

Factor 4

政策動向
（大学政策）

• 2024年度（令和6年度）から高等教育の修学支援制度の機関要件厳格化，中間所得層への拡大，
2025年度（令和7年度）から多子世帯（3人以上）の大学授業料などを無償化

• 2023年度（令和5年度）に大学・高専機能強化支援事業を創設
• 2028年（令和10年）3月まで，東京23区の定員増を原則禁止
•人生100 年時代の到来による，社会人の学び・学び直しの促進
【地域動向】
•地元定着，人材確保に向けて，2021年度（令和3年度）に「福山市未来創生人材育成奨学ロー
ン」（福山市）を，2023年度（令和5年度）にひろしまDX人材育成奨学金（広島県）を創設

詳細はP15～P79
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２．人口動向

•本格的な人口減少・少子高齢化の到来により，日本の人口は2011年（平成23年）の約1億2,700万人をピークに，加速度的に減
少することが見込まれる。

104,686

124,977127,799

【年齢３区分別の人口推計】

15出典：国立社会保障・人口問題研究所 令和5年度推計報告書から作成

（１） 全国的な人口減少の状況
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•大学入学年齢である18歳人口は，2022年（令和4年）は約112万人だが，2040年（令和22年）には約79万人へと大幅に減少す
ることが見込まれる。

•大学進学者は，進学率の伸びを加味したとしても人口減少の影響により， 2022年（令和4年）の約64万人から2040年（令和22
年）には約51万人に減少することが見込まれる。

•全大学が現在の定員を維持すると仮定した場合，2050年（令和32年）には全大学の約2割が定員未充足となることが見込まれて
おり，大学の量的拡充ではなく成長分野の拡充など社会ニーズを踏まえた改革が求められている。

16

【18歳人口と大学進学者数及び大学進学率の推計】

出典：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
51

出典：中央教育審議会総会（第137回）参考資料から抜粋
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•生産年齢人口（15～64歳）の比率は，2020年（令和2年）には60％を割り，2050年(令和32年)には52.9％まで減少することが
見込まれる。

•生産年齢人口の減少により，労働力の不足，国内需要の減少による経済規模の縮小など様々な社会的・経済的課題の深刻化が懸
念される。

【生産年齢人口（15～64歳）の推計】

出典：国立社会保障・人口問題研究所 令和5年度推計報告書から作成

（年）



• OECDの予測によると，2030年（令和32年）には日本の生産年齢人口が57.3％にまで減少し，OECD加盟国中最下位になると
予想されている。

出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋 18

【OECD加盟国の生産年齢人口の将来予測】
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（２） 中四国地方における人口減少の状況

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度
鳥取県 5,502 5,360 5,195 5,261 5,074 4,935 4,960 4,929 4,698 4,846 4,722 4,917
島根県 6,454 6,482 6,233 6,009 5,986 5,679 6,000 5,913 5,776 5,771 5,758 5,745
岡山県 18,814 18,638 18,190 17,692 17,273 16,773 17,164 17,267 16,915 16,663 16,736 16,426
広島県 26,566 26,865 26,108 25,929 25,272 24,646 25,358 25,535 25,353 25,347 25,424 25,050
山口県 12,709 12,848 12,219 11,930 11,713 11,206 11,346 11,431 11,239 11,120 11,414 10,850
中国小計 70,045 70,193 67,945 66,821 65,318 63,239 64,828 65,075 63,981 63,747 64,054 62,988
徳島県 6,973 6,867 6,581 6,394 6,228 5,878 6,036 5,887 5,922 5,754 5,907 5,810
香川県 9,574 9,275 9,310 8,936 8,946 8,480 8,525 8,544 8,549 8,376 8,303 8,311
愛媛県 13,189 12,868 12,483 12,503 11,908 11,366 11,771 11,791 11,507 11,597 11,373 11,414
高知県 6,585 6,543 6,184 6,008 5,743 5,695 5,800 5,535 5,707 5,346 5,361 5,196
四国小計 36,321 35,553 34,558 33,841 32,825 31,419 32,132 31,757 31,685 31,073 30,944 30,731
中四国計 106,366 105,746 102,503 100,662 98,143 94,658 96,960 96,832 95,666 94,820 94,998 93,719
全国 117.5 116.7 114.1 112.1 109.7 106.3 109.1 109.3 108.4 106.8 106.9 105.0
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•中四国地方においても18歳人口の減少は著しく，中四国合計で2020年度（令和2年度）の105,746人から2030年度（令和12年
度）には93,719人と約12,000人減少することが見込まれる。

出典：リクルート進学総研「18歳人口予測、大学・短大・専門学校進学率、地元残留率の動向2022」から作成
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• 2040年（令和22年）における大学定員充足率の全国平均81.8％に対し，広島県は80.9％，岡山県は74.5％と全国平均より下回
ることが見込まれる。

•全国と同様，広島県においても約2割の大学が定員未充足となることが見込まれる。

出典：中央教育審議会総会（第137回）参考資料から抜粋
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３．産業動向

•世界のGDPに占める日本の割合は2020年（令和2年）時点で約5％であり，中国や米国と比べて大幅に低く，将来的にも低下す
ることが見込まれる。

（１） 日本経済の動向

出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋

【世界のGDPに占める各国の比率】
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• 1990年代中頃まで日本の世界競争力は5位以内だったが，1990年代後半から順位を落としており，2023年（令和5年）は1989
年（平成元年）以降最低の35位となった。

出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋

【世界競争力ランキングにおける日本の順位】



出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋

•米国では自動化により，専門・技術職や医療・対個人サービス職等の就業者が増加する一方で，製造職や事務職等の就業者が
減少する現象（労働市場の両極化）が確認されている。

•日本においても，その兆候が確認されている。

【自動化で両極化が進む労働市場】
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•社会経済情勢の変化等を踏まえ，生産性や利便性を飛躍的に高めるDXの推進が産業・教育・行政等のあらゆる分野において求
められている一方，2030 年（令和12年）には先端 IT 人材が 54.5 万人不足することが見込まれている。

• AIやビッグデータを活用し，新たな付加価値の創出や革新的な効率化等により生産性向上等に寄与できる人材の育成が求めら
れている。

24

（２） 産業の成長分野と求められる人材

出典：教育未来創造会議第一次提言参考資料から抜粋

（※先端IT人材：AIやIoT，ビッグデータといった最先端技術に精通している人材）

【IT人材需給に関する試算】
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• 地球温暖化への対応として脱炭素に向けた動きが世界的に加速している。
• 脱炭素の世界的潮流は，化石燃料に関連する産業の雇用を減少させる一方，再生可能エネルギーなどで新たな雇用も創出する
ことが見込まれており，これらのグリーン分野における人材需要が高まっている。

出典：教育未来創造会議第一次提言参考資料から抜粋

【脱炭素化による雇用創出・喪失効果】
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【大学学部入学者に占める理工系分野の入学者の割合】

•前述のデジタル化や脱炭素化に的確に対応できる理系人材は，日本は諸外国に比べ学生割合が低い上，近年諸外国の多くが理
工系学部の学生数を増やしている中，日本はほぼ変わっていない。

•これらの分野をけん引する高度人材の育成，輩出を担う大学・高等専門学校の機能強化は喫緊の課題である。

出典：教育未来創造会議第一次提言参考資料から抜粋
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•企業が大卒者に特に期待する資質として，回答企業の約8割が「主体性」，「チームワーク・リーダーシップ・協調性」を挙げ
た。変化の激しい人生100年時代を迎え，「学び続ける力」と回答した企業も36.2％と多い。

•特に期待する能力として，「課題設定・解決能力」，「論理的思考力」，「創造力」が上位となっている。
•特に期待する知識として，「文系・理系の枠を超えた知識・教養」が最も多く，リベラルアーツ教育や文理融合教育を重視した
教育の実践が必要である。

4.5%

8.2%

10.4%

10.9%

18.4%

36.2%

48.1%

76.9%

84.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

社会性

精神力・忍耐力

倫理観

柔軟性

学び続ける力

実行力

チームワーク・

リーダーシップ・

協調性

主体性

2.7%

4.5%

8.8%

13.8%

35.1%

35.9%

42.6%

72.1%

80.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

外国語能力

異文化理解力

情報活用能力・

データ分析力

発信力

傾聴力

創造力

論理的思考力

課題設定・解決能力

6.2%

16.4%

34.4%

61.8%

75.8%

84.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

専門資格

数理・データサイエン

ス・AI・ITに関する専門

知識

専攻分野における専門知

識

専攻分野における基礎知

識

文系・理系の枠を

越えた知識・教養

【特に期待する資質（上位3つを回答）】 【特に期待する能力（上位3つを回答）】 【特に期待する知識（上位3つを回答）】

出典：一般社団法人日本経済団体連合会「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」（2021年8月）から作成

（N＝376） （N＝376） （N＝372）

（３） 企業が求める人材，大学へのニーズ



•意識・行動面を含めた仕事に必要な能力等について，現在は「注意深さ・ミスがないこと」，「責任感・まじめさ」が重視され
るが，将来は「問題発見力」，「的確な予測」，「革新性」が一層求められるとの予測がある。

28出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋

【仕事に必要な能力等の需要変化予測】



•今後５年程度先の採用トレンドとして，「新卒一括採用」以外の「通年採用」，「職種別・コース別採用」，「ジョブ型採用」
の実施割合が増加し，多様化が進む見込みである。

•「数理・データサイエンス・AI」，「システムエンジニアリング，プログラミング」，「法律・知的財産」の分野では，主とし
て即戦力の外部採用する方針の企業が多い。

出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋 29
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•企業における情報分野が必要な業種・職種別に分布を見ると，情報系業種・職種が最も多いものの，それ以外の幅広い業種・職
種で情報分野が重要と回答されている。

【業種別】

【職種別】

出典：内閣府「科学技術基礎調査等委託事業『産業界と教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査』（2021年6月）から作成

1.8%
2.3%
2.7%
2.9%
3.1%
3.6%
3.6%
4.3%

15.9%
39.7%

電気機械・機器（重電系は除く）
商社・卸・輸入

マスコミ（放送、新聞、出版、広告）
官庁・自治体・公的法人・国際機関等
金融・保険・証券・ファイナンシャル

自動車・機器
通信

コンピュータ、情報通信機器
ネットサービス／アプリ・コンテンツ

ソフトウエア、情報システム開発

（N＝4,900）

2.6%
3.4%
3.4%
3.6%
4.1%

6.0%
6.1%

9.9%
13.9%

31.4%

技術系企画・調査、コンサルタント

サービス・販売系業務（店長・マネージャーも含む）

事業推進・企画、経営企画

基礎・応用研究、先行開発

コンテンツ制作・編集〈クリエイティブ系〉

設計・開発

営業・営業企画・事務統括

一般・営業事務

保守・メンテナンス・維持管理、運用・システムアドミニストレータ・サービスエンジニア

システムエンジニア

【情報分野が業務で重要と回答した社会人の分布】

（N＝5,010）

※業種別，職種別（上位10業種・職種のみ）を記載しているため合計が100％にならない。



31

•今後，優先的に取り組むべき教育改革について，「課題解決型の教育プログラム（PBL等）の充実」，「IT教育・AIリテラシー
教育の推進」，「社会や企業のニーズに対応した教育プログラムの迅速な構築・充実」が上位である。

•優先的に取り組むべき教育環境・システム面の改革については，「企業や行政等と連携した実践的な教育プログラムの推進」が
64.2％と最も多く，企業や行政等と連携した実践的な学びの提供が求められている。

2.4%

6.7%

9.1%

9.7%

11.0%

23.1%

24.7%

26.6%

31.7%

33.6%

39.5%

64.2%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

特にない

外国人留学生の受け入れ拡大

外国人教員・研究者の受け入れ拡大

教育面を重視した教員評価の推進

日本人学生の海外留学の奨励

質の高い実務家教員の登用促進

オンライン教育・教育のICT化の推進

大学間連携による

教育プログラムの多様化

成績評価や卒業要件の厳格化

海外大学も含めた、大学間の単位及

び学位の互換性・比較可能性の向上

企業や行政等と連携した実践的な

教育プログラムの推進

1.1%

1.6%

8.0%

8.0%

21.1%

26.2%

27.3%

29.7%

41.4%

43.9%

67.9%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

特にない

英語で授業を行う科目の拡大

ダブル・メジャー、ダブル・ディグリー、ジョイント・ディ

グリー、学部の枠を越えた学位プログラムの構築

実践的なリカレント教育プログラムの充実

教育における産学連携の充実

（キャリア教育等）

文理の枠を越えたリベラルアーツ教育の充実

データサイエンス・AI等のエキスパート人材育成に資する教

育プログラムの構築

社会や企業のニーズに対応した教育プログラムの迅速な構

築・充実

IT教育・AIリテラシー教育の推進

課題解決型の教育プログラム

（PBLの充実）

【教育プログラム面の改革（3つまで回答可）】 【教育環境・システム面の改革（3つまで回答可）】
（N＝374） （N＝372）

出典：一般社団法人日本経済団体連合会「採用と大学改革への期待に関するアンケート結果」（2021年8月）から作成



４．大学動向
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【大学・短期大学数の推移】

出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋

• 2002年（平成14年）以降は全体的に四大・短大の合計数も減少傾向にある中，2004年（平成16年）の公立大学法人制度導入以
降，公立大学は増加傾向にある。

•公立大学の増加傾向の要因の多くは，私立大学の公立化によるものである。

（１） 全国の大学・短期大学の状況



33出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋

•公立大学は，都道府県立大学が62.6%であり，単科大学が半数となっている。
•近年は，中核市・一般市による設置が増加傾向にある。地域のニーズに即した学部が設置されており，学生数2,000人以下の大
学が75%以上を占めている。

【公立大学の特徴】
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

進学者数（男性） 270,327 275,301 279,470 285,860

進学者数（女性） 257,130 257,839 258,957 264,699

進学率（男性） 50.7% 52.3% 54.3% 56.8%

進学率（女性） 49.2% 50.0% 51.6% 53.8%

270,327 275,301 279,470
285,860

257,130 257,839 258,957 264,699

50.7%

52.3%

54.3%

56.8%

49.2%

50.0%
51.6%

53.8%

44%

46%

48%

50%

52%

54%

56%

58%

240,000
245,000
250,000
255,000
260,000
265,000
270,000
275,000
280,000
285,000
290,000

（人）
【全国の大学進学状況推移】

•大学進学者数・大学進学率は，男女ともに毎年過去最高を更新している。
•この傾向は，国の修学支援制度の開始（私立大学との学費差の縮小）や，大阪府や兵庫県における公立の学費無償化，専門学校
の大学化などの影響により，今後も続いていくと推察される。

（２） 全国の大学進学状況

出典：文部科学省「学校基本調査」から作成
大学進学率＝進学者数（大学学部）÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）で算出
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（３） 全国の分野系統別志願者数推移

•新型コロナ等の影響により，2021年度（令和3年度）及び2022年度（令和4年度）の志願者が大きく減少したと考えられる。
•特に人文科学・社会科学の減少が大きく，文系離れが顕著である。
•工学系学部の学科系統別にみると，情報系学科が含まれる「電気通信工学」はやや増加傾向である。

【全国の分野系統別志願者数】

出典：文部科学省「学校基本調査」から作成
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【工学系学部の学科系統別志願者数】

（人）
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（４） 定員未充足に対応した生き残り戦略

• 18歳人口の減少により，全国的に「募集停止」「共学化」「名称変更」「法人・大学の統合・合併」が相次いでいる。
•「選択と集中」や「生き残り」戦略は，今後も多くの大学・短期大学で予想される。

募集停止 共学化 大学・短期大学名称変更
2023年度（令和5年度）

• 東京福祉大学短期大学部
• 淑徳大学短期大学部
• 北陸学院大学短期大学部
• 神戸常盤学短期大学部

2024年度（令和6年度）
• 植草学園短期大学
• 実践女子大学短期大学部
• 恵泉女学園大学
• 神戸海星女子学院大学

2025年度（令和7年度）
• 上智大学短期大学部
• 岐阜聖徳学園大学短期大学部
• 龍谷大学短期大学部
• 鈴鹿大学短期大学部
• 池坊短期大学
• 美作大学短期大学部
• 安田女子短期大学

2023年度（令和5年度）
• 神戸親和大学
• 鹿児島純心大学
• 札幌国際大学短期大学部
• 飯田短期大学
• 福岡医療短期大学

2024年度（令和6年度）
• 桜花学園大学
• 名古屋短期大学
• 長野女子短期大学
• 武蔵野短期大学
• 大阪キリスト教短期大学

2025年度（令和7年度）
• 清泉女学院大学・短期大学

2023年度（令和5年度）
• 大和大学白鳳短期大学部
（旧白鳳短期大学）

2024年度（令和6年度）
• 筑波学院大学（→日本国際学園大学）
• 了徳寺大学（→SBC東京医療大学）
• 九州保健福祉大学（→九州医療科学大学）
• 聖和短期大学（→関西学院短期大学）

法人・大学の統合・合併 私立大学の公立化
2023年度（令和5年度）

• 学校法人天理大学天理大学・学校法人天理よろづ相談所学園天理医療大学
→学校法人天理大学天理大学

• 学校法人聖啓学園・学校法人長野家政学園 → 長野女子短期大学
2024年度（令和6年度）

• 国立大学法人東京工業大学・国立大学法人東京医科歯科大学
→国立大学法人東京科学大学東京科学大学

• 学校法人藤学園藤女子大学・学校法人天使学園天使大学 → 学校法人藤天使学園
2025年度（令和7年度）

• 学校法人桃山学院桃山学院大学・桃山学院教育大学 → 桃山学院大学
• 清泉女学院大学・清泉女子大学 → 学校法人清泉女学院

2026年度（令和8年度）
• 学校法人学習院学習院大学・学習院女子大学 → 学習院大学

2023年度（令和5年度）
• 旭川市立大学（旧旭川大学）

※2023年（令和5年）12月時点
2025年度（令和7年度）以降は予定として記載



（５） 全国的な情報系学部・学科の相次ぐ設置

• 2017年度（平成29年度）の滋賀大学のデータサイエンス学部が火付け役となり，以降情報系学部・学科の設置が進んでいる。
•この度の国の「大学・高専機能強化支援事業」により，情報系学部・学科の設置は更に増加することが見込まれる。
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① 2017年度（平成29年度）以降に情報系学部・学科等を設置した大学

② 2023年度（令和5年度） 「大学・高専機能強化支援事業(支援1)」の選定大学

〇設置大学数
45大学（国立：5大学，公立：5大学，私立：35大学）

〇近年設置した大学の傾向と考察
• 情報系学部・学科は，2020年度（令和2年度）に8大学，2021年度（令和3年度）に9大学，2022年度（令和4年度）に7
大学の設置であったが，2023年度（令和5年度）は14大学に増加している。

• 2023年度は京都女子大学，武庫川女子大学など女子大学における情報系学部の設置が見られる。
• 学位分野は工学関係が多いが，工学関係と経済学関係など複合型も多い。
• 設置手続について，認可申請ではなく届出による設置が圧倒的に多いことから，従来から工学関係の学科を有する大学
が改組により設置したケースが多いことが分かる。ただし，2023年度（令和5年度）は4大学が認可申請により設置し
ていることから，今後は工学関係の学科を有さない大学による情報系学部・学科等の設置が増えることが推察される。

〇選定件数（＝大学数）
67件（公立：13件，私立：54件）

〇選定大学の傾向と考察
• 67件のうち，7割以上が情報系学部の新設又は改組に関する計画である。
• 選定された女子大学は7件であり，そのうち5件が情報系学部に関する計画である。この結果を見ても女子大学における
情報系学部の設置が進むことが推察される。

• 30件が認可申請による設置が予定されており，工学関係の学部・学科等を設置していない大学による設置も進んでいる。
• 学位分野は工学関係が多いが，様々な分野の複合型も目立つ。
• 近年の設置で多く見られた「データサイエンス」という名称を学部・学科名に使用しない大学が多い。文理融合型では
なく理系型の学部への転換が進む可能性も含めて，今後の動きを注視する必要がある。

※2023年（令和5年）8月時点
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【2017年度以降の情報系学部の設立状況（専門職大学除く）】

出典：各大学HPから作成

入学
定員

入学
者数

うち
女性

女性
％

募集
定員

志願
者数

志願
倍率

1 滋賀県 国 滋賀大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 100 100 25 25.0% 70 405 5.8 経済学、工学 平成29年度 学部設置（意見伺い）
2 広島県 国 広島大学 情報科学部 情報科学科 150 158 - - 105 239 2.3 工学 平成30年度 学部設置（意見伺い）
3 神奈川県 公 横浜市立大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 60 63 16 25.4% 45 281 6.2 経済学、理学 平成30年度 学部設置（届出）
4 長野県 公 公立諏訪東京理科大学 工学部 情報応用工学科 150 156 19 12.2% 100 557 5.6 工学 平成30年度 学科設置（届出）
5 埼玉県 私 日本工業大学 先進工学部 情報メディア工学科 200 146 10 6.8% 71 734 10.3 ー 平成30年度 学部設置（届出）　
6 新潟県 私 新潟国際情報大学 経営情報学部 情報システム学科 65 85 12 14.1% 35 331 9.5 経済学、工学 平成30年度 学部設置（届出）
7 京都府 私 京都産業大学 情報理工学部 情報理工学科 160 156 23 14.7% 87 3,645 41.9 ー 平成30年度 学部設置（届出）
8 兵庫県 公 兵庫県立大学 社会情報科学部 社会情報科学科 100 104 - - 80 780 9.8 工学 平成31年度 学部設置（届出）
9 東京都 私 中央大学 国際情報学部 国際情報学科 150 163 76 46.6% 100 1,876 18.8 法学、工学 平成31年度 学部設置（届出）
10 東京都 私 武蔵野大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 70 98 26 26.5% 61 1,805 29.6 工学、経済学 平成31年度 学部設置（届出）
11 広島県 私 広島経済大学 メディアビジネス学部 ビジネス情報学科 80 - - - 45 222 4.9 経済学 平成31年度 学部設置（届出）
12 長崎県 国 長崎大学 情報データ科学部 情報データ科学科 120 127 20 15.7% 90 206 2.3 理学、工学 令和2年度 学部設置（事前伺い）
13 京都府 公 福知山公立大学 情報学部 情報学科 100 105 36 34.3% 65 272 4.2 工学 令和2年度 学部設置（認可）
14 埼玉県 私 十文字学園女子大学 社会情報デザイン学部 社会情報デザイン学科 130 50 50 100.0% 40 123 3.1 社会学・社会福祉学 令和2年度 学部設置（届出）
15 石川県 私 金沢学院大学 経済情報学部 経済情報学科 70 53 - - 32 128 4.0 経済学 令和2年度 学部設置（届出）

数理・情報科学課程 95 104 18 17.3% 63 941 14.9 理学 令和2年度 学部設置（届出）
知能情報メディア課程 95 102 15 14.7% 63 1,137 18.0 工学 令和2年度 学部設置（届出）
電子情報通信課程 95 109 3 2.8% 63 1,216 19.3 工学 令和2年度 学部設置（届出）

17 広島県 私 広島工業大学 情報学部 情報コミュニケーション学科 110 - - - 49 524 10.7 工学、経済学 令和2年度 学科設置（届出）
18 群馬県 国 群馬大学 情報学部 情報学科 170 179 54 30.2% 120 556 4.6 社会学・社会福祉学、工学 令和3年度 学部設置（事前伺い）
19 埼玉県 私 立正大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 240 189 - - 130 413 3.2 経済学、理学 令和3年度 学部設置（認可）
20 宮城県 私 石巻専修大学 経営学部 情報マネジメント学科 45 17 - - - 34 - 経済学、工学 令和3年度 学科設置（届出）

令和5年度 一般入試
学科等名 学位分野 設置年度 備考

16

No

滋賀県 私 龍谷大学 先端理工学部

新組織
開設
所在地

立 大学名 学部等名

※「－」表記：現時点で未公表又は非公表



入学
定員

入学
者数

うち
女性

女性
％

募集
定員

志願
者数

志願
倍率

データサイエンス学科 70 89 25 28.1% 47 883 18.8 理学、工学 令和3年度 学科設置（届出）
電子情報工学科 65 62 7 11.3% 44 735 16.7 理学、工学 令和3年度 学科設置（届出）

22 三重県 私 鈴鹿医療科学大学 医用工学部 医療健康データサイエンス学科 40 - - - 15 41 2.7 工学、保健衛生学 令和3年度 学科設置（届出）
23 京都府 私 京都橘大学 工学部 情報工学科 130 150 16 10.7% - 1,019 - 工学 令和3年度 学部設置（届出）
24 大阪府 私 大阪工業大学 情報科学部 データサイエンス学科 70 - - - - 567 - 工学 令和3年度 学科設置（届出）
25 兵庫県 私 関西学院大学 工学部 情報工学課程 90 - - - 56 1,421 25.4 工学 令和3年度 学部設置（届出）
26 埼玉県 私 日本工業大学 先進工学部 データサイエンス学科 120 129 7 5.4% 71 470 6.6 工学 令和4年度 学科設置（届出）

情報通信学部 情報通信学科 240 254 - - 142 1,362 9.6 工学 令和4年度 学科設置（届出）
情報理工学部 情報メディア学科 100 110 - - 62 1,215 19.6 工学 令和4年度 学科設置（届出）

28 愛知県 私 名城大学 情報工学部 情報工学科 180 188 21 11.2% 115 3,650 31.7 工学 令和4年度 学部設置（届出）
29 愛知県 私 人間環境大学 環境科学部 環境データサイエンス学科 40 42 9 21.4% 20 459 23.0 農学 令和4年度 学部設置（届出）
30 大阪府 私 近畿大学 情報学部 情報学科 330 323 58 18.0% 188 8,704 46.3 工学 令和4年度 学部設置（届出）
31 岡山県 私 岡山理科大学 情報理工学部 情報理工学科 210 205 - - - 431 - 理学、工学 令和4年度 学部設置（届出）
32 東京都 国 一橋大学 ソーシャル・データサイエンス学部 ソーシャル・データサイエンス学科 60 67 10 14.9% 55 826 15.0 経済学、工学 令和5年度 学部設置（意見伺い）
33 千葉県 私 順天堂大学 健康データサイエンス学部 健康データサイエンス学科 100 101 32 31.7% 60 229 3.8 保健衛生学、工学 令和5年度 学部設置（認可）
34 神奈川県 私 北里大学 未来工学部 データサイエンス学科 100 105 30 28.6% 55 442 8.0 工学 令和5年度 学部設置（認可）
35 京都府 私 京都女子大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 95 99 99 100.0% 47 303 6.4 経済学、工学 令和5年度 学部設置（認可）
36 大阪府 私 大阪成蹊大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 80 68 - - 40 163 4.1 工学 令和5年度 学部設置（認可）
37 愛知県 公 名古屋市立大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 80 80 22 27.5% 50 134 2.7 経済学、理学、工学 令和5年度 学部設置（届出）
38 宮城県 私 東北学院大学 情報学部 データサイエンス学科 190 213 30 14.1% 104 1,134 10.9 工学 令和5年度 学部設置（届出）
39 東京都 私 亜細亜大学 経営学部 データサイエンス学科 80 108 23 21.3% 68 320 4.7 経済学 令和5年度 学科設置（届出）
40 東京都 私 東京都市大学 デザイン・データ科学部 デザイン・データ科学科 100 108 - - 60 961 16.0 工学 令和5年度 学部設置（届出）
41 東京都 私 明星大学 データサイエンス学環 30 30 - - 22 515 23.4 工学 令和5年度 連係課程設置（届出）
42 神奈川県 私 湘南工科大学 情報学部 情報学科 275 319 - - 173 912 5.3 工学 令和5年度 学部設置（届出）
43 福井県 私 福井工業大学 経営情報学部 経営情報学科 90 101 11 10.9% 47 273 5.8 工学 令和5年度 学部設置（届出）
44 大阪府 私 大和大学 情報学部 情報学科 200 256 - - 120 1,720 14.3 ー 令和5年度 学部設置（届出）
45 兵庫県 私 武庫川女子大学 社会情報学部 社会情報学科 180 185 185 100.0% 94 710 7.6 工学 令和5年度 学部設置（届出）

令和5年度 一般入試
学科等名 学位分野 設置年度 備考

東京都
神奈川県

私 東海大学

21

27

No

理工学部愛知県 私 南山大学

新組織
開設
所在地

立 大学名 学部等名

出典：各大学HPから作成 39



40

【「大学・高専機能強化支援事業(支援1)」の選定大学】

出典：大学改革・学位授与機構HPから作成

※「大学・高専機能強化支援事業」支援1の初回選定大学から，情報系を抜粋
下記No13以降については，（*仮称）及び（予定）を表記

No
新組織開設
所在地(予

定)
立 大学名（*仮称） 学部名（*仮称） 学科名（*仮称）

入学
定員

収容
定員

学位分野 設置年度 備考

データサイエンス学科 40 160
情報システム工学科 60 240
知能ロボット学科 60 240

2 山口県 公 下関市立大学 データサイエンス学部 データサイエンス学科 80 320 経済学、理学 令和6年度 学部新設（認可）
3 山口県 公 周南公立大学 情報科学部 情報科学科 100 400 工学 令和6年度 学部新設（認可）
4 山口県 公 山陽小野田市立山口東京理科大学 工学部 医薬工学科 60 240 工学 令和6年度 既存学部の学科新設
5 高知県 公 高知工科大学 データ＆イノベーション学群 60 240 工学、経済学 令和6年度 学部新設（届出）

情報工学科 120 480
認知情報科学科 120 480
高度応用情報科学科 120 480

7 千葉県 私 麗澤大学 工学部 工学科 100 400 工学 令和6年度 学部新設（認可）
8 東京都 私 明治学院大学 情報数理学部 情報数理学科 80 320 理学 令和6年度 学部新設（認可）
9 石川県 私 金沢学院大学 情報工学部 情報工学科 100 400 工学 令和6年度 学部新設（認可）
10 愛知県 私 椙山女学園大学 情報社会学部 情報デザイン学科 100 404 工学、文学 令和6年度 学部新設（認可）
11 岡山県 私 ノートルダム清心女子大学 情報デザイン学部 情報デザイン学科 100 400 工学 令和6年度 学部新設（認可）
12 福岡県 私 福岡工業大学 情報工学部 情報マネジメント学科 90 360 工学 令和6年度 学科新設（届出）
13 山口県 公 山口県立大学 国際文化学部 情報社会学科* 40 160 文学、工学 令和7年度（予定） 既存学部の学科新設
14 北海道 私 北海道科学大学 情報科学部* 情報科学科* 100 400 工学 令和7年度（予定） 学部新設（届出）
15 東京都 私 城西大学 理学部 情報数理学科* 60 240 理学 令和7年度（予定） 学部新設（届出）
16 千葉県 私 敬愛大学 国際学部 情報・データサイエンス学科* 50 200 理学、経済学、社会学・社会福祉学 令和7年度（予定） 学科新設（認可）
17 東京都 私 大妻女子大学 データサイエンス学部* データサイエンス学科* 90 360 工学、経済学 令和7年度（予定） 学部新設（認可）
18 東京都 私 東京医療保健大学 医療保健学部 健康デジタル学科* 80 320 工学、保健衛生学 令和7年度（予定） 学科新設（認可）
19 愛知県 私 日本福祉大学 工学部* 工学科* 100 400 工学 令和7年度（予定） 学部新設（届出）
20 大阪府 私 追手門学院大学 理工学部* 200 800 理学、工学 令和7年度（予定） 学部新設（認可）
21 大阪府 私 関西大学 ビジネスデータサイエンス学部* ビジネスデータサイエンス学科* 350 1,400 工学、経済学 令和7年度（予定） 学部新設（届出）
22 兵庫県 私 関西国際大学 情報学部* 情報学科* 100 400 工学 令和7年度（予定） 学部新設（届出）

情報システム学科* 80 320 工学、経済学 令和7年度（予定） 学科新設（届出）
情報マネジメント学科* 80 320 工学、経済学 令和7年度（予定） 学科新設（届出）

24 広島県 私 安田女子大学 理工学部* 情報科学科* 60 240 （理学）、工学 令和7年度（予定） 学部新設（認可）
25 愛媛県 私 松山大学 情報学部* 情報学科* 120 480 工学 令和7年度（予定） 学部新設（認可）
26 福岡県 私 博多大学* データサイエンス学部* データサイエンス学科* 160 640 理学 令和7年度（予定） 学部（大学）新設（認可）

23 広島県 私 広島工業大学 情報学部

令和6年度 学部新設（届出）

6 千葉県 私 千葉工業大学 情報変革科学部 工学 令和6年度 学部新設（届出）

1 富山県 公 富山県立大学 情報工学部 工学



No
新組織開設
所在地(予

定)
立 大学名（*仮称） 学部名（*仮称） 学科名（*仮称）

入学
定員

収容
定員

学位分野 設置年度 備考

27 北海道 公 旭川市立大学 地域創造学部* 100 400 工学、経済学 令和8年度（予定） 学部新設（認可）
28 長野県 公 長野大学 環境・情報科学部* 90 360 工学 令和8年度（予定） 学部新設（認可）

情報エンジニアリング学科*
共創社会システム学科*

30 群馬県 私 共愛学園前橋国際大学 デジタル・グリーン学部* デジタル・グリーン学科* 100 400 工学、農学、家政、経済学 令和8年度（予定） 学部新設（認可）
31 東京都 私 青山学院大学 統計・データサイエンス学部* 統計・データサイエンス学科* 60 240 理学、工学、経済学、社会学・社会福祉学 令和8年度（予定） 学部新設（届出）
32 東京都 私 駒澤大学 グローバル・メディア・スタディーズ学部* メディア工学科* 50 200 工学、社会学・社会福祉学 令和8年度（予定） 学科新設（認可）
33 愛知県 私 桜花学園大学 情報科学部* 教育データサイエンス学科* 80 320 工学、理学、教育学・保育学 令和8年度（予定） 学部新設（認可）

デジタルメディア学科* 100 400 学科新設（届出）
デジタルメディア学科*（通信） 360 1,080 学科新設（認可）
ロボティクス学科* 100 400 学科新設（届出）

35 大阪府 私 桃山学院大学 工学部* 地域連携DX学科* 160 640 工学 令和8年度（予定） 学部新設（認可）
36 宮崎県 私 宮崎産業経営大学 経営学部 経営情報学科* 40 160 工学 令和8年度（予定） 学科新設（認可）
37 神奈川県 公 横浜市立大学 新データサイエンス学部* 120 480 理学、経済学 令和9年度（予定） 学部新設（届出）
38 広島県 公 福山市立大学 情報工学部* 情報工学科* 50 200 工学 令和9年度（予定） 学部新設（届出）
39 青森県 私 八戸工業大学 工学部 情報デザイン学科* 100 400 工学 令和9年度（予定） 学科新設（届出）
40 福島県 私 東日本国際大学 デジタル創造学部* デジタル創造学科* 80 320 工学、経済学 令和9年度（予定） 学部新設（認可）

41
千葉県
東京都

私 神田外語大学 国際経営データサイエンス学部* 135 515 経済学、工学 令和9年度（予定） 学部新設（認可）

健康スポーツ科学部* 健康スポーツ科学科* 300 1,200 工学、経済学 学部新設（届出）
農業生産科学科*
生産環境工学科*
食料ビジネス学科*

43 東京都 私 東洋大学 環境イノベーション学部* 環境イノベーション学科* 140 560 工学、理学 令和9年度（予定） 学部新設（届出）
44 東京都 私 東京都市大学 デジタル理工学部* デジタル理工学科* 200 800 工学 令和9年度（予定） 学部新設（届出）
45 神奈川県 私 昭和音楽大学 芸術工学部* 芸術工学科* 100 400 工学、音楽 令和9年度（予定） 学部新設（届出）
46 三重県 私 四日市大学 環境情報工学部* 100 400 工学 令和9年度（予定） 学部新設（認可）
47 大阪府 私 大阪経済法科大学 情報学部* 情報学科* 100 400 工学 令和9年度（予定） 学部新設（認可）
48 佐賀県 私 西九州大学 健康データサイエンス学部* 100 400 工学 令和9年度（予定） 学部新設（認可）
49 宮崎県 私 南九州大学 健康栄養学部 地域・医療・食品・健康・データサイエンス学科* 50 200 家政、工学、農学 令和9年度（予定） 学科新設（認可）

学部新設（認可）120 480 工学、社会学・社会福祉学情報イノベーション学部*北九州市立大学公福岡県29

300 1,200 農学、工学、経済学、理学 学部新設（認可）
令和9年度（予定）

農業情報学部*
中央大学私東京都42

34

令和8年度（予定）

京都府 工学部 工学 令和8年度（予定）京都橘大学私

出典：大学改革・学位授与機構HPから作成 41



前期日程 共通テスト
ボーダー得点率 中期・後期・別日程

名古屋市立大学データサイエンス学部データサイエンス学科 70 愛知県立大学情報科学部情報科学科
69 群馬大学情報学部情報学科（共通テスト重視型）

大阪公立大学現代システム科学域知識情報システム学類 68
静岡大学情報学部情報科学科

67
静岡大学情報学部情報社会学科、行動情報学科
高知工科大学データ＆イノベーション学群

滋賀大学データサイエンス学部データサイエンス学科
66

群馬大学情報学部情報学科（小論文重視型）

広島大学情報科学部情報科学科（B型） 叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部ソーシャルシステムデザイン
学科

広島大学情報科学部情報科学科（A型）
65愛知県立大学情報科学部情報科学科

兵庫県立大学社会情報学部社会情報学科
熊本大学情報融合学環（文系型・理系型） 64
静岡大学情報学部情報社会学科、行動情報学科（AB） 63
群馬大学情報学部情報学科

62
長崎県立大学情報システム学部情報システム学科

高知工科大学データ＆イノベーション学群（B方式）

61
長崎大学情報データ学部情報データ科学科（A文系・理系）
福知山公立大学情報学部情報学科（3教科型）

60 長崎県立大学情報システム学部情報セキュリティ学科

59 下関市立大学データサイエンス学部データサイエンス学科（中期）

長崎大学情報データ学部情報データ科学科（A文系・理系）

58

周南公立大学情報科学部情報科学科（中期）
福知山公立大学情報学部情報学科（3教科型）
高知工科大学データ＆イノベーション学群（A方式）
長崎県立大学情報システム学部情報システム学科
福知山公立大学情報学部情報学科（5教科型）

56
下関市立大学データサイエンス学部データサイエンス学科
周南公立大学情報科学部情報科学科

55
長崎県立大学情報システム学部情報セキュリティ学科

51 名桜大学人間健康学部健康情報学科
名桜大学人間健康学部健康情報学科 47

（６） 情報系学部を有する国公立大学のポジション

出典：2024年度河合塾Kei-Net入試難易予想ランキング〈2023年9月現在〉から作成 42

福山市立大学の既存学部のボーダー目安

• 18歳人口が減少するとともに，情報系学部の設置が相次ぐ中，入学者の獲得が困難となることが見込まれる。
•全国の情報系学部を有する国公立大学の中でのポジションを確認し，想定される競合大学との差別化が必要となる。

※共通テストボーダー得点率70以下のみとし，公立大学を青字で記載
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（７） 全国の入学者選抜実施状況

• 2000年度（平成12年度）（AO入試調査開始年度）に比べて，2023年度（令和5年度）は総合型選抜，学校推薦型選抜を経由し
た入学者が大きく増加しており，学生確保に向けて各大学の入試方法の多様化が進んでいる。

出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋

【全国の入学者選抜実施状況】



（８） 各学校段階の職業別就職者数

•大学卒の就職者数は，「卸売業，小売業」，「医療，福祉」，「情報通信業」，「製造業」の順に多い。
•高等専門学校及び大学院の卒業者は「製造業」，短期大学の卒業者は「医療，福祉」への就職が最も多い。

【各学校段階の産業別就職者数】

44出典：中央教育審議会高等教育の在り方に関する特別部会（第3回）参考データ集から抜粋
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•中四国地方の大学進学率は，各県で大きな差があり，全国平均（2022年度（令和4年度）55.3％）を上回っているのは広島県の
みである。

•各県で差はあるものの，全県で大学進学率は上昇傾向にある。

（９） 中四国地方の大学進学状況

【中四国の大学進学状況推移】

出典：文部科学省「学校基本調査」から作成
大学進学率＝進学者数（大学学部）÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）で算出

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

鳥取県 36.1% 37.3% 38.7% 40.8%

島根県 40.1% 39.8% 42.0% 44.7%

岡山県 47.7% 47.4% 49.5% 50.1%

広島県 57.2% 57.6% 58.4% 60.6%

山口県 37.1% 38.9% 38.6% 39.9%

徳島県 47.4% 48.7% 52.0% 53.7%

香川県 45.6% 48.5% 49.1% 50.7%

愛媛県 48.0% 48.9% 50.0% 52.2%

高知県 41.5% 45.3% 44.4% 47.8%

36.1%

40.8%
40.1%
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47.7%
50.1%

57.2%
60.6%

37.1%
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53.7%

45.6%
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41.5%

47.8%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%



•広島県は男女ともに大学進学者数・大学進学率が高く，上昇傾向にある。

（10） 広島県の大学進学状況

46
出典：文部科学省「学校基本調査」から作成

大学進学率＝進学者数（大学学部）÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）で算出

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

進学者数（女性） 6,443 6,528 6,461 6,566

進学者数（男性） 6,842 6,915 6,728 6,963

女性進学率 56.0% 56.5% 57.9% 58.9%

男性進学率 58.4% 58.6% 58.9% 62.4%
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【広島県内の大学進学状況推移】

（人）



•備後圏域の大学進学率は，福山市，尾道市，府中市が全国平均（2022年度（令和4年度）55.3％）を上回っている。

（11） 備後圏域の大学進学状況

47

【備後圏域の大学進学状況推移】

出典：文部科学省「学校基本調査」
大学進学率＝進学者数（大学学部）÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）で算出

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

福山市 52.8% 54.4% 54.7% 56.6%

尾道市 54.8% 56.1% 54.7% 55.7%

三原市 49.6% 51.7% 51.8% 50.0%

府中市 53.5% 57.9% 53.6% 59.1%

世羅町 36.6% 47.2% 49.5% 52.5%

神石高原町 23.8% 26.6% 18.0% 28.6%
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【中四国地区・備後圏域の大学の定員充足状況（2023年度）】

•中四国地方の国公立大学は，定員充足率が100％を超えている。
•中四国地方の私立大学は，45大学のうち35大学（77.8％）が入学定員未充足である。全国的に地方の小規模私立大学の定員割
れが加速している。

•備後圏域の大学は，定員充足率が91.4％である。
※備後圏域：福山市（福山市立大学・福山大学・福山平成大学），尾道市（尾道市立大学），三原市（県立広島大学三原キャンパス）

（12） 中四国地方・備後圏域の大学の定員充足状況

出典：文部科学省「学校基本調査」から作成
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•広島県内大学の進学者の出身高校所在地を見ると，広島県内高校からの進学が最も多い。
•広島県内高校からの進学者の内訳を見ると，国立・公立・私立で大きな差がある。

出典：文部科学省「学校基本調査」から作成

（13） 広島県内大学への進学者の出身高校所在地状況

【広島県内大学への進学者の出身高校所在地状況推移】
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•広島県内の公立大学の進学者の出身高校所在地を見ると，広島県内高校からの進学は約5割である。
•中四国地方からの進学は約7割であり，公立大学では比較的近隣からの進学が多い。（福山市立大学は83.3％）
※広島県内公立大学：県立広島大学，叡啓大学，広島市立大学，尾道市立大学，福山市立大学

【広島県内公立5大学への進学者の出身高校所在地状況推移】

（14） 広島県内の公立大学への進学者の出身高校所在地状況
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鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 その他

出典：文部科学省「学校基本調査」から作成



•全国的に新型コロナの影響を受けた2021年度（令和3年度）以降，進学先選択において地元志向の傾向があった。
•中国エリアの地元残留率はほぼ横ばい，四国エリアの地元残留率は上昇傾向であるものの，全体と比べると下回っている。
•アフターコロナの段階に入った2024年度（令和6年度）以降はコロナ前の状況に戻ることが予想される。

（15） 地元残留率の推移

出典：リクルート進学総研「18歳人口予測、大学・短大・専門学校進学率、地元残留率の動向2022」から抜粋 51

【大学への進学地元残留率推移】
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•中四国地方の大学においても，社会環境や競合校の動向，社会・地域の要望，学生確保の状況等を踏まえて学部・学科の改組
が続いている。

•国立大学は大学院の改組が，私立大学は学部・学科の改組が多い。
• 2024年度（令和6年度）は公立大学が学部・学科で3大学（下関市立大学，周南公立大学，高知工科大学），大学院で1大学
（山陽小野田市立山口東京理科大学）が改組を予定している。

（16） 中四国地方の大学における近年の改組状況

【中四国地方の大学の近年の改組状況】

出典：文部科学省への認可設置・届出設置・収容定員変更認可から作成
大学設置・設置者変更は学部・学科で計上（医学部除く）
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【広島大学・岡山大学の近年の改組状況（2020年度～2023年度）】

No 立 所在地 設置者 大学名 改組年度 申請種 学部等名 学科等名 入学定員 編入学定員 備考

人文社会科学専攻(M) 257

人文社会科学専攻(D) 85

教育科学専攻(M) 163

教育科学専攻(D) 50

教職開発専攻(P) 30

実務法学専攻(P) 20

先進理工学系科学専攻(M) 449

先進理工学系科学専攻(D) 128

人間社会学研究科
広島大学・グラーツ大
学国際連携サステイナ
ビリティ学専攻(M)

2

先進理工系科学研究科
広島大学・ライプツィ
ヒ大学国際連携サステ
イナビリティ学専攻(M)

2

36

17

令和3年度 学科設置 工学部 工学科 610

工学部化学生命系学科(廃止)機械システム系学科(廃止)電気通
信系学科(廃止)情報系学科(廃止)共通3年次編入学(廃止)
環境理工学部(廃止）
理学部(3年次編入学定員の改訂及び定員増(10))
医学部保健学科看護学専攻(3年次編入学定員△10)放射線技術
科学専攻3年次編入学定員△5)　検査技術科学専攻(3年次編入
学定員△5)

環境生命自然科学専攻(M) 501

環境生命自然科学専攻(D) 96

研究科専攻設置 医歯薬学総合研究科 医歯薬学専攻(D) 128

研究科設置 環境生命自然科学研究科 自然科学研究科(廃止)
環境生命科学研究科(廃止)
医歯薬学研究科生体制御科学専攻(M)(廃止)病態制御科学専攻
(M)(廃止)機能再生・再建化学専攻(M)(廃止)社会環境生命科
学専攻(M)(廃止)薬科学専攻(D)(定員減△3)

2 国 岡山県
国立大学法人
岡山大学

岡山大学

令和5年度

研究科設置

人間社会学研究科 総合科学研究科(廃止)
文学研究科(廃止)
教育学研究科(廃止)
社会科学研究科(廃止)
理学研究科(廃止)
先端物質科学研究科(廃止)
工学研究科(廃止)
国際協力研究科(廃止)
法務研究科(廃止)

先進理工学系科学研究科

研究科専攻設置

令和5年度 研究科等連係課程設置
スマートソサイエティ実践科学研究院(M) 教育学部第一類(学校教育系)(定員減△20)

情報科学部情報科学科(定員増70)
医学部医学科(定員増13)スマートソサイエティ実践科学研究院(D)

1 国 広島県
国立大学法人
広島大学

広島大学

令和2年度

出典：文部科学省HPから作成 53



No 立 所在地 設置者 大学名 改組年度 申請種 学部等名 学科等名 入学定員 編入学定員 備考
1 公 広島県 公立大学法人広島市立大学 広島市立大学 令和3年度 研究科届出専攻設置・課程変更 平和学研究科 平和学専攻(D) 4

地域創生学部 地域創生学科 200
地域資源開発学科 40
生命環境学科 100

令和4年度 研究科認可専攻設置・課程変更 総合学術研究科 保健福祉学専攻(D) 5
3 公 広島県 広島県公立大学法人 叡啓大学 令和3年度 大学認可設置 ソーシャルシステムデザイン学部 ソーシャルシステムデザイン学科 100

現代福祉学科 35
子ども学科 25
ビジュアルデザイン学科 30
工芸工業デザイン学科 30
建築学科 30
地域福祉学専攻(M) 4
看護学専攻(D) 2

国際関係学部 国際関係学科 90 4
地域政策学部 地域政策学科 140 6

7 公 山口県 公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学 山陽小野田市立山口東京理科大学 令和5年度 既存学部の学科新設 工学部 情報数理学科 60

8 公 山口県 公立大学法人周南公立大学 周南公立大学 令和4年度 設置者変更
公立化
(設置者変更)学校法人徳山教育財団→
(名称変更)徳山大学→

新見公立大学

学部届出設置 総合政策学部(廃止)総合政策学科(△220/3編△10)島根県立大学 令和3年度

岡山県立大学公立大学法人岡山県立大学岡山県公4

5 公 岡山県 公立大学法人新見公立大学

6 公 島根県 公立大学法人島根県立大学

保健福祉学部
保健福祉学部保健福祉学科(廃止△60)
デザイン学部デザイン工芸学科(廃止△40)造形デザイン学科
(廃止△50)

既存学部の学科新設

健康科学研究科

令和2年度 学部届出設置
人間文化学部(廃止)国際文化学科(△85)健康科学科(△35)
経営情報学部(廃止)経営学科(△60)経営情報学科(△40)
生命環境学部(廃止)生命科学科(△110)環境科学科(△55)

地域資源科学部

デザイン学部

令和5年度 研究科認可専攻設置・課程変更
看護学研究科看護学専攻(M)(定員減△1)
(名称変更)看護学研究科→健康科学研究科

令和3年度

公 広島県 広島県公立大学法人 県立広島大学2

【中四国地区の公立大学の近年の改組状況（2020年度～2023年度）】

出典：文部科学省HPから作成 54



５．政策動向（大学政策）

（１） 主な国の政策

•中央教育審議会（2018年（平成30年）11月26日）において，「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」
が取りまとめられた。

•本答申は， 2017年（平成29年）3月に「我が国の高等教育に関する将来構想について」の諮問を受けて以降，総会や分科
会，将来構想部会，ワーキンググループ等で審議を重ね， 2040年（令和22年）に向けた高等教育改革の指針として位置
付けられるべきものである。

 ≪実現すべき方向性≫
 2040年の展望と高等教育が目指すべき姿… 学修者本位の教育への転換…
 教育研究体制…多様性と柔軟性の確保…
 教育の質の保証と情報公表… 「学び」の質保証の再構築…
 18歳人口の減少を踏まえた高等教育機関の規模や地域配置… あらゆる世代が学ぶ「知の基盤」…
 各高等教育機関の役割等…多様な機関による多様な教育の提供…
 高等教育を支える投資… コストの可視化とあらゆるセクターからの支援の拡充…

① 高等教育のグランドデザイン

•中央教育審議会（2023年（令和5年）9月25日）において，「急速な少子化が進行する中での将来社会を見据えた高等教育
の在り方について（諮問）」が提出された。

•本諮問では，グランドデザイン（答申）以降の高等教育を取り巻く環境を踏まえて，大学入学者数の減少を踏まえた大学
の再編・統合の促進など，高等教育へのアクセスを確保するための抜本的な構造改革の在り方について検討が求められて
いるものである。

• 2023年（令和5年）11月29日に中央教育審議会に新たに「高等教育の在り方に関する特別部会」が設置され，2040年（令
和22年）以降の社会を見据えた高等教育の在り方等について審議が行われている。
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•教育未来創造会議（第一次提言：2022年（令和4年）5月10日）において，「未来を支える人材を育む大学等の機能強化」，
「新たな時代に対応する学びの支援の充実」，「学び直し（リカレント教育）を促進するための環境整備」に特に焦点を
当て，今後取り組むべき具体的方策が示された。 

 ≪今後特に重視する人材育成の視点≫
予測不可能な時代に必要な文理の壁を超えた普遍的知識・能力を備えた人材育成
 デジタル，人工知能，グリーン（脱炭素化など），農業，観光など科学技術や地域振興の成長分野をけん引する高
度専門人材の育成

 現在女子学生の割合が特に少ない理工系などの分野の学問を専攻する女性の増加
 高い付加価値を生み出す修士・博士人材の増加
 全ての子供が努力する意思があれば学ぶことができる環境整備
 一生涯，何度でも学び続ける意識，学びのモチベーションの涵養
 年齢，性別，地域等にかかわらず誰もが学び活躍できる環境整備
 幼児期・義務教育段階から企業内までを通じた人材育成・教育への投資の強化

ア 大学・高専機能強化支援事業

•日本において，デジタル・グリーン等の成長分野の人材不足が顕著で，理工系の学生割合も諸外国に比べて低い状況にあり，
これらの分野をけん引する高度人材の育成，輩出を担う大学及び高等専門学校の機能強化が喫緊の課題となっている。

•このような状況を受けて，特定成長分野をけん引する人材の育成に向け，3,002億円の基金を造成し，2023年度（令和5年
度）に特定成長分野への学部転換を行う大学への助成制度が創設された。

•第1回の公募が2023年（令和5年）4月18日に開始され，7月21日に選定校が決定，支援1事業では公立大学13校，私立大学
54校が選定・公表された。

•第2回の公募は，2023年（令和5年）12月15日に開始され，2024年（令和6年）3月及び6月に選定される。

•また，教育未来創造会議（第二次提言：2023年（令和5年）4月27日）において，「留学生の派遣・受入れ」，「留学生の
卒業後の活躍のための環境整備」，「教育の国際化」に特に焦点を当て，2033年（令和15年）までに外国人留学生受入
れを年間40万人，日本人の海外留学派遣を年間50万人に拡大するという目標が設定された。 

② 教育未来創造会議第一次提言
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イ 文理横断教育の推進

•人文・社会科学の厚みのある「知」の蓄積を図るとともに，自然科学の「知」との融合などにより，あらゆる分野の知見
を総合的に活用し社会課題への的確な対応を図る「総合知」の創出・活用に向けてSTEAM教育を強化し，文理横断教育を
推進することが示された。

• 2022年度（令和4年度）から人文・社会科学系の分野の研究科等において，文理横断的なデジタル人材を輩出する学位プ
ログラムを構築することを支援する「デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業 ～Xプログラム～」がス
タートした。

•大学進学を希望する者の割合は世帯収入が少ないほど低いことから，意欲があれば誰もが学び，その個性と能力を十分に
発揮できる環境整備に取り組むことが示された。

• 2020年度（令和2年度）から意欲ある子供たちの進学を支援することを目的に「高等教育の修学支援制度」がスタートし，
運用開始から5年目を迎える2024年度（令和6年度）から多子世帯や理工農系の学生等の中間所得層への支援拡大，大学院
修士段階における授業料後払い制度の創設，貸与型奨学金における減額返還制度年収要件等の柔軟化が行われる。

•更に，2025年度（令和7年度）から，3人以上の子どもがいる多子世帯について，子どもの大学授業料などを無償化するこ
とが2023年（令和5年）12月22日に閣議決定された。

•経済協力開発機構（OECD）加盟38か国において，大学等高等教育機関の卒業・修了生に占める女性の割合が2021年度
（令和3年度）時点で，「自然科学・数学・統計学」分野で27％（平均54％），「工学・製造・建築」分野で16％（平均
28%）と最下位であったことを受け，女子学生の確保等に積極的に取り組む大学への基盤的経費による支援強化が示され
た。

•これを受けて全国的に，入学者選抜において女子枠を設置する大学が相次いでいる。

ウ 理工系等を専攻する女子学生の確保

エ 高等教育の修学支援制度の拡充

オ 学び直し（リカレント教育）の促進

•人生100年時代において日本が健康寿命で世界一の長寿社会となる中で，人々がどのように活力をもって時代を生き抜い
ていくかがテーマとなる。

•仕事関連の成人学習への参加率が高い国ほど，時間当たりの労働生産性が高くなる傾向が示されているが，日本は諸外国
と比較し，企業が従業員への教育に投資をせず，個人も学ばない傾向が強くなっていることから，学び直しを促進するた
めの環境整備が示された。

•各省庁において，「学び直しの成果の適切な評価」，「学ぶ意欲がある人への支援の充実」，「女性の学び直しの支援」，
「企業・教育機関・地方公共団体等の連携による体制整備」など，学び直しの促進に向けた様々な環境整備が進められて
いる。



•地方創生政策・東京一極集中の緩和の一環として制定された「地域における大学の振興及び若者の雇用機会の創出による
若者の修業及び就業の促進に関する法律（平成三十年法律第三十七号）」により，2018年（平成30年）10月から2028
（令和10年）年3月まで，特定地域内（東京23区）の学部の収容定員は原則として増加できないこととなっている。

•期間の折り返しを迎えた2023年度（令和5年度）に「大学・高専機能強化支援事業」がスタートし，これに付随する形で、
2024年度（令和6年度）から「高度なデジタル人材」を育成する学部・学科に限定して定員増を可能とすることが決定さ
れた。ただし，完成年度3年以内に増加前の入学定員に戻すことを前提とした臨時的な定員増加であり，地方企業でのイン
ターンシップ等の地方自治体等と連携した地方における就職促進策を行うとともに，地方大学との連携等により地方にお
けるデジタル人材育成強化に貢献するという条件付きの措置である。
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③ その他

ア 地方創生政策・東京一極集中の緩和

•大学教育段階におけるデジタル・理数分野への学部転換の取組が進む中，その政策効果を最大限発揮するために，高校段
階におけるデジタル等成長分野を支える人材育成を強化するため，2023年度（令和5年度）補正予算で「高等学校DX加速
化推進事業（DXハイスクール）」が創設された。

•成長分野の担い手増加に向けて，本事業では高大接続の強化や多面的な高校入試の実施など，大学と連携した取組が求め
られている。

イ 高等学校DX加速化推進事業



国資料高等教育改革の概観
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国資料2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）
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国資料将来社会を見据えた高等教育の在り方について（諮問）



国資料教育未来創造会議 第一次提言
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国資料教育未来創造会議 第二次提言
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国資料AI戦略2019と数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度
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（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 国資料大学・高専機能強化支援事業
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（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 国資料高等教育の修学支援制度



（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 国資料数理・データサイエンス・AI人材育成
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（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 国資料リカレント教育等学び直し
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（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 国資料東京23区における大学の学部等の収容定員の抑制



（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 国資料高等学校DX加速化推進事業（DXハイスクール）
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（２） 主な広島県の政策

•総務省の2023年「住民基本台帳人口移動報告」によると，転出者数から転入者数を引いた「転出超過」は11,409人と前年
より増加し，3年連続で都道府県別ワースト1となった。（2021年（令和3年）：7,159人，2022年（令和4年）：9,207人，
2023年（令和5年）： 11,409人）

•特に，進学や就職のタイミングで，若い世代を中心に転出をしていることが大きな要因となっている。
•人口減少の原因を突き止めるため，2024年度（令和6年度）に部局横断型の「（仮称）若者減少・人手不足対策プロジェ
クト・チーム」を設置し，要因の分析や対策を進める予定。

③ その他

•安心・誇り・挑戦 ひろしまビジョンの施策を貫く視点の1つに「経済成長と人口減少社会の課題解消をめざす「DXの推
進」」を掲げ，「施策領域 産業イノベーション」において，「産業におけるDXを担う人材やイノベーションを創出でき
る人材の育成・集積」に取り組むこととされている。

•産業DX・イノベーションの原動力となる高度で多彩な産業人材を創出し，新分野への展開や競争力強化を促進するため，
従業員を国内外の大学・企業・研修機関等へ派遣する取組に要する費用を支援する「イノベーション人材等育成事業補助
金」や，大学院等専門課程での修学に要する費用等を支援する「広島県未来チャレンジ資金」を実施している。

• 2023年度（令和5年度）に，広島県内の産業DXをけん引する人材を育成するため，新たに「ひろしまDX人材育成奨学金」
が創設された。

① 人材育成・人材確保
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② 新たな県立大学の設置

• 2021年（令和3年）4月に，広島県立大学である「叡啓大学」を新たに設置した。ソーシャルシステムデザイン学部ソー
シャルシステムデザイン学科のみの単科大学で，SDGsを意識したリベラルアーツや地域や企業等と連携した課題解決演
習を通じて，国際化やICT技術の進展など時代の大きな変化に対応できる人材を育成している。



（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 広島県資料安心・誇り・挑戦 ひろしまビジョン
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（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 広島県・叡啓大学HPひろしまDX人材育成奨学金の創設・叡啓大学の新設

《 大 学 名 》
《学部・学科名》

《 定 員 》
《 設 置 場 所 》
《 開 設 時 期 》

○広島県公立大学法人叡啓大学の新設

叡啓大学
ソーシャルシステムデザイン学部
ソーシャルシステムデザイン学科
入学定員100人（収容定員400人）
広島市中区幟町1-5
2021年（令和3年）4月

○ひろしまDX人材育成奨学金の創設

《 貸 付 金 額 》
《 貸 付 期 間 》

《 制 度 開 始 》

広島県内の高等教育機関の理工系情報系学部等でデジタル技術等の高度な知識・技術を身に付け，広島県内企業等で就
労する意向のある者に対して，修学に必要な資金を無利子で貸付を行うもの。（条件を満たした場合は返還免除）

月額5万円
修学生に適用される修業年限の期間内
（6年間を上限）
2023年度（令和5年度）
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（３） 主な福山市の政策

•福山みらい創造ビジョンのめざす姿の実現に向けた基盤として「社会のデジタル化の推進」を掲げ，「4-1 未来を切り開
く教育」において，「高等教育機関や企業との連携強化」や「デジタル人材の育成やリカレント教育推進」に取り組むこ
ととされている。

• 2021年度（令和3年度）に，大学生の地元定着や福山市を支える人材の確保を目的として，金融機関と連携して「福山市
未来創生人材育成奨学ローン」を創設し，条件を満たした場合にその返済額の補助を実施している。（2023年度（令和5
年度）に対象拡大）

• 2023年度（令和5年度）に，グリーンな分野に取り組む企業が集い，新たな環境技術の開発や働きやすい職場づくりに向
けた取組などを共有・連携し，企業の成長や人材確保につなげていくため，「グリーンなものづくり企業プラットフォー
ム」がスタートした。

•子どもたちが最新の科学や技術に触れ，課題発見・解決能力の向上につなげるための施設として， 2029年度（令和11年
度）目途に新たに「子ども未来館」の整備を予定している。家族でデジタル技術やサイエンスを体験できるイベントとし
て，2020年度（令和2年度）から「びんごキッズラボ」（2023年度（令和5年度）は木育イベントと合同で「備後こども未
来フェスタ」）を開催している。

① 人材育成・人材確保

② その他

•広島県と同様に福山市においても，若い世代を中心に人口減少が進んでいる。2018年（平成30年）8月に「新たな人口減
少対策～強化策～」を策定し，2019年度（令和元年度）からアクションプランを基に，人口減少の抑制に向けた取組を進
めている。

•人口減少が起きるターニングポイントにある人々の意識・考え方，価値観，社会の動きなどの変化を捉え，9つの政策ター
ゲット（ペルソナ）を設定し，満足度を高める施策を立案・推進している。

•人口減少対策のための取組を企画・実行する組織として，産学金官民で構成される「みんなのライフスタイル応援会議」
を設置している。
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（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 福山市資料福山みらい創造ビジョン



（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 福山市資料福山市未来創生人材育成奨学ローン

《 補 助 金 額 》

 

《 返 済 期 間 》

《 制 度 開 始 》

人口減少対策として，若者の地元就職及び地元定着を促進するため，指定金融機関と連携して低金利の奨学ローンを創設
した。対象となる学生に対して，指定金融機関から貸与を受けた奨学ローンの返済額の補助を行うもの。

84万円を上限として指定金融機関から借り入れ
た奨学ローンの返済額
在学中：利子相当額を補助
卒業後：利子相当額+元金の1/10相当額

（市内に居住・就職している間に限る）
10年間
2021年度（令和3年度）

○福山市未来創生人材育成奨学ローンの創設，返済補助
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①市外に居住し市外の大学等に通う学生（デジタル人材，看護師・
保育士，グローカル人材）を対象

通学定期券の1/2（上限50万円／年）を上限と
して指定金融機関から借り入れた奨学ローンの
返済額
在学中：利子相当額を補助
卒業後：利子相当額+元金の1/10相当額

（市内に居住・就職している間に限る）
10年間
2023年度（令和5年度）

②市内に居住しながら市外の大学等に新幹線又は高速バスで通学す
る学生を対象

《 補 助 金 額 》

 

《 返 済 期 間 》

《 制 度 開 始 》
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（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 福山市資料グリーンなものづくり企業プラットフォーム



（参考） 大学・高専機能強化支援事業の概要 福山市資料福山市人口減少対策
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１. 各種調査の概要
２. ヒアリング調査
３. アンケート調査

Ⅲ．ヒアリング調査・アンケート調査の実施結果
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〔アンケート調査結果の記載方法〕
• N… アンケート回答者数
• 四捨五入により，比率の合計が100％を上下することがある。
• 設問の選択肢が長い場合は，簡略化している場合がある。
• クロス集計における表中の赤字は全体の回答率より5.0ポイント大き

い項目，青字は全体の回答率より5.0ポイント小さい項目としている。



１．各種調査の概要
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（１） ヒアリング調査

実施時期 実施方法 設問数 対象者 回答者数
（回答率）

オープンキャン
パス来場者
アンケート調査

2023年（令和5年）7月15日（土）
～7月16日（日）

配布資料にQRコー
ドを添付し，Web

回答
4問

（新学部関連）
オープンキャンパスに来場
した高校生及び保護者

45件
（ー％）

高校生
アンケート調査

2023年（令和5年）9月15日（金）
～10月16日（月） 調査票（紙媒体）

を郵送で発送・回
収（QRコードを添
付し，Web回答も

可）

20問 備後圏域内の高校35校の
高校1～2年（12,015人）

6,921人
（57.6％）

高校教員
アンケート調査

2023年（令和5年）9月15日（金）
～10月16日（月） 18問 備後圏域内の高校35校の

進路指導担当教員
22校

（62.9％）
企業
アンケート調査

2023年（令和5年）9月22日（金）
～10月12日（木） 26問 備後圏域内企業2,173社

（経営者 or 人事担当部署）
415社

（19.1％）

備後こども未来
フェスタ来場者
アンケート調査

2023年（令和5年）11月23日（木）
調査票（紙媒体）
を配布又はQRコー
ドを読み取り，

Web回答

2問
（新学部関連）

備後こども未来フェスタに
来場した子ども及び保護者

298件
（ー％）

実施時期 実施方法 対象者

企業への事前ヒ
アリング調査 2023年（令和5年）6月～7月 職員が企業を訪問し，実施 福山市内の企業5社の人事担当部署

企業・高校への
ヒアリング調査 2023年（令和5年）8月～10月 役員・職員が企業・高校を訪

問し，実施
備後圏域内の
・企業21社の経営者
・高校14校の校長

（２） アンケート調査



2023年（令和5年）6月～10月

【備後圏域内の企業21社の経営者】
（※下線は人事担当部署等の従業員を対象に事前ヒアリング調査を実施した企業）
福山通運㈱，㈱アカシン，早川ゴム㈱，大和建設㈱，ホーコス㈱，アサヒタクシー㈱，㈱鞆スコレ・コーポ
レーション，㈱プロテック，㈱前田組，㈱アクトシステムズ，リンクス㈱，㈱シギヤ精機製作所，三和製作㈱，
福山熱煉工業㈱，キソメック㈱，㈱栄工社，広島化成㈱，深江特殊鋼㈱，福山電業㈱，トモテツグループ，㈱
中国銀行（順不同）

【備後圏域内の高校14校の校長】
大門高校，福山誠之館高校，福山高校，英数学館高校，盈進高校，三原高校，如水館高校，尾道北高校，尾道
東高校，因島高校，尾道高校，府中高校，世羅高校，笠岡高校（順不同）

実施時期：

実 施 先 ：

（１） 調査概要

２．ヒアリング調査
企業：青色，高校：ピンク色で

タイトルを着色

（２） 調査結果

【既存学部のニーズ】
• 新学部設置を皮切りに，都市経営学部の変革も必要。
• 都市経営学部も同様に何を学ぶ学部かよく分からないと感じていた。建築を学ぶなら１級建築士であるとよい。
• 都市経営学部の建築は国土交通省が定める指定学科ではなく，一級建築施工管理技士の受験資格が得られないため，
学生が非常に苦労している。

【既存学部のニーズ】
• 公立大学の教育学部はありがたい。都市経営学部も経済系として選ぶ学生は多い。
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⒈
教
育
研
究
体
制

既存学部に関すること



83

【近年の受験動向】
• コロナ禍もあり，地元志向が高まっていると感じる。男子・女子に関わらず近場の大学を選択しがち。
【入試方法】
• 現在の入試は総合問題だが，教科ごとの問題の方が良い。

⒉
学
生
確
保

既存学部に関すること

⒈
教
育
研
究
体
制

新学部に関すること
【地域の潜在的ニーズ】
• 理系人材の方が，ものづくり企業では汎用性が高い。
• DXやカーボンニュートラルなど中小企業が弱い部分でリーダーシップを発揮できる学生を育成してほしい。
• 仕事の効率化にはデジタルの知見は必ず必要。
【地域の潜在的ニーズ】
• 情報系学部への進学者は多い。このエリアに公立の理工系学部がないので生徒の選択肢になる。
• データサイエンスではなく，理系学部が良い。
• 教員免許は取得できる方が良い。

【教育内容】
• 理系分野を幅広に学び，理系の素養があることが重要。具体的な資格取得は入社後で良い。
• 学部間交流ができるカリキュラムになるよう工夫してもらいたい。
• 情報工学の基礎を学びつつ，福山市らしいものづくりに生かせる教育内容にしてほしい。
• 熱力学・材料力学・流体力学の３力学は必修にしてほしい。

【教員確保】
• 大学は良い教員を集める必要がある。IT業界等で働く学位を持っている人に声をかけることも可能。

【産学官連携】
• カリキュラムにインターンシップを入れるのは，採用後のミスマッチを防ぐという点で良い。
• インターンシップを通じて，企業の認知度向上と，ものづくりのプロセスを体験してほしい。
• 地場の企業と一緒に企業課題を考え，新ビジネスを創出するなど，「キャンパスは街」を具現化できると面白い。
• 共同研究ができればありがたい。

【大学院】
• 理系なら大学院を設置すべき。街の中心に位置している立地を生かして，社会人向けの大学院を検討してほしい。



【産業界から大学への支援】
• 財政的支援を引き出し，市立大学が自立して独自の動きができるようになってほしい。都市魅力の再構築は行政や産業
界の役割だと考えているので，支援をしたい。

【産学官の役割分担】
• 新学部設置を契機に，大学と企業が双方にギブアンドテイクができるような新しい交流の仕組みを考えていかなければ
ならない。

• 今は，学生が企業や住む街を選ぶ時代。地元定着に向けて企業も努力し，快適な暮らしの提供に向けて行政も努力しな
ければならない。卒業生が地元企業に就職しないのは企業側の問題でもある。地元定着の促進に向けて，企業が奨学金
制度を設けるなど，特色ある経営に転換していくことも大切だと思う。

⒋
事
業
規
模
・
財
源
・
効
果

新学部に関すること

⒊
施
設
・
設
備

新学部に関すること

【産業界から建物・設備への支援】
• 産業界が財政的支援をするので，学部学科を充実させてほしい。
• 地元企業の力を借りながら授業を実施したらよい。例えば機械実習を実施するのであれば，マシンを寄贈することはで
きる。電気工学や流体系などもその分野に強い企業から寄贈をお願いしたらよい。

【施設設備の在り方】
• 地域や企業との交流ができる場であってほしい。

⒉
学
生
確
保

新学部に関すること
【広報】
• 小・中・高校生に出前講座をするなど情報工学部を知ってもらうきっかけづくりができれば，学生の確保につながる。
【入試方法】
• 地域枠推薦や総合型選抜などを検討してほしい。面接も加えると多様な活動をしている生徒や活力のある生徒が受けや
すい。

• 一般選抜を増やしてほしい。
• 二次試験の入試科目も広くするのではなく，数学や物理・化学のどちらかだけに特化するなどした方が志願者は増える
し，他大学との差別化につながる。

【近隣他大学との関係性】
• 広島市立大学や岡山県立大学，尾道市立大学を検討している学生の受け皿になり得る。
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（１） オープンキャンパス来場者アンケート調査

３．アンケート調査

2027年（令和9年）4 月に開設予定の情報工学系学部の検討にあたり，生徒の進学に関する意向を把握する
ため，オープンキャンパス来場者アンケートに追加項目を設定し，調査を実施した。
2023年（令和5年）7月15日（土）～16日（日）
4問（新学部関連のみ。アンケート全体は19問）
オープンキャンパスに来場した高校生及び保護者
配布資料にQRコードを添付し，Web回答
45件（ー％）

① 調査概要

② 回答者の属性

目 的 ：

実施時期：
設 問 数 ：
実施方法：
対象者数：
回答数(率):

高校1年生
6.7%

高校2年生
24.4%

高校3年生
51.1%

保護者
17.8%

教育学部児童教
育学科
60.0%

都市経営学部都
市経営学科

40.0%

【学年（あてはまるもの1つ）】 （N＝45） 【興味のある学部学科（あてはまるもの1つ）】 （N＝45）
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興味・関心があ
る

17.8%

少し興味・関心
がある
28.9%

あまり興味・関
心はない

35.6%

全く興味・関心
はない
17.8%

良い
68.9%

まあまあ良い
24.4%

あまり良くな
い

2.2%

良くない
4.4%

【将来的にデジタル・グリーンを学びたいか／学ばせたいか
（あてはまるもの1つ）】 （N＝45）

両方とも学びた
い（両方とも学
ばせたい）

55.6%
デジタルを学び
たい（デジタル
を学ばせたい）

20.0%

グリーンを学び
たい（グリーン
を学ばせたい）

6.7%

両方とも学ぶ気持ち
はない（両方とも学
ばせる気持ちはな

い）
17.8%

【新学部が増え3学部体制となること（あてはまるもの1つ）】
（N＝45）

【情報工学部の設置への興味・関心（あてはまるもの1つ）】
（N＝45）

•デジタルに興味があると回答した人は60％である。また，デジタル・グリーンについて「学びたい」・「学ばせたい」と回答
した人は75.6％と，この分野への関心度は高い。

•既存学部に加えて3学部体制となることについて，「良い」・「まあまあ良い」と回答した人は93.3％である。
•情報工学部の設置への興味・関心が「ある」・「少しある」と回答した人は合計して46.7％である。

③ 調査結果

両方とも興味・
関心がある

40.0%

デジタルに興
味・関心がある

20.0%

グリーンに興
味・関心がある

11.1%

両方とも興味・
関心がない

28.9%

【デジタル・グリーンへの興味（あてはまるもの1つ）】
（N＝45）



本学の現状及び今後の在り方について，自由にご意見をお聞かせください。
（新学部の学びの分野，既存の学部・大学院，取得可能な資格，就職，アクセス・立地，入試など）

分類 主な回答

既存学部について
〔6件〕

学生がとても勉強熱心な上，環境も整っているので，充実した学生生活が送れそうだと感じた。

学生数がもう少し多い方が大学らしくていいと思う。

都市経営学部ではパソコンを使った授業を行っていたが，同様の授業が教育学部でもあると良い。

立地がとても良い。

オープンキャンパスの回数を増やして欲しい。

オープンキャンパスの回数を増やして欲しい。

新学部について
〔5件〕

とても良いと思う。

新学部設置には新校舎や設備など，課題が多くあると思う。

新学部で取得可能な資格について詳しく知りたい。

立地も良く，学部も増えるという事なので大学がより良くなると思う。

臨床検査技師の受験資格が得られる学部を作ってほしい。

〔回答数〕11件
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自由記述
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（２） 備後圏域内高校生アンケート調査

① 調査概要

2027年（令和9年）4 月に開設予定の情報工学系学部の検討にあたり，生徒の進学に関する意向を把握するため，
アンケート調査を実施した。
2023年（令和5年）9月15日（金）～10月16日（月）
20問
調査票（紙媒体）を郵送で発送・回収（QRコードを添付し，Web回答も可）
備後圏域内の高校35校の高校1～2年生（12,015人）
〔内訳〕福山市21校，三原市2校，尾道市4校，府中市3校，世羅町1校，神石高原町1校，笠岡市2校，井原市1校
※福山市・府中市・神石高原町は全校，その他市町は本学への進学実績のある高校を抽出した。
6,921人（57.6％）
㈱高等教育総合研究所に委託し，調査の実施及び調査票の回収，分析を行った。

目 的：

実施時期：
設 問 数：
実施方法：
対象者数：

回答数(率)：
委 託 先：

高校
所在地 対象校数

対象者数 回答数
回答率 構成比

1年生 2年生 合計 1年生 2年生 不明 合計
福山市 21 3,970 3,711 7,681 2,228 2,136 ー 4,364 56.8% 63.1%
三原市 2 440 441 881 207 265 ー 472 53.6% 6.8%
尾道市 4 740 757 1,497 410 360 ー 770 51.4% 11.1%
府中市 3 352 310 662 115 187 ー 302 45.6% 4.4%
世羅町 1 89 81 170 88 77 ー 165 97.1% 2.4%
神石高原町 1 58 49 107 43 61 ー 104 97.2% 1.5%
笠岡市 2 368 374 742 232 227 ー 459 61.9% 6.6%
井原市 1 153 122 275 123 124 ー 247 89.8% 3.6%
その他 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
不明 ー ー ー ー ー ー 38 38 ー 0.5%

総計 35 6,170 5,845 12,015 3,446 3,437 38 6,921 57.6% 100.0%

（単位：人，％）



② 回答者の属性

【性別（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

【学年（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

【居住地（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

【所属学科（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

【文理（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

【学校実施形態（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）
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男性
47.4%

女性
49.6%

回答しない
2.5%

無回答
0.4%

1年生
49.8%

2年生
49.7%

無回答
0.5%

普通科
71.9%

総合学科
20.2%

専門学科
7.0%

無回答
0.8%

文系
36.8%

理系
30.6%

わからない
29.2%

無回答
3.4%

全日制
96.5%

定時制
0.8%

通信制
0.1%

無回答
2.7%

62.3%

6.0%

12.0%

4.4%

2.4%

1.2%

2.7%

3.8%

1.2%

3.1%

0.4%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

福山市
三原市
尾道市
府中市
世羅町

神石高原町
笠岡市
井原市

備後圏域を除く広島県
備後圏域を除く岡山県

その他
無回答

男性29.0%
女性44.5％

わからない36.0%

男性38.5%
女性23.2％

わからない30.9%



•卒業後は進学を希望する生徒が85.5％で，性別で見ると男性・女性共に進学を希望する生徒が多い。
•進学を希望する学校については，「４年制大学（国公立・理系）」，「４年制大学（私立・理系）」と回答した生徒が合計

30.3％である。性別で見ると男性は理系志望の生徒，女性は文系志望が多い。

③ 調査結果
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進学
85.5%

就職
6.3%

その他
0.2%

わからない
7.4%

無回答
0.5%

【卒業後の進路希望（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

【進学を希望する学校（あてはまるもの1つ）】
（N＝5,920）

29.2%
26.0%

11.7%
9.9%

9.0%
5.2%

4.3%
2.0%

1.3%
0.7%
0.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

4年制大学（国公立・文系）
4年制大学（国公立・理系）

4年制大学（私立・文系）
専修学校・専門学校・各種学校

わからない
6年制大学（国公立・理系）

4年制大学（私立・理系）
専門職大学
短期大学

6年制大学（私立・理系）
無回答

男性 女性 回答しない

進学 81.7% 90.0% 80.0%
就職 9.1% 3.7% 5.7%
その他 0.2% 0.2% 1.1%
わからない 8.7% 5.8% 13.1%

男性 女性 回答しない

4年制大学（国公立・文系） 24.9% 32.8% 29.3%
4年制大学（国公立・理系） 34.6% 18.6% 25.7%
4年制大学（私立・文系） 11.2% 12.4% 7.9%
4年制大学（私立・理系） 5.5% 3.4% 3.6%
6年制大学（国公立・理系） 4.9% 5.3% 8.6%
6年制大学（私立・理系） 0.5% 0.9% 1.4%
短期大学 0.6% 1.8% 2.1%
専門職大学 1.9% 2.1% 2.9%
専修学校・専門学校・各種学校 5.6% 13.8% 8.6%
わからない 9.9% 8.2% 10.0%
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【進学を希望する学部（あてはまるもの3つまで）】 （N＝4,570）

20.5%
15.9%

15.6%
15.3%

15.1%
12.2%

11.2%
8.7%

8.1%
7.6%

7.2%
4.8%
4.7%

3.9%
2.1%
2.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

経済・経営・商学分野
看護・保健・福祉・衛生分野
文学・人文・人間・心理分野

工学分野
教育分野

医歯薬分野
理学分野

情報・デジタル分野
健康・スポーツ分野

国際分野
法律・政治分野

農業・獣・畜産・水産分野
芸術分野

わからない
その他

環境分野

•希望する学部は「工学分野」と回答した生徒が15.3％，「情報・デジタル分野」と回答した生徒が8.7％である。
•性別で見ると，男性は「理学分野」，「工学分野」，「情報・デジタル分野」が多い一方，女性はこれらの分野は少ない。
•地域別で見ると，福山市内や福山市を除く備後圏域内に進学を希望する生徒は「経済・経営・商学分野」，「教育分野」の希望
が多い一方，「理学分野」や「工学分野」が少ない。

男性 女性 回答しない

法律・政治分野 8.4% 6.0% 10.3%
経済・経営・商学分野 25.4% 15.5% 25.2%
国際分野 4.2% 11.0% 7.5%
文学・人文・人間・心理分野 10.4% 20.5% 16.8%
教育分野 12.8% 17.5% 9.3%
芸術分野 2.4% 6.9% 6.5%
健康・スポーツ分野 10.4% 6.1% 1.9%
理学分野 17.5% 5.0% 12.1%
工学分野 24.9% 6.0% 16.8%
情報・デジタル分野 15.1% 2.5% 10.3%
農業・獣・畜産・水産分野 4.8% 4.7% 5.6%
医歯薬分野 10.8% 13.4% 12.1%
看護・保健・福祉・衛生分野 6.5% 25.2% 12.1%
環境分野 2.1% 1.7% 5.6%
その他 1.6% 2.6% 3.7%
わからない 4.6% 3.2% 4.7%

福山市内 福山市を除く備後圏域内 広島市周辺 岡山市・倉敷市周辺 中四国地方 関西周辺 関東周辺 その他の地域（国内） 海外 わからない

法律・政治分野 5.1% 2.1% 7.0% 6.7% 5.7% 9.6% 9.2% 6.2% 12.5% 6.9%
経済・経営・商学分野 27.2% 18.9% 16.0% 12.2% 13.7% 23.6% 28.0% 20.1% 37.5% 22.6%
国際分野 2.9% 2.8% 7.0% 2.7% 2.5% 15.0% 13.4% 5.8% 31.3% 6.4%
文学・人文・人間・心理分野 17.1% 18.2% 14.3% 12.2% 15.6% 16.7% 20.0% 11.2% 18.8% 15.8%
教育分野 25.1% 8.4% 18.8% 15.3% 17.8% 11.9% 9.7% 10.4% 6.3% 14.6%
芸術分野 4.6% 9.8% 3.8% 3.6% 2.5% 5.1% 7.8% 3.9% 0.0% 4.5%
健康・スポーツ分野 8.0% 7.0% 8.8% 5.3% 11.1% 6.8% 10.2% 7.7% 12.5% 9.3%
理学分野 3.9% 4.2% 10.8% 10.2% 15.0% 12.8% 14.4% 11.2% 12.5% 12.5%
工学分野 9.9% 2.1% 14.2% 14.8% 15.0% 16.6% 19.2% 22.0% 18.8% 16.1%
情報・デジタル分野 8.2% 5.6% 9.5% 6.1% 9.2% 9.9% 9.2% 8.9% 0.0% 9.4%
農業・獣・畜産・水産分野 1.9% 2.1% 3.2% 3.3% 15.0% 3.5% 3.6% 12.4% 0.0% 5.0%
医歯薬分野 7.7% 2.8% 11.3% 22.7% 8.9% 10.9% 11.7% 12.4% 0.0% 10.5%
看護・保健・福祉・衛生分野 16.6% 50.3% 17.4% 21.3% 15.9% 9.8% 4.6% 11.2% 6.3% 17.6%
環境分野 1.0% 0.7% 1.4% 1.3% 3.5% 2.3% 2.4% 2.3% 6.3% 2.6%
その他 2.7% 0.7% 2.6% 1.8% 1.0% 2.1% 2.7% 3.1% 6.3% 1.6%
わからない 7.0% 2.1% 2.9% 1.7% 1.3% 1.7% 1.7% 3.9% 12.5% 9.4%
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【備後圏域外の進学を希望する理由（あてはまるもの3つまで）】
（N＝3,814）

【備後圏域内の進学を希望する理由（あてはまるもの3つまで）】
（N＝863）

20.9%

17.6%

14.2%

13.2%

11.6%

7.8%

5.9%

5.2%

3.0%

0.4%

0.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

わからない
関西周辺

岡山市・倉敷市周辺
広島市周辺
福山市内
関東周辺

中四国地方
その他の地域（国内）

福山市を除く備後圏域内
海外

無回答

【現時点で進学を希望する地域（あてはまるもの1つ）】（N＝5,920）

•進学を希望する地域は「福山市内」が11.6％，「福山市を除く備後圏域内」が3.0％であり，備後圏域外希望者が64.3％である。
性別で見ると，男性に比べて女性は「福山市内」や「岡山市・倉敷市周辺」が多い。

•備後圏域内の進学を希望する理由は「希望する学校があるから」が52.1％，「希望する学部・学科があるから」が41.1％である。
•備後圏域外の進学を希望する理由は「備後圏域内に希望する学校がないから」が36.5％と最も多い。

男性 女性 回答しない

福山市内 9.7% 13.5% 5.7%
福山市を除く備後圏域内 2.1% 3.8% 2.1%
広島市周辺 14.3% 12.3% 10.7%
岡山市・倉敷市周辺 11.7% 16.5% 14.3%
中四国地方 7.0% 5.0% 5.7%
関西周辺 17.7% 17.5% 19.3%
関東周辺 9.1% 6.4% 14.3%
その他の地域（国内） 6.0% 4.6% 5.0%
海外 0.6% 0.3% 0.7%
わからない 21.8% 20.0% 22.1%

36.5%

23.6%

22.9%

19.4%

13.9%

12.9%

6.3%

5.1%

0% 20% 40%

備後圏域内に希望する学校がないから

住んでみたい地域があるから

親元を離れて一人暮らしをしたいから

就職に有利だと思うから

実家から通える範囲だから

備後圏域内に希望する学部・学科がないから

その他

備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから

52.1%
41.1%

18.2%
15.1%

11.0%
7.1%

5.4%
4.5%

3.6%
2.9%

1.0%

0% 20% 40% 60%

希望する学校があるから
希望する学部・学科があるから

地元から離れる必要性を感じないから
親元を離れて一人暮らしできるか不安だから

家族と離れたくないから
保護者から地元に残るよう言われているから

下宿や仕送りなどでお金がかかるから
友達、知り合いと離れたくないから

地元企業に就職したいから
地元進学に関する制度を活用できるから

その他
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【進学先の学部・学科を決定する際に重視すること（あてはまるもの3つまで）】 （N＝4,570）

•進学先を決定する際に重視することは，「学びたい学部・学科がある」と回答した生徒が77.2％と最も多い。
•学部別に見ると，工学分野や情報・デジタル分野を志望する生徒は，「学びたい学部・学科がある」，「国公立大学である」，
「就職に有利である」が多い一方，「資格（教員免許）が取得できる」が少ない。

•進路選択に関する情報の収集方法は，「各学校のホームページ」，「学校案内やパンフレット」が多い。

【進路選択に関する情報の収集方法（あてはまるもの3つまで）】（ N＝5,920）

62.8%
58.0%

36.3%
22.1%

18.5%
17.3%

14.9%
9.9%
9.5%

6.9%
4.5%

2.7%
0.7%
0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

各学校のホームページ
学校案内やパンフレット

オープンキャンパス
高校の先生からの情報やアドバイス

家族からの情報やアドバイス
進学情報に関するホームページ

各学校のSNS
進学情報に関するアプリ・SNS

塾・予備校の先生からの情報やアドバイス
先生、家族以外からの情報やアドバイス

情報誌
わからない

その他
自宅に送られてきたDM

77.2%
45.0%

29.0%
14.9%
14.6%

12.8%
12.4%
11.4%

9.4%
6.5%
5.9%

3.1%
2.9%
2.3%

1.0%
0.9%
0.9%
0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学びたい学部・学科がある
国公立大学である
就職に有利である

教育研究環境・施設が整っている
授業・カリキュラムが魅力的

資格（教員免許以外）が取得できる
学費、奨学金などの経済面

資格（教員免許）が取得できる
実家から通える

キャンパスが都市部にある
入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）

国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）
教員の面倒見が良い

わからない
その他

大学院がある
地域や企業と連携した活動に積極的

オンライン授業に積極的

工学分野 情報・デジタル分野

　学びたい学部・学科がある 74.9% 79.4%
　国公立大学である 57.8% 53.8%
　就職に有利である 39.9% 37.7%
　教育研究環境・施設が整っている 15.1% 13.1%
　授業・カリキュラムが魅力的 12.2% 18.1%
　入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試） 4.4% 5.5%
　資格（教員免許）が取得できる 2.7% 3.3%
　資格（教員免許以外）が取得できる 11.9% 6.8%
　教員の面倒見が良い 1.1% 2.3%
　地域や企業と連携した活動に積極的 0.4% 0.3%
　国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど） 1.4% 1.5%
　キャンパスが都市部にある 8.9% 7.3%
　実家から通える 8.0% 9.0%
　学費、奨学金などの経済面 11.3% 15.1%
　大学院がある 1.6% 0.8%
　オンライン授業に積極的 0.6% 1.0%
　その他 0.7% 1.3%
　わからない 0.6% 0.5%
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•情報工学部の設置を「良いと思う」と回答した生徒は65.5％である。
•学校別で見ると，4年制大学（国公立・理系）を志望している生徒は「良いと思う」が多く，学部別で見ると，工学分野や情報・
デジタル分野を志望している生徒は「良いと思う」が多い。

【情報工学部の設置（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

良いと思う
65.5%

良いと思わない
1.5%

わからない
30.4%

無回答
2.6%

4年制大学（国公立・文系） 4年制大学（国公立・理系） 4年制大学（私立・文系） 4年制大学（私立・理系） 6年制大学（国公立・理系） 6年制大学（私立・理系） 短期大学 専門職大学 専修学校・専門学校・各種学校 わからない
良いと思う 69.4% 73.0% 64.2% 59.1% 65.9% 60.5% 62.3% 56.8% 56.7% 61.2%
良いと思わない 1.3% 1.4% 1.9% 0.8% 2.3% 0.0% 0.0% 2.5% 1.7% 2.3%
わからない 27.4% 22.7% 29.8% 34.2% 30.5% 37.2% 36.4% 40.7% 40.2% 36.2%

工学分野 情報・デジタル分野

良いと思う 78.3% 84.4%
良いと思わない 1.1% 0.8%
わからない 17.5% 11.1%


高校生

				福山市立大学

				新学部の開設など将来構想に関する高校生アンケート調査

				問１　現在の居住地についてお答えください。（あてはまるもの１つ）

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ

				1		①福山市		4,313		62.3%																																																																				7681		56.2%

				2		②三原市		413		6.0%																																																																				881		46.9%

				3		③尾道市		833		12.0%																																																																				1497		55.6%

				4		④府中市		303		4.4%																																																																				662		45.8%

				5		⑤世羅町		165		2.4%																																																																				170		97.1%

				6		⑥神石高原町		82		1.2%																																																																				107		76.6%

				7		⑦笠岡市		187		2.7%																																																																				742		25.2%

				8		⑧井原市		266		3.8%																																																																				275		96.7%

				9		⑨①～⑥を除く広島県		83		1.2%																																																																						ERROR:#DIV/0!

				10		⑩⑦～⑧を除く岡山県		215		3.1%																																																																						ERROR:#DIV/0!

				11		⑪その他		30		0.4%																																																																						ERROR:#DIV/0!

						無回答 ムカイトウ		31		0.4%																																																																						ERROR:#DIV/0!

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%																																																																				12015		57.6%

				問２　性別についてお答えください。（あてはまるもの１つ）

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ

				1		①男性		3,284		47.4%

				2		②女性		3,434		49.6%

				3		③回答しない		175		2.5%

						無回答 ムカイトウ		28		0.4%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%

				問３　現在の学年についてお答えください。（あてはまるもの１つ）																問1（市町別） トイ シマチベツ		4,313		413		833		303		165		82		187		266		83		215		30				問1（市町別） トイ シマチベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												①福山市		②三原市		③尾道市		④府中市		⑤世羅町		⑥神石高原町		⑦笠岡市		⑧井原市		⑨①～⑥を除く広島県		⑩⑦～⑧を除く岡山県		⑪その他						①福山市		②三原市		③尾道市		④府中市		⑤世羅町		⑥神石高原町		⑦笠岡市		⑧井原市		⑨①～⑥を除く広島県		⑩⑦～⑧を除く岡山県		⑪その他

				1		①1年生		3,446		49.8%				44.8%		54.8%				①1年生		50.2%		43.8%		53.7%		51.8%		50.3%		39.0%		52.4%		51.5%		49.4%		42.8%		33.3%				①1年生		2163		181		447		157		83		32		98		137		41		92		10

				2		②2年生		3,437		49.7%				44.7%		54.7%				②2年生		49.6%		56.2%		46.2%		47.9%		49.1%		61.0%		47.6%		47.0%		50.6%		56.7%		66.7%				②2年生		2139		232		385		145		81		50		89		125		42		122		20

						無回答 ムカイトウ		38		0.5%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%

				問４　現在の所属学科等についてお答えください。（あてはまるもの１つ）

				■所属学科 ショゾク ガッカ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ

				1		①普通科		4,979		71.9%

				2		②総合学科		1,400		20.2%

				3		③専門学科		486		7.0%

						無回答 ムカイトウ		56		0.8%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%

				■文理 ブンリ																問2（性別） トイ セイベツ		3,284		3,434		175																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①文系		2,549		36.8%				31.8%		41.8%				①文系		29.0%		44.5%		36.0%																				①文系		954		1527		63

				2		②理系		2,116		30.6%				25.6%		35.6%				②理系		38.5%		23.2%		30.9%																				②理系		1264		796		54

				3		③わからない		2,021		29.2%				24.2%		34.2%				③わからない		28.8%		29.7%		30.3%																				③わからない		945		1019		53

						無回答 ムカイトウ		235		3.4%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%

				■実施形態 ジッシ ケイタイ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ

				1		①全日制		6,677		96.5%

				2		②定時制		52		0.8%

				3		③通信制		5		0.1%

						無回答 ムカイトウ		187		2.7%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%

				問５　高校卒業後の進路希望についてお答えください。（あてはまるもの１つ）																問2（性別） トイ セイベツ		3,284		3,434		175																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①進学		5,920		85.5%				80.5%		90.5%				①進学		81.7%		90.0%		80.0%																				①進学		2684		3090		140

				2		②就職		437		6.3%				1.3%		11.3%				②就職		9.1%		3.7%		5.7%																				②就職		298		128		10

				3		③その他		16		0.2%				-4.8%		5.2%				③その他		0.2%		0.2%		1.1%																				③その他		6		8		2

				4		④わからない		510		7.4%				2.4%		12.4%				④わからない		8.7%		5.8%		13.1%																				④わからない		286		199		23

						無回答 ムカイトウ		38		0.5%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%										問4（文理） トイ ブンリ		2,549		2,116		2,021																				問4（文理） トイ ブンリ

																						①文系		②理系		③わからない																						①文系		②理系		③わからない

														80.5%		90.5%				①進学		90.9%		92.1%		74.4%																				①進学		2318		1949		1504

														1.3%		11.3%				②就職		2.7%		4.1%		12.8%																				②就職		68		87		259

														-4.8%		5.2%				③その他		0.3%		0.1%		0.3%																				③その他		7		2		6

														2.4%		12.4%				④わからない		5.9%		3.6%		12.1%																				④わからない		151		76		244

				問５で進学と答えた方のみ問６~9へ トイ シンガク コタ カタ トイ



				問６　現時点で最も進学を希望する地域をお答えください。（あてはまるもの１つ）																問2（性別） トイ セイベツ		2,684		3,090		140																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①福山市内		688		11.6%				6.6%		16.6%				①福山市内		9.7%		13.5%		5.7%																				①福山市内		261		418		8

				2		②福山市を除く備後圏域内		175		3.0%				-2.0%		8.0%				②福山市を除く備後圏域内		2.1%		3.8%		2.1%																				②福山市を除く備後圏域内		56		116		3

				3		③広島市周辺		780		13.2%				8.2%		18.2%				③広島市周辺		14.3%		12.3%		10.7%																				③広島市周辺		384		381		15

				4		④岡山市・倉敷市周辺		843		14.2%				9.2%		19.2%				④岡山市・倉敷市周辺		11.7%		16.5%		14.3%																				④岡山市・倉敷市周辺		313		509		20

				5		⑤①～④以外の中四国地方		352		5.9%				0.9%		10.9%				⑤①～④以外の中四国地方		7.0%		5.0%		5.7%																				⑤①～④以外の中四国地方		188		156		8

				6		⑥関西周辺		1,042		17.6%				12.6%		22.6%				⑥関西周辺		17.7%		17.5%		19.3%																				⑥関西周辺		474		540		27

				7		⑦関東周辺		462		7.8%				2.8%		12.8%				⑦関東周辺		9.1%		6.4%		14.3%																				⑦関東周辺		245		197		20

				8		⑧その他の地域（国内）		310		5.2%				0.2%		10.2%				⑧その他の地域（国内）		6.0%		4.6%		5.0%																				⑧その他の地域（国内）		160		143		7

				9		⑨海外		25		0.4%				-4.6%		5.4%				⑨海外		0.6%		0.3%		0.7%																				⑨海外		15		9		1

				10		⑩わからない		1,236		20.9%				15.9%		25.9%				⑩わからない		21.8%		20.0%		22.1%																				⑩わからない		586		617		31

						無回答 ムカイトウ		7		0.1%

						合計 ゴウケイ		5,920		100.0%

																				問4（文理） トイ ブンリ		2,318		1,949		1,504																				問4（文理） トイ ブンリ

																						①文系		②理系		③わからない																						①文系		②理系		③わからない

														6.6%		16.6%				①福山市内		13.6%		7.0%		13.8%																				①福山市内		316		136		208

														-2.0%		8.0%				②福山市を除く備後圏域内		3.7%		2.6%		2.5%																				②福山市を除く備後圏域内		85		50		38

														8.2%		18.2%				③広島市周辺		12.9%		13.4%		13.2%																				③広島市周辺		298		262		198

														9.2%		19.2%				④岡山市・倉敷市周辺		12.9%		17.3%		13.0%																				④岡山市・倉敷市周辺		300		337		195

														0.9%		10.9%				⑤①～④以外の中四国地方		5.4%		8.4%		4.0%																				⑤①～④以外の中四国地方		126		163		60

														12.6%		22.6%				⑥関西周辺		20.7%		17.4%		13.8%																				⑥関西周辺		480		339		207

														2.8%		12.8%				⑦関東周辺		8.1%		8.3%		6.8%																				⑦関東周辺		187		161		103

														0.2%		10.2%				⑧その他の地域（国内）		4.1%		6.7%		5.2%																				⑧その他の地域（国内）		94		130		78

														-4.6%		5.4%				⑨海外		0.4%		0.5%		0.4%																				⑨海外		9		10		6

														15.9%		25.9%				⑩わからない		18.1%		18.5%		27.2%																				⑩わからない		420		360		409

				問７　問６で答えた地域に進学を希望する理由についてお答えください。（あてはまるもの3つまで）

				問６で①～②と答えた方（備後圏域内を希望している方）にお伺いします。																問2（性別） トイ セイベツ		317		534		11																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		希望する学校があるから		450		52.1%				47.1%		57.1%				①希望する学校があるから		51.1%		52.8%		54.5%																				①希望する学校があるから		162		282		6

				2		希望する学部・学科があるから		355		41.1%				36.1%		46.1%				②希望する学部・学科があるから		39.7%		41.4%		72.7%																				②希望する学部・学科があるから		126		221		8

				8		地元から離れる必要性を感じないから		157		18.2%				13.2%		23.2%				③地元企業に就職したいから		4.7%		3.0%		0.0%																				③地元企業に就職したいから		15		16		0

				4		親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		130		15.1%				10.1%		20.1%				④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		9.5%		18.2%		27.3%																				④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		30		97		3

				5		家族と離れたくないから		95		11.0%				6.0%		16.0%				⑤家族と離れたくないから		5.4%		14.0%		27.3%																				⑤家族と離れたくないから		17		75		3

				7		保護者から地元に残るよう言われているから		61		7.1%				2.1%		12.1%				⑥友達、知り合いと離れたくないから		4.4%		4.7%		0.0%																				⑥友達、知り合いと離れたくないから		14		25		0

				10		下宿や仕送りなどでお金がかかるから		47		5.4%				0.4%		10.4%				⑦保護者から地元に残るよう言われているから		4.1%		8.8%		9.1%																				⑦保護者から地元に残るよう言われているから		13		47		1

				6		友達、知り合いと離れたくないから		39		4.5%				-0.5%		9.5%				⑧地元から離れる必要性を感じないから		22.1%		15.7%		27.3%																				⑧地元から離れる必要性を感じないから		70		84		3

				3		地元企業に就職したいから		31		3.6%				-1.4%		8.6%				⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		3.2%		2.6%		9.1%																				⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		10		14		1

				9		地元進学に関する制度を活用できるから		25		2.9%				-2.1%		7.9%				⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		4.7%		5.6%		18.2%																				⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		15		30		2

				11		その他		9		1.0%				-4.0%		6.0%				⑪その他		0.6%		1.3%		0.0%																				⑪その他		2		7		0



																				問4（文理） トイ ブンリ		401		186		246																				問4（文理） トイ ブンリ

																						①文系		②理系		③わからない																						①文系		②理系		③わからない

														47.1%		57.1%				①希望する学校があるから		54.6%		48.9%		50.8%																				①希望する学校があるから		219		91		125

														36.1%		46.1%				②希望する学部・学科があるから		42.6%		41.4%		39.4%																				②希望する学部・学科があるから		171		77		97

														-1.4%		8.6%				③地元企業に就職したいから		4.5%		2.2%		2.4%																				③地元企業に就職したいから		18		4		6

														10.1%		20.1%				④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		19.5%		12.4%		10.2%																				④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		78		23		25

														6.0%		16.0%				⑤家族と離れたくないから		9.7%		10.8%		12.2%																				⑤家族と離れたくないから		39		20		30

														-0.5%		9.5%				⑥友達、知り合いと離れたくないから		5.2%		2.7%		4.9%																				⑥友達、知り合いと離れたくないから		21		5		12

														2.1%		12.1%				⑦保護者から地元に残るよう言われているから		10.2%		4.8%		4.1%																				⑦保護者から地元に残るよう言われているから		41		9		10

														13.2%		23.2%				⑧地元から離れる必要性を感じないから		17.0%		22.6%		16.7%																				⑧地元から離れる必要性を感じないから		68		42		41

														-2.1%		7.9%				⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		3.2%		2.2%		2.8%																				⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		13		4		7

														0.4%		10.4%				⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		7.2%		4.3%		4.1%																				⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		29		8		10

														-4.0%		6.0%				⑪その他		0.7%		2.2%		0.8%																				⑪その他		3		4		2

																																																				※わからないの数値、修正 スウチ シュウセイ

				問６で③～⑨と答えた方（備後圏域外を希望している方）にお伺いします。																問2（性別） トイ セイベツ		2,365		2,552		129																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		備後圏域内に希望する学校がないから		1,394		36.5%				31.5%		41.5%				①備後圏域内に希望する学校がないから		25.9%		29.5%		22.5%																				①備後圏域内に希望する学校がないから		613		752		29

				2		住んでみたい地域があるから		901		23.6%				18.6%		28.6%				②住んでみたい地域があるから		19.6%		16.2%		18.6%																				②住んでみたい地域があるから		463		414		24

				3		親元を離れて一人暮らしをしたいから		874		22.9%				17.9%		27.9%				③備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから		3.9%		3.6%		6.2%																				③備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから		93		92		8

				4		就職に有利だと思うから		740		19.4%				14.4%		24.4%				④備後圏域内に希望する学部・学科がないから		7.7%		11.5%		12.4%																				④備後圏域内に希望する学部・学科がないから		181		294		16

				5		実家から通える範囲だから		530		13.9%				8.9%		18.9%				⑤親元を離れて一人暮らしをしたいから		16.6%		17.7%		21.7%																				⑤親元を離れて一人暮らしをしたいから		393		452		28

				6		備後圏域内に希望する学部・学科がないから		491		12.9%				7.9%		17.9%				⑥就職に有利だと思うから		16.5%		12.8%		17.1%																				⑥就職に有利だと思うから		391		327		22

				7		その他		242		6.3%				1.3%		11.3%				⑦実家から通える範囲だから		9.0%		11.8%		10.1%																				⑦実家から通える範囲だから		214		302		13

				8		備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから		193		5.1%				0.1%		10.1%				⑧その他		5.5%		4.3%		3.1%																				⑧その他		129		109		4

						問６で③～⑨を対象とすべきところ③～⑩となっていたため修正 ト タイショウ シュウセイ																																										※問６で③～⑨とすべきところ③～⑩になっていたため修正 ト シュウセイ

																				問4（文理） トイ ブンリ		1,914		1,762		1,256																				問4（文理） トイ ブンリ

																						①文系		②理系		③わからない																						①文系		②理系		③わからない

														22.7%		32.7%				①備後圏域内に希望する学校がないから		29.2%		29.7%		23.2%																				①備後圏域内に希望する学校がないから		559		524		292

														13.0%		23.0%				②住んでみたい地域があるから		19.4%		17.5%		16.4%																				②住んでみたい地域があるから		372		309		206

														-1.2%		8.8%				③備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから		4.1%		4.1%		3.3%																				③備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから		79		72		42

														4.8%		14.8%				④備後圏域内に希望する学部・学科がないから		10.9%		10.8%		7.2%																				④備後圏域内に希望する学部・学科がないから		208		191		90

														12.5%		22.5%				⑤親元を離れて一人暮らしをしたいから		17.9%		19.1%		14.6%																				⑤親元を離れて一人暮らしをしたいから		343		337		184

														9.7%		19.7%				⑥就職に有利だと思うから		15.9%		15.9%		11.3%																				⑥就職に有利だと思うから		304		281		142

														5.6%		15.6%				⑦実家から通える範囲だから		11.3%		10.4%		9.6%																				⑦実家から通える範囲だから		217		183		121

														-0.1%		9.9%				⑧その他		5.0%		4.2%		5.6%																				⑧その他		96		74		70

																																																※問６で③～⑨とすべきところ③～⑩になっていたため修正 ト シュウセイ

				問８　進路選択、大学等に関する情報の収集方法についてお答えください。（あてはまるもの3つまで）　																問4（文理） トイ ブンリ		2,549		2,116		2,021																				問4（文理） トイ ブンリ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ												①文系		②理系		③わからない																						①文系		②理系		③わからない

				1		①学校案内やパンフレット		3,435		58.0%				53.0%		63.0%				①学校案内やパンフレット		55.8%		51.9%		41.3%																				①学校案内やパンフレット		1423		1099		835

				2		②各学校のホームページ		3,720		62.8%				57.8%		67.8%				②各学校のホームページ		57.4%		60.5%		44.5%																				②各学校のホームページ		1462		1280		899

				3		③各学校のSNS		885		14.9%				9.9%		19.9%				③各学校のSNS		15.1%		12.1%		10.9%																				③各学校のSNS		385		257		221

				4		④情報誌		266		4.5%				-0.5%		9.5%				④情報誌		3.5%		4.5%		3.8%																				④情報誌		88		95		77

				5		⑤進学情報に関するホームページ		1,024		17.3%				12.3%		22.3%				⑤進学情報に関するホームページ		14.9%		17.8%		12.6%																				⑤進学情報に関するホームページ		380		376		254

				6		⑥進学情報に関するアプリ・SNS		587		9.9%				4.9%		14.9%				⑥進学情報に関するアプリ・SNS		9.5%		10.2%		6.2%																				⑥進学情報に関するアプリ・SNS		241		216		126

				7		⑦高校の先生からの情報やアドバイス		1,307		22.1%				17.1%		27.1%				⑦高校の先生からの情報やアドバイス		20.2%		22.2%		14.4%																				⑦高校の先生からの情報やアドバイス		516		470		291

				8		⑧塾・予備校の先生からの情報やアドバイス		563		9.5%				4.5%		14.5%				⑧塾・予備校の先生からの情報やアドバイス		7.0%		12.0%		6.2%																				⑧塾・予備校の先生からの情報やアドバイス		179		253		125

				9		⑨家族からの情報やアドバイス		1,098		18.5%				13.5%		23.5%				⑨家族からの情報やアドバイス		16.2%		17.2%		14.8%																				⑨家族からの情報やアドバイス		412		363		299

				10		⑩先生、家族以外からの情報やアドバイス		411		6.9%				1.9%		11.9%				⑩先生、家族以外からの情報やアドバイス		6.6%		5.7%		5.4%																				⑩先生、家族以外からの情報やアドバイス		169		121		109

				11		⑪自宅に送られてきたDM		36		0.6%				-4.4%		5.6%				⑪自宅に送られてきたDM		0.7%		0.4%		0.4%																				⑪自宅に送られてきたDM		18		9		8

				12		⑫オープンキャンパス		2,149		36.3%				31.3%		41.3%				⑫オープンキャンパス		36.1%		34.4%		23.0%																				⑫オープンキャンパス		919		728		464

				13		⑬その他		40		0.7%				-4.3%		5.7%				⑬その他		0.7%		0.7%		0.3%																				⑬その他		18		14		7

				14		⑭わからない		158		2.7%				-2.3%		7.7%				⑭わからない		1.9%		1.6%		3.3%																				⑭わからない		48		34		66



				問９　現時点で最も進学を希望する学校についてお答えください。（あてはまるもの１つ）																問2（性別） トイ セイベツ		2,684		3,090		140																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①4年制大学（国公立・文系）		1,728		29.2%				24.2%		34.2%				①4年制大学（国公立・文系）		24.9%		32.8%		29.3%																				①4年制大学（国公立・文系）		669		1015		41

				2		②4年制大学（国公立・理系）		1,539		26.0%				21.0%		31.0%				②4年制大学（国公立・理系）		34.6%		18.6%		25.7%																				②4年制大学（国公立・理系）		929		574		36

				3		③4年制大学（私立・文系）		695		11.7%				6.7%		16.7%				③4年制大学（私立・文系）		11.2%		12.4%		7.9%																				③4年制大学（私立・文系）		301		383		11

				4		④4年制大学（私立・理系）		257		4.3%				-0.7%		9.3%				④4年制大学（私立・理系）		5.5%		3.4%		3.6%																				④4年制大学（私立・理系）		148		104		5

				5		⑤6年制大学（国公立・理系）		308		5.2%				0.2%		10.2%				⑤6年制大学（国公立・理系）		4.9%		5.3%		8.6%																				⑤6年制大学（国公立・理系）		131		164		12

				6		⑥6年制大学（私立・理系）		43		0.7%				-4.3%		5.7%				⑥6年制大学（私立・理系）		0.5%		0.9%		1.4%																				⑥6年制大学（私立・理系）		13		28		2

				7		⑦短期大学		77		1.3%				-3.7%		6.3%				⑦短期大学		0.6%		1.8%		2.1%																				⑦短期大学		17		57		3

				8		⑧専門職大学		118		2.0%				-3.0%		7.0%				⑧専門職大学		1.9%		2.1%		2.9%																				⑧専門職大学		50		64		4

				9		⑨専修学校・専門学校・各種学校		589		9.9%				4.9%		14.9%				⑨専修学校・専門学校・各種学校		5.6%		13.8%		8.6%																				⑨専修学校・専門学校・各種学校		149		427		12

				10		⑩わからない		533		9.0%				4.0%		14.0%				⑩わからない		9.9%		8.2%		10.0%																				⑩わからない		266		252		14

						無回答 ムカイトウ		33		0.6%

						合計 ゴウケイ		5,920		100.0%

																				問6（地域）　 トイ チイキ		688		175		780		843		352		1,042		462		310		25		1,236						問6（地域）　 トイ チイキ

																						①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない								①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない

														24.2%		34.2%				①4年制大学（国公立・文系）		28.2%		48.0%		33.2%		28.1%		36.6%		30.3%		26.4%		25.2%		20.0%		24.6%						①4年制大学（国公立・文系）		194		84		259		237		129		316		122		78		5		304

														21.0%		31.0%				②4年制大学（国公立・理系）		8.1%		29.1%		31.3%		30.0%		38.9%		26.3%		27.3%		38.1%		16.0%		22.2%						②4年制大学（国公立・理系）		56		51		244		253		137		274		126		118		4		275

														6.7%		16.7%				③4年制大学（私立・文系）		14.4%		3.4%		10.4%		9.1%		3.4%		19.4%		22.1%		9.0%		20.0%		6.6%						③4年制大学（私立・文系）		99		6		81		77		12		202		102		28		5		82

														-0.7%		9.3%				④4年制大学（私立・理系）		6.1%		0.0%		3.8%		4.4%		2.6%		5.9%		7.6%		2.3%		0.0%		2.9%						④4年制大学（私立・理系）		42		0		30		37		9		61		35		7		0		36

														0.2%		10.2%				⑤6年制大学（国公立・理系）		0.9%		1.1%		5.1%		11.5%		6.8%		5.2%		5.2%		8.7%		8.0%		2.6%						⑤6年制大学（国公立・理系）		6		2		40		97		24		54		24		27		2		32

														-4.3%		5.7%				⑥6年制大学（私立・理系）		2.6%		0.0%		0.3%		0.4%		0.9%		0.8%		0.4%		0.3%		0.0%		0.5%						⑥6年制大学（私立・理系）		18		0		2		3		3		8		2		1		0		6

														-3.7%		6.3%				⑦短期大学		1.2%		1.7%		1.8%		3.4%		0.9%		0.3%		0.9%		0.3%		0.0%		1.0%						⑦短期大学		8		3		14		29		3		3		4		1		0		12

														-3.0%		7.0%				⑧専門職大学		3.5%		2.9%		1.4%		2.0%		1.4%		1.6%		0.9%		2.3%		4.0%		2.1%						⑧専門職大学		24		5		11		17		5		17		4		7		1		26

														4.9%		14.9%				⑨専修学校・専門学校・各種学校		25.6%		8.0%		9.7%		7.9%		4.0%		6.0%		5.2%		10.0%		4.0%		9.9%						⑨専修学校・専門学校・各種学校		176		14		76		67		14		63		24		31		1		122

														4.0%		14.0%				⑩わからない		8.1%		4.6%		2.9%		3.1%		4.5%		3.7%		4.1%		3.9%		28.0%		26.4%						⑩わからない		56		8		23		26		16		39		19		12		7		326



																						586		457		31		133		95		41		65		166		26		47		9

																				問７理由（学びたい学部・学科があるから） ト リユウ マナ ガクブ ガッカ		①希望する学校があるから		②希望する学部・学科があるから		③地元企業に就職したいから		④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		⑤家族と離れたくないから		⑥友達、知り合いと離れたくないから		⑦保護者から地元に残るよう言われているから		⑧地元から離れる必要性を感じないから		⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		⑪その他 タ						①希望する学校があるから		②希望する学部・学科があるから		③地元企業に就職したいから		④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		⑤家族と離れたくないから		⑥友達、知り合いと離れたくないから		⑦保護者から地元に残るよう言われているから		⑧地元から離れる必要性を感じないから		⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		⑪その他

														24.2%		34.2%				①4年制大学（国公立・文系）		30.9%		31.7%		41.9%		36.1%		34.7%		26.8%		50.8%		27.1%		38.5%		55.3%		11.1%				①4年制大学（国公立・文系）		181		145		13		48		33		11		33		45		10		26		1

														21.0%		31.0%				②4年制大学（国公立・理系）		14.2%		16.2%		0.0%		12.8%		16.8%		17.1%		7.7%		15.7%		7.7%		17.0%		33.3%				②4年制大学（国公立・理系）		83		74		0		17		16		7		5		26		2		8		3

														6.7%		16.7%				③4年制大学（私立・文系）		12.3%		14.2%		32.3%		13.5%		8.4%		9.8%		10.8%		12.0%		30.8%		12.8%		11.1%				③4年制大学（私立・文系）		72		65		10		18		8		4		7		20		8		6		1

														-0.7%		9.3%				④4年制大学（私立・理系）		5.6%		5.0%		6.5%		2.3%		4.2%		4.9%		1.5%		5.4%		0.0%		4.3%		0.0%				④4年制大学（私立・理系）		33		23		2		3		4		2		1		9		0		2		0

														0.2%		10.2%				⑤6年制大学（国公立・理系）		1.7%		1.8%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.0%		0.6%		3.8%		0.0%		0.0%				⑤6年制大学（国公立・理系）		10		8		0		0		0		0		0		1		1		0		0

														-4.3%		5.7%				⑥6年制大学（私立・理系）		1.9%		1.8%		3.2%		2.3%		1.1%		2.4%		4.6%		3.6%		0.0%		2.1%		0.0%				⑥6年制大学（私立・理系）		11		8		1		3		1		1		3		6		0		1		0

														-3.7%		6.3%				⑦短期大学		1.2%		1.3%		0.0%		0.8%		1.1%		0.0%		0.0%		1.2%		0.0%		0.0%		0.0%				⑦短期大学		7		6		0		1		1		0		0		2		0		0		0

														-3.0%		7.0%				⑧専門職大学		3.8%		2.4%		3.2%		3.0%		5.3%		4.9%		3.1%		3.0%		3.8%		2.1%		11.1%				⑧専門職大学		22		11		1		4		5		2		2		5		1		1		1

														4.9%		14.9%				⑨専修学校・専門学校・各種学校		24.4%		18.8%		9.7%		18.8%		22.1%		17.1%		13.8%		15.7%		11.5%		0.0%		0.0%				⑨専修学校・専門学校・各種学校		143		86		3		25		21		7		9		26		3		0		0

														4.0%		14.0%				⑩わからない		3.4%		5.3%		3.2%		8.3%		6.3%		17.1%		4.6%		14.5%		3.8%		6.4%		33.3%				⑩わからない		20		24		1		11		6		7		3		24		1		3		3





				問９で大学進学と答えた方のみ、問１０～１１へ トイ ダイガク シンガク コタ カタ トイ



				問10　進学を希望する学部についてお答えください。（あてはまるもの3つまで）																問2（性別） トイ セイベツ		2,191		2,268		107																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①法律・政治分野の学部		330		7.2%				2.2%		12.2%				①法律・政治分野の学部		8.4%		6.0%		10.3%																				①法律・政治分野の学部		183		136		11

				2		②経済・経営・商学分野の学部		935		20.5%				15.5%		25.5%				②経済・経営・商学分野の学部		25.4%		15.5%		25.2%																				②経済・経営・商学分野の学部		556		352		27

				3		③国際分野の学部		349		7.6%				2.6%		12.6%				③国際分野の学部		4.2%		11.0%		7.5%																				③国際分野の学部		92		249		8

				4		④文学・人文・人間・心理分野の学部		711		15.6%				10.6%		20.6%				④文学・人文・人間・心理分野の学部		10.4%		20.5%		16.8%																				④文学・人文・人間・心理分野の学部		227		465		18

				5		⑤教育分野の学部		689		15.1%				10.1%		20.1%				⑤教育分野の学部		12.8%		17.5%		9.3%																				⑤教育分野の学部		280		398		10

				6		⑥芸術分野の学部		216		4.7%				-0.3%		9.7%				⑥芸術分野の学部		2.4%		6.9%		6.5%																				⑥芸術分野の学部		52		156		7

				7		⑦健康・スポーツ分野の学部		369		8.1%				3.1%		13.1%				⑦健康・スポーツ分野の学部		10.4%		6.1%		1.9%																				⑦健康・スポーツ分野の学部		228		139		2

				8		⑧理学分野の学部		511		11.2%				6.2%		16.2%				⑧理学分野の学部		17.5%		5.0%		12.1%																				⑧理学分野の学部		383		114		13

				9		⑨工学分野の学部		701		15.3%				10.3%		20.3%				⑨工学分野の学部		24.9%		6.0%		16.8%																				⑨工学分野の学部		546		136		18

				10		⑩情報・デジタル分野の学部		398		8.7%				3.7%		13.7%				⑩情報・デジタル分野の学部		15.1%		2.5%		10.3%																				⑩情報・デジタル分野の学部		330		57		11

				11		⑪農業・獣・畜産・水産分野の学部		219		4.8%				-0.2%		9.8%				⑪農業・獣・畜産・水産分野の学部		4.8%		4.7%		5.6%																				⑪農業・獣・畜産・水産分野の学部		106		107		6

				12		⑫医歯薬分野の学部		557		12.2%				7.2%		17.2%				⑫医歯薬分野の学部		10.8%		13.4%		12.1%																				⑫医歯薬分野の学部		236		305		13

				13		⑬看護・保健・福祉・衛生分野の学部		726		15.9%				10.9%		20.9%				⑬看護・保健・福祉・衛生分野の学部		6.5%		25.2%		12.1%																				⑬看護・保健・福祉・衛生分野の学部		142		571		13

				14		⑭環境分野の学部		91		2.0%				-3.0%		7.0%				⑭環境分野の学部		2.1%		1.7%		5.6%																				⑭環境分野の学部		47		38		6

				15		⑮その他		98		2.1%				-2.9%		7.1%				⑮その他		1.6%		2.6%		3.7%																				⑮その他		34		60		4

				16		⑯わからない		178		3.9%				-1.1%		8.9%				⑯わからない		4.6%		3.2%		4.7%																				⑯わからない		101		72		5



																				問6（地域）　 トイ チイキ		415		143		656		704		314		915		411		259		16		735						問6（地域）　 トイ チイキ

																						①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない								①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない

														2.2%		12.2%				①法律・政治分野の学部		5.1%		2.1%		7.0%		6.7%		5.7%		9.6%		9.2%		6.2%		12.5%		6.9%						①法律・政治分野の学部		21		3		46		47		18		88		38		16		2		51

														15.5%		25.5%				②経済・経営・商学分野の学部		27.2%		18.9%		16.0%		12.2%		13.7%		23.6%		28.0%		20.1%		37.5%		22.6%						②経済・経営・商学分野の学部		113		27		105		86		43		216		115		52		6		166

														2.6%		12.6%				③国際分野の学部		2.9%		2.8%		7.0%		2.7%		2.5%		15.0%		13.4%		5.8%		31.3%		6.4%						③国際分野の学部		12		4		46		19		8		137		55		15		5		47

														10.6%		20.6%				④文学・人文・人間・心理分野の学部		17.1%		18.2%		14.3%		12.2%		15.6%		16.7%		20.0%		11.2%		18.8%		15.8%						④文学・人文・人間・心理分野の学部		71		26		94		86		49		153		82		29		3		116

														10.1%		20.1%				⑤教育分野の学部		25.1%		8.4%		18.8%		15.3%		17.8%		11.9%		9.7%		10.4%		6.3%		14.6%						⑤教育分野の学部		104		12		123		108		56		109		40		27		1		107

														-0.3%		9.7%				⑥芸術分野の学部		4.6%		9.8%		3.8%		3.6%		2.5%		5.1%		7.8%		3.9%		0.0%		4.5%						⑥芸術分野の学部		19		14		25		25		8		47		32		10		0		33

														3.1%		13.1%				⑦健康・スポーツ分野の学部		8.0%		7.0%		8.8%		5.3%		11.1%		6.8%		10.2%		7.7%		12.5%		9.3%						⑦健康・スポーツ分野の学部		33		10		58		37		35		62		42		20		2		68

														6.2%		16.2%				⑧理学分野の学部		3.9%		4.2%		10.8%		10.2%		15.0%		12.8%		14.4%		11.2%		12.5%		12.5%						⑧理学分野の学部		16		6		71		72		47		117		59		29		2		92

														10.3%		20.3%				⑨工学分野の学部		9.9%		2.1%		14.2%		14.8%		15.0%		16.6%		19.2%		22.0%		18.8%		16.1%						⑨工学分野の学部		41		3		93		104		47		152		79		57		3		118

														3.7%		13.7%				⑩情報・デジタル分野の学部		8.2%		5.6%		9.5%		6.1%		9.2%		9.9%		9.2%		8.9%		0.0%		9.4%						⑩情報・デジタル分野の学部		34		8		62		43		29		91		38		23		0		69

														-0.2%		9.8%				⑪農業・獣・畜産・水産分野の学部		1.9%		2.1%		3.2%		3.3%		15.0%		3.5%		3.6%		12.4%		0.0%		5.0%						⑪農業・獣・畜産・水産分野の学部		8		3		21		23		47		32		15		32		0		37

														7.2%		17.2%				⑫医歯薬分野の学部		7.7%		2.8%		11.3%		22.7%		8.9%		10.9%		11.7%		12.4%		0.0%		10.5%						⑫医歯薬分野の学部		32		4		74		160		28		100		48		32		0		77

														10.9%		20.9%				⑬看護・保健・福祉・衛生分野の学部		16.6%		50.3%		17.4%		21.3%		15.9%		9.8%		4.6%		11.2%		6.3%		17.6%						⑬看護・保健・福祉・衛生分野の学部		69		72		114		150		50		90		19		29		1		129

														-3.0%		7.0%				⑭環境分野の学部		1.0%		0.7%		1.4%		1.3%		3.5%		2.3%		2.4%		2.3%		6.3%		2.6%						⑭環境分野の学部		4		1		9		9		11		21		10		6		1		19

														-2.9%		7.1%				⑮その他		2.7%		0.7%		2.6%		1.8%		1.0%		2.1%		2.7%		3.1%		6.3%		1.6%						⑮その他		11		1		17		13		3		19		11		8		1		12

														-1.1%		8.9%				⑯わからない		7.0%		2.1%		2.9%		1.7%		1.3%		1.7%		1.7%		3.9%		12.5%		9.4%						⑯わからない		29		3		19		12		4		16		7		10		2		69



																				※⑨⑩だけでもOK。情報・工学系を志望する学生は備後圏域内に希望する学部・学科がないことを裏付ける資料としたい。																										※⑨⑩だけでもOK。情報・工学系を志望する学生は備後圏域内に希望する学部・学科がないことを裏付ける資料としたい。

																				問7（理由） トイ リユウ		390		323		26		89		62		25		49		107		21		43		5				問7（理由） トイ リユウ

																						①希望する学校があるから		②希望する学部・学科があるから		③地元企業に就職したいから		④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		⑤家族と離れたくないから		⑥友達、知り合いと離れたくないから		⑦保護者から地元に残るよう言われているから		⑧地元から離れる必要性を感じないから		⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		⑪その他						①希望する学校があるから		②希望する学部・学科があるから		③地元企業に就職したいから		④親元を離れて一人暮らしできるか不安だから		⑤家族と離れたくないから		⑥友達、知り合いと離れたくないから		⑦保護者から地元に残るよう言われているから		⑧地元から離れる必要性を感じないから		⑨奨学金など地元進学に関する制度を活用できるから		⑩下宿や仕送りなどでお金がかかるから		⑪その他

														2.2%		12.2%				①法律・政治分野の学部		5.1%		3.1%		7.7%		6.7%		1.6%		0.0%		2.0%		6.5%		0.0%		7.0%		0.0%				①法律・政治分野の学部		20		10		2		6		1		0		1		7		0		3		0

														15.5%		25.5%				②経済・経営・商学分野の学部		23.3%		16.1%		50.0%		31.5%		14.5%		20.0%		26.5%		30.8%		33.3%		32.6%		0.0%				②経済・経営・商学分野の学部		91		52		13		28		9		5		13		33		7		14		0

														2.6%		12.6%				③国際分野の学部		3.6%		2.8%		0.0%		1.1%		1.6%		0.0%		10.2%		2.8%		9.5%		7.0%		0.0%				③国際分野の学部		14		9		0		1		1		0		5		3		2		3		0

														10.6%		20.6%				④文学・人文・人間・心理分野の学部		12.8%		14.2%		19.2%		27.0%		29.0%		20.0%		16.3%		21.5%		19.0%		25.6%		0.0%				④文学・人文・人間・心理分野の学部		50		46		5		24		18		5		8		23		4		11		0

														10.1%		20.1%				⑤教育分野の学部		20.5%		22.3%		19.2%		27.0%		25.8%		32.0%		28.6%		15.9%		33.3%		20.9%		40.0%				⑤教育分野の学部		80		72		5		24		16		8		14		17		7		9		2

														-0.3%		9.7%				⑥芸術分野の学部		5.4%		7.1%		0.0%		11.2%		11.3%		0.0%		2.0%		4.7%		0.0%		9.3%		0.0%				⑥芸術分野の学部		21		23		0		10		7		0		1		5		0		4		0

														3.1%		13.1%				⑦健康・スポーツ分野の学部		10.8%		9.3%		19.2%		3.4%		8.1%		16.0%		2.0%		10.3%		14.3%		7.0%		0.0%				⑦健康・スポーツ分野の学部		42		30		5		3		5		4		1		11		3		3		0

														6.2%		16.2%				⑧理学分野の学部		4.1%		4.6%		3.8%		7.9%		1.6%		4.0%		4.1%		4.7%		0.0%		7.0%		40.0%				⑧理学分野の学部		16		15		1		7		1		1		2		5		0		3		2

														10.3%		20.3%				⑨工学分野の学部		11.5%		12.1%		0.0%		7.9%		6.5%		8.0%		4.1%		8.4%		9.5%		11.6%		40.0%				⑨工学分野の学部		45		39		0		7		4		2		2		9		2		5		2

														3.7%		13.7%				⑩情報・デジタル分野の学部		8.7%		7.1%		3.8%		10.1%		4.8%		8.0%		12.2%		11.2%		4.8%		14.0%		60.0%				⑩情報・デジタル分野の学部		34		23		1		9		3		2		6		12		1		6		3

														-0.2%		9.8%				⑪農業・獣・畜産・水産分野の学部		2.6%		2.8%		0.0%		2.2%		1.6%		0.0%		0.0%		2.8%		0.0%		2.3%		0.0%				⑪農業・獣・畜産・水産分野の学部		10		9		0		2		1		0		0		3		0		1		0

														7.2%		17.2%				⑫医歯薬分野の学部		7.9%		8.7%		7.7%		6.7%		4.8%		16.0%		6.1%		8.4%		9.5%		2.3%		0.0%				⑫医歯薬分野の学部		31		28		2		6		3		4		3		9		2		1		0

														10.9%		20.9%				⑬看護・保健・福祉・衛生分野の学部		22.6%		27.9%		7.7%		22.5%		35.5%		20.0%		26.5%		21.5%		14.3%		30.2%		0.0%				⑬看護・保健・福祉・衛生分野の学部		88		90		2		20		22		5		13		23		3		13		0

														-3.0%		7.0%				⑭環境分野の学部		1.8%		1.9%		0.0%		1.1%		1.6%		0.0%		2.0%		3.7%		0.0%		0.0%		0.0%				⑭環境分野の学部		7		6		0		1		1		0		1		4		0		0		0

														-2.9%		7.1%				⑮その他		1.5%		2.8%		3.8%		2.2%		3.2%		4.0%		6.1%		3.7%		4.8%		2.3%		0.0%				⑮その他		6		9		1		2		2		1		3		4		1		1		0

														-1.1%		8.9%				⑯わからない		2.3%		0.6%		3.8%		6.7%		11.3%		12.0%		10.2%		5.6%		0.0%		7.0%		0.0%				⑯わからない		9		2		1		6		7		3		5		6		0		3		0

																																																		②51⇒52				②27⇒28						②12⇒13

				問11　進学先の学部・学科を決定する際に重視することについて、お答えください。（あてはまるもの3つまで）																問2（性別） トイ セイベツ		2,191		2,268		107																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		学びたい学部・学科がある		3,530		77.2%				72.2%		82.2%				①学びたい学部・学科がある		73.8%		80.9%		70.1%																				①学びたい学部・学科がある		1616		1834		75

				2		国公立大学である		2,056		45.0%				40.0%		50.0%				②国公立大学である		46.6%		43.7%		42.1%																				②国公立大学である		1020		990		45

				3		就職に有利である		1,324		29.0%				24.0%		34.0%				③就職に有利である		32.5%		25.6%		29.0%																				③就職に有利である		711		581		31

				4		教育研究環境・施設が整っている		680		14.9%				9.9%		19.9%				④教育研究環境・施設が整っている		15.0%		14.8%		14.0%																				④教育研究環境・施設が整っている		328		335		15

				5		授業・カリキュラムが魅力的		667		14.6%				9.6%		19.6%				⑤授業・カリキュラムが魅力的		11.8%		16.9%		22.4%																				⑤授業・カリキュラムが魅力的		258		384		24

				8		資格（教員免許以外）が取得できる		587		12.8%				7.8%		17.8%				⑥入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）		6.0%		5.8%		5.6%																				⑥入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）		131		132		6

				14		学費、奨学金などの経済面		565		12.4%				7.4%		17.4%				⑦資格（教員免許）が取得できる		10.1%		13.0%		4.7%																				⑦資格（教員免許）が取得できる		222		294		5

				7		資格（教員免許）が取得できる		522		11.4%				6.4%		16.4%				⑧資格（教員免許以外）が取得できる		10.2%		15.4%		12.1%																				⑧資格（教員免許以外）が取得できる		224		349		13

				13		実家から通える		428		9.4%				4.4%		14.4%				⑨教員の面倒見が良い		2.7%		3.0%		5.6%																				⑨教員の面倒見が良い		59		69		6

				12		キャンパスが都市部にある		299		6.5%				1.5%		11.5%				⑩地域や企業と連携した活動に積極的		0.8%		0.8%		2.8%																				⑩地域や企業と連携した活動に積極的		18		19		3

				6		入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）		269		5.9%				0.9%		10.9%				⑪国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）		1.3%		4.6%		6.5%																				⑪国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）		28		105		7

				11		国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）		140		3.1%				-1.9%		8.1%				⑫キャンパスが都市部にある		6.6%		6.3%		10.3%																				⑫キャンパスが都市部にある		145		142		11

				9		教員の面倒見が良い		134		2.9%				-2.1%		7.9%				⑬実家から通える		7.7%		10.9%		10.3%																				⑬実家から通える		169		248		11

				18		わからない		106		2.3%				-2.7%		7.3%				⑭学費、奨学金などの経済面		10.4%		14.2%		14.0%																				⑭学費、奨学金などの経済面		227		322		15

				17		その他		47		1.0%				-4.0%		6.0%				⑮大学院がある		1.3%		0.6%		0.9%																				⑮大学院がある		28		14		1

				15		大学院がある		43		0.9%				-4.1%		5.9%				⑯オンライン授業に積極的		0.5%		0.3%		1.9%																				⑯オンライン授業に積極的		12		7		2

				10		地域や企業と連携した活動に積極的		41		0.9%				-4.1%		5.9%				⑰その他		1.4%		0.7%		0.9%																				⑰その他		31		15		1

				16		オンライン授業に積極的		21		0.5%				-4.5%		5.5%				⑱わからない		3.4%		1.1%		4.7%																				⑱わからない		75		26		5

																				問9（学校） トイ ガッコウ		1,728		1,539		695		257		308		43														問9（学校） トイ ガッコウ

																						①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）																①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）

														54.6%		64.6%				①学びたい学部・学科がある		75.5%		75.0%		80.0%		82.9%		77.6%		74.4%														①学びたい学部・学科がある		1304		1154		556		213		239		32

														29.7%		39.7%				②国公立大学である		52.5%		60.1%		0.6%		4.7%		66.6%		2.3%														②国公立大学である		907		925		4		12		205		1

														17.4%		27.4%				③就職に有利である		28.0%		30.0%		27.6%		34.6%		22.7%		25.6%														③就職に有利である		484		462		192		89		70		11

														6.5%		16.5%				④教育研究環境・施設が整っている		12.4%		15.5%		17.8%		16.7%		14.6%		16.3%														④教育研究環境・施設が整っている		214		238		124		43		45		7

														6.3%		16.3%				⑤授業・カリキュラムが魅力的		14.0%		13.1%		19.7%		12.1%		12.3%		23.3%														⑤授業・カリキュラムが魅力的		242		202		137		31		38		10

														-0.5%		9.5%				⑥入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）		5.4%		4.3%		9.4%		8.2%		4.2%		16.3%														⑥入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）		94		66		65		21		13		7

														3.8%		13.8%				⑦資格（教員免許）が取得できる		14.0%		7.5%		15.8%		7.4%		8.8%		0.0%														⑦資格（教員免許）が取得できる		242		116		110		19		27		0

														4.9%		14.9%				⑧資格（教員免許以外）が取得できる		8.7%		11.6%		15.7%		22.2%		21.1%		46.5%														⑧資格（教員免許以外）が取得できる		151		178		109		57		65		20

														-2.7%		7.3%				⑨教員の面倒見が良い		2.5%		2.0%		4.6%		5.4%		1.9%		2.3%														⑨教員の面倒見が良い		44		31		32		14		6		1

														-4.3%		5.7%				⑩地域や企業と連携した活動に積極的		1.3%		0.4%		0.6%		1.6%		1.0%		0.0%														⑩地域や企業と連携した活動に積極的		22		6		4		4		3		0

														-2.6%		7.4%				⑪国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）		3.9%		1.6%		6.0%		1.2%		1.3%		0.0%														⑪国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）		67		24		42		3		4		0

														0.1%		10.1%				⑫キャンパスが都市部にある		5.1%		6.6%		9.5%		7.8%		7.1%		2.3%														⑫キャンパスが都市部にある		88		101		66		20		22		1

														2.2%		12.2%				⑬実家から通える		9.3%		7.3%		11.4%		12.1%		8.8%		27.9%														⑬実家から通える		161		113		79		31		27		12

														4.5%		14.5%				⑭学費、奨学金などの経済面		12.5%		12.1%		11.7%		8.9%		12.0%		18.6%														⑭学費、奨学金などの経済面		216		186		81		23		37		8

														-4.3%		5.7%				⑮大学院がある		0.3%		1.6%		0.6%		0.8%		1.9%		0.0%														⑮大学院がある		6		25		4		2		6		0

														-4.6%		5.4%				⑯オンライン授業に積極的		0.5%		0.5%		0.3%		0.0%		0.0%		0.0%														⑯オンライン授業に積極的		8		7		2		0		0		0

														-4.2%		5.8%				⑰その他		0.6%		0.8%		2.4%		1.9%		0.0%		0.0%														⑰その他		11		13		17		5		0		0

														-3.2%		6.8%				⑱わからない		1.7%		0.8%		3.0%		1.6%		0.6%		2.3%														⑱わからない		29		13		21		4		2		1

																				問10（学部） トイ ガクブ		697		398																						問10（学部） トイ ガクブ

																						⑨工学分野の学部 コウガク		⑩情報・デジタル分野の学部																								⑨工学分野の学部 コウガク		⑩情報・デジタル分野の学部

														54.6%		64.6%				①学びたい学部・学科がある		74.9%		79.4%																						①学びたい学部・学科がある		522		316

														29.7%		39.7%				②国公立大学である		57.8%		53.8%																						②国公立大学である		403		214

														17.4%		27.4%				③就職に有利である		39.9%		37.7%																						③就職に有利である		278		150

														6.5%		16.5%				④教育研究環境・施設が整っている		15.1%		13.1%																						④教育研究環境・施設が整っている		105		52

														6.3%		16.3%				⑤授業・カリキュラムが魅力的		12.2%		18.1%																						⑤授業・カリキュラムが魅力的		85		72

														-0.5%		9.5%				⑥入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）		4.4%		5.5%																						⑥入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）		31		22

														3.8%		13.8%				⑦資格（教員免許）が取得できる		2.7%		3.3%																						⑦資格（教員免許）が取得できる		19		13

														4.9%		14.9%				⑧資格（教員免許以外）が取得できる		11.9%		6.8%																						⑧資格（教員免許以外）が取得できる		83		27

														-2.7%		7.3%				⑨教員の面倒見が良い		1.1%		2.3%																						⑨教員の面倒見が良い		8		9

														-4.3%		5.7%				⑩地域や企業と連携した活動に積極的		0.4%		0.3%																						⑩地域や企業と連携した活動に積極的		3		1

														-2.6%		7.4%				⑪国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）		1.4%		1.5%																						⑪国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）		10		6

														0.1%		10.1%				⑫キャンパスが都市部にある		8.9%		7.3%																						⑫キャンパスが都市部にある		62		29

														2.2%		12.2%				⑬実家から通える		8.0%		9.0%																						⑬実家から通える		56		36

														4.5%		14.5%				⑭学費、奨学金などの経済面		11.3%		15.1%																						⑭学費、奨学金などの経済面		79		60

														-4.3%		5.7%				⑮大学院がある		1.6%		0.8%																						⑮大学院がある		11		3

														-4.6%		5.4%				⑯オンライン授業に積極的		0.6%		1.0%																						⑯オンライン授業に積極的		4		4

														-4.2%		5.8%				⑰その他		0.7%		1.3%																						⑰その他		5		5

														-3.2%		6.8%				⑱わからない		0.6%		0.5%																						⑱わからない		4		2

																																																①520⇒520、③277⇒278、④104⇒105など



				問12　福山市立大学は現在、教育学部と都市経営学部の文系２学部ですが、新学部（仮称：情報工学部）の開設を検討しています。この地域に情報工学部を設置することについて、どのように思うかお答えください。（あてはまるもの1つ）																問6（地域） トイ チイキ		688		175		780		843		352		1,042		462		310		25		1,236						問6（地域） トイ チイキ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない								①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない

				1		①良いと思う		4,534		65.5%				60.5%		70.5%				①良いと思う		68.6%		69.7%		70.4%		65.4%		69.9%		64.5%		67.3%		64.5%		36.0%		65.3%						①良いと思う		472		122		549		551		246		672		311		200		9		807

				2		②良いと思わない		102		1.5%				-3.5%		6.5%				②良いと思わない		1.5%		1.1%		0.8%		0.6%		1.7%		2.3%		1.9%		1.9%		20.0%		1.5%						②良いと思わない		10		2		6		5		6		24		9		6		5		19

				3		③わからない		2,107		30.4%				25.4%		35.4%				③わからない		27.2%		28.6%		26.5%		32.6%		27.0%		29.8%		27.3%		30.3%		40.0%		31.1%						③わからない		187		50		207		275		95		310		126		94		10		385

						無回答 ムカイトウ		178		2.6%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%										問9（学校） トイ ガッコウ		1,728		1,539		695		257		308		43		77		118		589		533						問9（学校） トイ ガッコウ

																						①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）		⑦短期大学		⑧専門職大学		⑨専修学校・専門学校・各種学校		⑩わからない								①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）		⑦短期大学		⑧専門職大学		⑨専修学校・専門学校・各種学校		⑩わからない

														60.5%		70.5%				①良いと思う		69.4%		73.0%		64.2%		59.1%		65.9%		60.5%		62.3%		56.8%		56.7%		61.2%						①良いと思う		1199		1124		446		152		203		26		48		67		334		326

														-3.5%		6.5%				②良いと思わない		1.3%		1.4%		1.9%		0.8%		2.3%		0.0%		0.0%		2.5%		1.7%		2.3%						②良いと思わない		23		22		13		2		7		0		0		3		10		12

														25.4%		35.4%				③わからない		27.4%		22.7%		29.8%		34.2%		30.5%		37.2%		36.4%		40.7%		40.2%		36.2%						③わからない		473		350		207		88		94		16		28		48		237		193



																				問10（学部） トイ ガクブ		697		398																						問10（学部） トイ ガクブ		※特に情報・工学系を志望する学生 トク

																						工学分野 コウガク		情報・デジタル分野																								⑨工学分野の学部 コウガク		⑩情報・デジタル分野の学部

														60.5%		70.5%				良いと思う		78.3%		84.4%																						①良いと思う		546		336

														-3.5%		6.5%				良いと思わない		1.1%		0.8%																						②良いと思わない		8		3

														25.4%		35.4%				わからない		17.5%		11.1%																						③わからない		122		44

																																																①542⇒546

				問13　新学部で、どのような知識・技能を身に付けられると良いと思うかお答えください。（あてはまるもの3つまで）																問9（学校） トイ ガッコウ		1,728		1,539		695		257		308		43		77		118		589		533						問9（学校） トイ ガッコウ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ												①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）		⑦短期大学		⑧専門職大学		⑨専修学校・専門学校・各種学校		⑩わからない7								①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）		⑦短期大学		⑧専門職大学		⑨専修学校・専門学校・各種学校		⑩わからない7

				1		情報リテラシー		2,958		42.7%				37.7%		47.7%				①情報リテラシー（世の中にあふれる様々な情報を、適切に活用できる基礎能力）		49.6%		40.0%		48.3%		38.5%		41.6%		51.2%		44.2%		33.9%		38.2%		40.3%						①情報リテラシー（世の中にあふれる様々な情報を、適切に活用できる基礎能力）		857		616		336		99		128		22		34		40		225		215

				2		プログラミング		2,427		35.1%				30.1%		40.1%				②情報通信技術（情報通信機器を用いて、コミュニケーションを実現する技術）		29.6%		30.7%		26.3%		22.2%		30.2%		25.6%		18.2%		18.6%		22.4%		21.6%						②情報通信技術（情報通信機器を用いて、コミュニケーションを実現する技術）		512		473		183		57		93		11		14		22		132		115

				3		情報通信技術		1,855		26.8%				21.8%		31.8%				③システム設計（システムを実際に開発する作業に移る前に、機能や仕様を決定する作業）		18.5%		19.2%		14.0%		15.6%		16.6%		23.3%		6.5%		10.2%		9.0%		13.7%						③システム設計（システムを実際に開発する作業に移る前に、機能や仕様を決定する作業）		319		296		97		40		51		10		5		12		53		73

				4		ＡＩ・ロボット		1,250		18.1%				13.1%		23.1%				④プログラミング（コンピュータにさせたい仕事を順番に書き出す作業）		38.4%		43.9%		30.4%		38.1%		42.5%		32.6%		28.6%		33.9%		24.8%		27.0%						④プログラミング（コンピュータにさせたい仕事を順番に書き出す作業）		664		676		211		98		131		14		22		40		146		144

				5		システム設計		1,090		15.7%				10.7%		20.7%				⑤データベース（形式やルールを決めて、コンピュータ上で集積・整理されたデータのこと）		3.9%		3.6%		3.5%		3.9%		2.6%		2.3%		5.2%		1.7%		2.5%		3.0%						⑤データベース（形式やルールを決めて、コンピュータ上で集積・整理されたデータのこと）		68		55		24		10		8		1		4		2		15		16

				6		わからない		827		11.9%				6.9%		16.9%				⑥ビッグデータ（様々な種類の大量なデータのこと）		4.9%		4.7%		3.2%		2.3%		3.9%		2.3%		1.3%		0.8%		3.6%		3.0%						⑥ビッグデータ（様々な種類の大量なデータのこと）		84		72		22		6		12		1		1		1		21		16

				7		情報ネットワーク、インターネット		678		9.8%				4.8%		14.8%				⑦情報ネットワーク、インターネット（複数のコンピュータをつなげる技術）		7.5%		10.1%		10.2%		8.9%		4.2%		9.3%		10.4%		17.8%		9.3%		10.9%						⑦情報ネットワーク、インターネット（複数のコンピュータをつなげる技術）		129		156		71		23		13		4		8		21		55		58

				8		アプリケーション		495		7.2%				2.2%		12.2%				⑧クラウド（インターネットを通じて、サービスを必要な時に必要な分だけ利用すること）		3.1%		3.2%		4.5%		2.3%		1.6%		2.3%		5.2%		2.5%		3.2%		3.0%						⑧クラウド（インターネットを通じて、サービスを必要な時に必要な分だけ利用すること）		53		50		31		6		5		1		4		3		19		16

				9		サイバーセキュリティ		480		6.9%				1.9%		11.9%				⑨IoT（モノをインターネットに接続する技術）		5.0%		6.6%		3.9%		8.2%		4.9%		2.3%		1.3%		3.4%		4.1%		2.6%						⑨IoT（モノをインターネットに接続する技術）		87		102		27		21		15		1		1		4		24		14

				10		メタバース		456		6.6%				1.6%		11.6%				⑩サイバーセキュリティ（保有するデジタルデータやシステム類を、盗難や破壊などのサイバー攻撃やその他の脅威から保護すること）		7.6%		7.1%		5.9%		7.4%		9.7%		4.7%		7.8%		2.5%		6.1%		4.3%						⑩サイバーセキュリティ（保有するデジタルデータやシステム類を、盗難や破壊などのサイバー攻撃やその他の脅威から保護すること）		131		109		41		19		30		2		6		3		36		23

				11		IoT		348		5.0%				0.0%		10.0%				⑪ＡＩ・ロボット（人間の知能をコンピュータによって再現する技術）		17.7%		19.0%		18.8%		20.2%		25.0%		11.6%		20.8%		15.3%		17.7%		16.3%						⑪ＡＩ・ロボット（人間の知能をコンピュータによって再現する技術）		305		293		131		52		77		5		16		18		104		87

				12		コンピュータ端末		347		5.0%				0.0%		10.0%				⑫コンピュータ端末（システムを動作させるための物理的な基盤）		3.9%		5.5%		4.9%		5.8%		3.6%		7.0%		3.9%		5.1%		4.8%		4.9%						⑫コンピュータ端末（システムを動作させるための物理的な基盤）		68		85		34		15		11		3		3		6		28		26

				13		メディア処理技術		336		4.9%				-0.1%		9.9%				⑬アプリケーション（特定の目的をもって開発された専用のプログラム）		6.4%		7.2%		7.1%		9.7%		6.2%		7.0%		9.1%		4.2%		7.6%		6.0%						⑬アプリケーション（特定の目的をもって開発された専用のプログラム）		110		111		49		25		19		3		7		5		45		32

				14		基礎力学		280		4.0%				-1.0%		9.0%				⑭メディア処理技術（音声や画像などのメディアから情報を抽出・加工する技術）		4.1%		3.8%		6.6%		4.3%		4.5%		0.0%		5.2%		9.3%		6.6%		4.5%						⑭メディア処理技術（音声や画像などのメディアから情報を抽出・加工する技術）		70		59		46		11		14		0		4		11		39		24

				15		ビッグデータ		271		3.9%				-1.1%		8.9%				⑮メタバース（インターネット上に構築された三次元の仮想空間）		6.3%		7.8%		7.3%		4.3%		8.1%		2.3%		5.2%		5.9%		7.3%		4.5%						⑮メタバース（インターネット上に構築された三次元の仮想空間）		109		120		51		11		25		1		4		7		43		24

				16		情報理論		264		3.8%				-1.2%		8.8%				⑯計測・制御（電気の力で設備や機械を自動化する技術）		2.6%		2.8%		1.4%		0.4%		1.3%		2.3%		0.0%		2.5%		1.7%		2.6%						⑯計測・制御（電気の力で設備や機械を自動化する技術）		45		43		10		1		4		1		0		3		10		14

				17		データベース		239		3.5%				-1.5%		8.5%				⑰情報理論（情報とは何かを定義し、より良い扱い方を考える学問）		3.9%		3.6%		4.6%		1.6%		3.2%		4.7%		6.5%		2.5%		2.9%		4.3%						⑰情報理論（情報とは何かを定義し、より良い扱い方を考える学問）		68		55		32		4		10		2		5		3		17		23

				18		クラウド		227		3.3%				-1.7%		8.3%				⑱基礎力学（機械技術者に必要となる「材料力学」「流体力学」「熱力学」「機械力学」の学問）		2.5%		3.6%		3.0%		4.7%		3.2%		4.7%		7.8%		7.6%		4.8%		5.4%						⑱基礎力学（機械技術者に必要となる「材料力学」「流体力学」「熱力学」「機械力学」の学問）		44		55		21		12		10		2		6		9		28		29

				19		数理工学		206		3.0%				-2.0%		8.0%				⑲数理工学（世の現象を数理モデルとして捉え、数学や物理を用いて理論上の解釈をあたえる学問）		1.2%		5.1%		2.3%		4.3%		8.4%		2.3%		2.6%		2.5%		1.0%		3.0%						⑲数理工学（世の現象を数理モデルとして捉え、数学や物理を用いて理論上の解釈をあたえる学問）		21		79		16		11		26		1		2		3		6		16

				20		計測・制御		169		2.4%				-2.6%		7.4%				⑳その他		0.2%		0.4%		0.7%		0.4%		0.3%		2.3%		1.3%		1.7%		0.8%		0.6%						⑳その他		3		6		5		1		1		1		1		2		5		3

				21		その他		31		0.4%				-4.6%		5.4%				㉑わからない		7.2%		7.3%		9.6%		10.9%		7.8%		11.6%		20.8%		20.3%		21.6%		18.4%						㉑わからない		124		113		67		28		24		5		16		24		127		98

						※④⑳の数値が誤っていたため修正 スウチ アヤマ シュウセイ

																				問10（学部） トイ ガクブ		697		398																						問10（学部） トイ ガクブ		※特に情報・工学系を志望する学生 トク

																						工学分野 コウガク		情報・デジタル分野																								⑨工学分野の学部 コウガク		⑩情報・デジタル分野の学部

														37.7%		47.7%				プログラミング		49.9%		62.1%																						①情報リテラシー（世の中にあふれる様々な情報を、適切に活用できる基礎能力）		226		129

														21.8%		31.8%				情報リテラシー		32.4%		32.4%																						②情報通信技術（情報通信機器を用いて、コミュニケーションを実現する技術）		211		146

														10.7%		20.7%				情報通信技術		30.3%		36.7%																						③システム設計（システムを実際に開発する作業に移る前に、機能や仕様を決定する作業）		172		94

														16.7%		26.7%				システム設計		24.7%		23.6%																						④プログラミング（コンピュータにさせたい仕事を順番に書き出す作業）		348		247

														-1.5%		8.5%				ＡＩ・ロボット		23.1%		22.4%																						⑤データベース（形式やルールを決めて、コンピュータ上で集積・整理されたデータのこと）		30		16

														-1.1%		8.9%				情報ネットワーク、インターネット		10.2%		10.3%																						⑥ビッグデータ（様々な種類の大量なデータのこと）		33		21

														4.8%		14.8%				IoT		9.3%		8.5%																						⑦情報ネットワーク、インターネット（複数のコンピュータをつなげる技術）		71		41

														-1.7%		8.3%				サイバーセキュリティ		8.5%		10.1%																						⑧クラウド（インターネットを通じて、サービスを必要な時に必要な分だけ利用すること）		24		15

														0.0%		10.0%				メタバース		8.5%		9.5%																						⑨IoT（モノをインターネットに接続する技術）		65		34

														1.9%		11.9%				アプリケーション		7.3%		12.3%																						⑩サイバーセキュリティ（保有するデジタルデータやシステム類を、盗難や破壊などのサイバー攻撃やその他の脅威から保護すること）		59		40

														13.1%		23.1%				コンピュータ端末		6.7%		6.5%																						⑪ＡＩ・ロボット（人間の知能をコンピュータによって再現する技術）		161		89

														0.0%		10.0%				基礎力学		5.6%		3.5%																						⑫コンピュータ端末（システムを動作させるための物理的な基盤）		47		26

														2.2%		12.2%				数理工学		5.2%		2.3%																						⑬アプリケーション（特定の目的をもって開発された専用のプログラム）		51		49

														-0.1%		9.9%				わからない		5.2%		3.5%																						⑭メディア処理技術（音声や画像などのメディアから情報を抽出・加工する技術）		21		19

														1.6%		11.6%				ビッグデータ		4.7%		5.3%																						⑮メタバース（インターネット上に構築された三次元の仮想空間）		59		38

														-2.6%		7.4%				データベース		4.3%		4.0%																						⑯計測・制御（電気の力で設備や機械を自動化する技術）		17		5

														-1.2%		8.8%				情報理論		3.7%		2.5%																						⑰情報理論（情報とは何かを定義し、より良い扱い方を考える学問）		26		10

														-1.0%		9.0%				クラウド		3.4%		3.8%																						⑱基礎力学（機械技術者に必要となる「材料力学」「流体力学」「熱力学」「機械力学」の学問）		39		14

														-2.0%		8.0%				メディア処理技術		3.0%		4.8%																						⑲数理工学（世の現象を数理モデルとして捉え、数学や物理を用いて理論上の解釈をあたえる学問）		36		9

														-0.5%		9.5%				計測・制御		2.4%		1.3%																						⑳その他		1		1

														6.9%		16.9%				その他		0.1%		0.3%																						㉑わからない		36		14

				問14　問13に記載するような情報処理の知識・技術についての興味・関心をお答えください。（あてはまるもの1つ）																問2（性別） トイ セイベツ		3,284		3,434		175																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①とても興味・関心がある		636		9.2%				4.2%		14.2%				①とても興味・関心がある		14.6%		3.8%		13.7%																				①とても興味・関心がある		481		131		24

				2		②少し興味・関心がある		2,397		34.6%				29.6%		39.6%				②少し興味・関心がある		43.1%		27.3%		23.4%																				②少し興味・関心がある		1416		937		41

				3		③あまり興味・関心はない		2,328		33.6%				28.6%		38.6%				③あまり興味・関心はない		23.4%		44.0%		25.7%																				③あまり興味・関心はない		769		1512		45

				4		④全く興味・関心はない		733		10.6%				5.6%		15.6%				④全く興味・関心はない		5.6%		15.2%		14.9%																				④全く興味・関心はない		183		521		26

				5		⑤わからない		765		11.1%				6.1%		16.1%				⑤わからない		12.5%		9.1%		21.7%																				⑤わからない		411		313		38

						無回答 ムカイトウ		62		0.9%																																						すべて修正 シュウセイ

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%										問4（文理） トイ ブンリ		2,549		2,116		2,021																				問4（文理） トイ ブンリ

																						文系 ブンケイ		理系 リケイ		わからない																						文系 ブンケイ		理系 リケイ		わからない

														4.2%		14.2%				①とても興味・関心がある		5.8%		15.0%		7.7%																				①とても興味・関心がある		148		318		156

														29.6%		39.6%				②少し興味・関心がある		31.3%		40.1%		34.2%																				②少し興味・関心がある		797		848		691

														28.6%		38.6%				③あまり興味・関心はない		39.6%		27.6%		32.7%																				③あまり興味・関心はない		1010		585		661

														5.6%		15.6%				④全く興味・関心はない		13.4%		8.0%		9.8%																				④全く興味・関心はない		341		170		198

														6.1%		16.1%				⑤わからない		9.4%		8.3%		15.3%																				⑤わからない		239		175		310

																																																すべて修正 シュウセイ



				問15　問13に記載するような情報処理の知識・技術について、学んでみたいと思うかお答えください。（あてはまるもの1つ）																問2（性別） トイ セイベツ		3,284		3,434		175																				問2（性別） トイ セイベツ

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ												男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																						男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①学んでみたいと思う		2,413		34.9%				29.9%		39.9%				①学んでみたいと思う		45.1%		25.5%		32.0%																				①学んでみたいと思う		1480		874		56

				2		②学んでみたいと思わない		2,317		33.5%				28.5%		38.5%				②学んでみたいと思わない		23.5%		43.5%		25.7%																				②学んでみたいと思わない		773		1493		45

				3		③わからない		2,133		30.8%				25.8%		35.8%				③わからない		30.6%		30.6%		41.7%																				③わからない		1005		1051		73

						無回答 ムカイトウ		58		0.8%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%										問4（文理） トイ ブンリ		2,549		2,116		2,021																				問4（文理） トイ ブンリ

																						文系 ブンケイ		理系 リケイ		わからない																						文系 ブンケイ		理系 リケイ		わからない

														29.9%		39.9%				①学んでみたいと思う		28.6%		45.9%		32.2%																				①学んでみたいと思う		729		972		651

														28.5%		38.5%				②学んでみたいと思わない		41.0%		27.4%		30.2%																				②学んでみたいと思わない		1044		579		611

														25.8%		35.8%				③わからない		29.9%		25.8%		37.3%																				③わからない		762		546		754

				問16　近年、環境（脱炭素や再生可能エネルギーなど）の取組も世界的に求められていますが、環境分野への興味・関心をお答えください。（あてはまるもの１つ）

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ

				1		①とても興味・関心がある		835		12.1%				7.1%		17.1%

				2		②少し興味・関心がある		3,136		45.3%				40.3%		50.3%

				3		③あまり興味・関心はない		1,902		27.5%				22.5%		32.5%

				4		④全く興味・関心はない		369		5.3%				0.3%		10.3%

				5		⑤わからない		621		9.0%				4.0%		14.0%

						無回答 ムカイトウ		58		0.8%				-4.2%		5.8%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%				95.0%		105.0%

				問17　環境（脱炭素や再生可能エネルギーなど）に関することについて、学んでみたいと思うかお答えください。（あてはまるもの1つ）

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		構成比 コウセイヒ

				1		①学んでみたいと思う		2,628		38.0%				33.0%		43.0%

				2		②学んでみたいと思わない		2,325		33.6%				28.6%		38.6%

				3		③わからない		1,893		27.4%				22.4%		32.4%

						無回答 ムカイトウ		75		1.1%				-3.9%		6.1%

						合計 ゴウケイ		6,921		100.0%				95.0%		105.0%

				問18　将来、就職を希望する職種についてお答えください。（あてはまるもの3つまで）																		3,284		3,434		175

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ										問2（性別） トイ セイベツ		男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																				問2（性別） トイ セイベツ		男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		公務員		1,623		23.5%				18.5%		28.5%				①公務員		25.0%		22.1%		22.3%																				①公務員		822		760		39

				2		わからない		1,357		19.6%				14.6%		24.6%				②研究者		6.7%		3.2%		5.7%																				②研究者		219		110		10

				3		医師・看護師などの保健医療従事者		1,337		19.3%				14.3%		24.3%				③機械・金属・科学・電気に関する技術者		14.3%		1.4%		9.1%																				③機械・金属・科学・電気に関する技術者		471		48		16

				4		その他		730		10.5%				5.5%		15.5%				④建築・土木・測量に関する技術者		7.7%		3.2%		4.0%																				④建築・土木・測量に関する技術者		254		110		7

				5		教員		713		10.3%				5.3%		15.3%				⑤情報処理・通信技術者		12.1%		1.5%		7.4%																				⑤情報処理・通信技術者		396		52		13

				6		美術家・デザイナー・写真家・音楽家		566		8.2%				3.2%		13.2%				⑥医師・看護師などの保健医療従事者		11.1%		27.8%		9.1%																				⑥医師・看護師などの保健医療従事者		364		955		16

				7		機械・金属・科学・電気に関する技術者		535		7.7%				2.7%		12.7%				⑦保育士		1.9%		8.9%		3.4%																				⑦保育士		62		305		6

				8		情報処理・通信技術者		461		6.7%				1.7%		11.7%				⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		1.8%		1.6%		1.7%																				⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		60		55		3

				9		営業・販売職		421		6.1%				1.1%		11.1%				⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		3.7%		2.1%		2.9%																				⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		121		73		5

				10		一般事務職		396		5.7%				0.7%		10.7%				⑩教員		10.3%		10.7%		3.4%																				⑩教員		338		368		6

				11		保育士		373		5.4%				0.4%		10.4%				⑪記者・編集者		1.2%		2.3%		3.4%																				⑪記者・編集者		38		79		6

				12		建築・土木・測量に関する技術者		372		5.4%				0.4%		10.4%				⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		5.2%		10.7%		16.0%																				⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		170		366		28

				13		研究者		339		4.9%				-0.1%		9.9%				⑬一般事務職		5.4%		6.0%		6.9%																				⑬一般事務職		178		206		12

				14		美容師・理髪師		249		3.6%				-1.4%		8.6%				⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		3.4%		0.5%		0.0%																				⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		113		18		0

				15		調理師・バーテンダー		213		3.1%				-1.9%		8.1%				⑮営業・販売職		6.4%		5.8%		5.7%																				⑮営業・販売職		210		200		10

				16		公認会計士・税理士・社会保険労務士		199		2.9%				-2.1%		7.9%				⑯介護福祉サービスの従事者		1.6%		4.0%		2.3%																				⑯介護福祉サービスの従事者		51		139		4

				17		介護福祉サービスの従事者		195		2.8%				-2.2%		7.8%				⑰美容師・理髪師		1.8%		5.2%		5.1%																				⑰美容師・理髪師		60		179		9

				18		自衛官・警察官・消防士		161		2.3%				-2.7%		7.3%				⑱調理師・バーテンダー		2.3%		3.8%		3.4%																				⑱調理師・バーテンダー		75		130		6

				19		製造・機械整備・建設などの現場作業		131		1.9%				-3.1%		6.9%				⑲自衛官・警察官・消防士		3.7%		1.2%		0.6%																				⑲自衛官・警察官・消防士		120		40		1

				20		記者・編集者		123		1.8%				-3.2%		6.8%				⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		2.5%		0.6%		2.9%																				⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		81		21		5

				21		裁判官、弁護士などの法務従事者		118		1.7%				-3.3%		6.7%				㉑農林漁業の従事者		2.0%		0.9%		0.6%																				㉑農林漁業の従事者		67		31		1

				22		鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		108		1.6%				-3.4%		6.6%				㉒その他		8.2%		12.7%		13.7%																				㉒その他		269		437		24

				23		農林漁業の従事者		99		1.4%				-3.6%		6.4%				㉓わからない		23.2%		15.6%		30.9%																				㉓わからない		762		536		54

						※⑳㉓が誤っていたため修正 アヤマ シュウセイ

																						688		175		780		843		352		1,042		462		310		25		1,236

																				問6（地域） トイ チイキ		①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない						問6（地域） トイ チイキ		①福山市内		②福山市を除く備後圏域内		③広島市周辺		④岡山市・倉敷市周辺		⑤①～④以外の中四国地方		⑥関西周辺		⑦関東周辺		⑧その他の地域（国内）		⑨海外		⑩わからない

														18.5%		28.5%				①公務員		25.4%		28.0%		27.3%		29.5%		28.4%		25.7%		21.0%		23.2%		16.0%		18.6%						①公務員		175		49		213		249		100		268		97		72		4		230

														-0.1%		9.9%				②研究者		0.9%		1.7%		3.7%		5.5%		6.0%		8.7%		12.8%		9.0%		16.0%		2.7%						②研究者		6		3		29		46		21		91		59		28		4		33

														2.7%		12.7%				③機械・金属・科学・電気に関する技術者		4.1%		1.7%		6.3%		6.8%		10.2%		6.4%		8.2%		12.9%		4.0%		5.2%						③機械・金属・科学・電気に関する技術者		28		3		49		57		36		67		38		40		1		64

														0.4%		10.4%				④建築・土木・測量に関する技術者		4.1%		1.1%		5.4%		4.5%		7.4%		5.4%		5.0%		6.8%		0.0%		4.9%						④建築・土木・測量に関する技術者		28		2		42		38		26		56		23		21		0		60

														1.7%		11.7%				⑤情報処理・通信技術者		5.4%		3.4%		9.0%		6.2%		7.4%		8.3%		9.5%		7.1%		4.0%		4.9%						⑤情報処理・通信技術者		37		6		70		52		26		86		44		22		1		61

														14.3%		24.3%				⑥医師・看護師などの保健医療従事者		20.5%		44.0%		23.3%		34.5%		23.9%		15.9%		12.6%		18.7%		4.0%		19.5%						⑥医師・看護師などの保健医療従事者		141		77		182		291		84		166		58		58		1		241

														0.4%		10.4%				⑦保育士		12.8%		3.4%		4.1%		7.1%		4.3%		2.8%		2.4%		4.2%		0.0%		5.9%						⑦保育士		88		6		32		60		15		29		11		13		0		73

														-3.3%		6.7%				⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		0.1%		0.6%		1.9%		2.3%		2.0%		2.8%		2.8%		3.9%		4.0%		1.5%						⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		1		1		15		19		7		29		13		12		1		18

														-2.1%		7.9%				⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		2.5%		2.3%		2.2%		3.6%		1.7%		5.6%		4.1%		4.2%		0.0%		2.3%						⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		17		4		17		30		6		58		19		13		0		28

														5.3%		15.3%				⑩教員		11.0%		8.0%		15.8%		11.2%		16.2%		13.5%		10.2%		11.9%		4.0%		8.0%						⑩教員		76		14		123		94		57		141		47		37		1		99

														-3.2%		6.8%				⑪記者・編集者		1.7%		3.4%		1.5%		1.4%		1.1%		2.1%		4.5%		1.9%		0.0%		1.5%						⑪記者・編集者		12		6		12		12		4		22		21		6		0		18

														3.2%		13.2%				⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		8.3%		10.9%		6.0%		7.1%		4.8%		9.6%		12.6%		6.5%		0.0%		7.6%						⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		57		19		47		60		17		100		58		20		0		94

														0.7%		10.7%				⑬一般事務職		5.4%		5.7%		4.5%		4.9%		5.7%		6.7%		7.1%		2.6%		0.0%		4.9%						⑬一般事務職		37		10		35		41		20		70		33		8		0		60

														-3.1%		6.9%				⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		1.2%		0.0%		1.5%		0.7%		3.4%		0.7%		0.6%		1.3%		0.0%		1.2%						⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		8		0		12		6		12		7		3		4		0		15

														1.1%		11.1%				⑮営業・販売職		5.5%		1.7%		5.0%		2.4%		6.0%		7.7%		10.2%		5.8%		4.0%		4.0%						⑮営業・販売職		38		3		39		20		21		80		47		18		1		50

														-2.2%		7.8%				⑯介護福祉サービスの従事者		4.1%		9.7%		2.7%		2.8%		3.7%		1.6%		1.1%		2.6%		0.0%		2.6%						⑯介護福祉サービスの従事者		28		17		21		24		13		17		5		8		0		32

														-1.4%		8.6%				⑰美容師・理髪師		4.4%		2.3%		4.2%		2.0%		1.4%		2.9%		2.4%		2.6%		0.0%		4.5%						⑰美容師・理髪師		30		4		33		17		5		30		11		8		0		56

														-1.9%		8.1%				⑱調理師・バーテンダー		3.9%		1.7%		3.1%		1.8%		1.7%		2.8%		1.3%		2.3%		4.0%		3.2%						⑱調理師・バーテンダー		27		3		24		15		6		29		6		7		1		40

														-2.7%		7.3%				⑲自衛官・警察官・消防士		2.6%		2.9%		2.4%		1.4%		3.4%		1.9%		3.0%		2.3%		4.0%		2.0%						⑲自衛官・警察官・消防士		18		5		19		12		12		20		14		7		1		25

														-3.9%		6.1%				⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		0.7%		0.6%		1.3%		0.8%		1.7%		1.7%		2.2%		3.5%		0.0%		0.9%						⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		5		1		10		7		6		18		10		11		0		11

														-3.6%		6.4%				㉑農林漁業の従事者		1.0%		2.3%		0.8%		0.5%		2.6%		0.6%		1.3%		1.9%		0.0%		1.1%						㉑農林漁業の従事者		7		4		6		4		9		6		6		6		0		13

														5.5%		15.5%				㉒その他		10.9%		6.9%		10.4%		8.3%		9.4%		13.5%		16.5%		13.2%		32.0%		8.7%						㉒その他		75		12		81		70		33		141		76		41		8		108

														6.8%		16.8%				㉓わからない		14.4%		8.0%		13.7%		8.2%		9.9%		14.5%		12.8%		12.6%		36.0%		33.5%						㉓わからない		99		14		107		69		35		151		59		39		9		414

																						1,728		1,539		695		257		308		43		77		118		589		533

																				問9（学校） トイ ガッコウ		①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）		⑦短期大学		⑧専門職大学		⑨専修学校・専門学校・各種学校		⑩わからない7						問9（学校） トイ ガッコウ		①4年制大学（国公立・文系）		②4年制大学（国公立・理系）		③4年制大学（私立・文系）		④4年制大学（私立・理系）		⑤6年制大学（国公立・理系）		⑥6年制大学（私立・理系）		⑦短期大学		⑧専門職大学		⑨専修学校・専門学校・各種学校		⑩わからない7

														18.5%		28.5%				①公務員		40.7%		20.8%		28.2%		16.0%		15.3%		16.3%		9.1%		6.8%		5.3%		16.7%						①公務員		703		320		196		41		47		7		7		8		31		89

														-0.1%		9.9%				②研究者		2.5%		12.9%		1.6%		2.7%		13.6%		2.3%		0.0%		1.7%		0.3%		1.9%						②研究者		44		199		11		7		42		1		0		2		2		10

														2.7%		12.7%				③機械・金属・科学・電気に関する技術者		0.9%		17.5%		1.2%		10.1%		6.8%		4.7%		7.8%		5.9%		1.0%		4.1%						③機械・金属・科学・電気に関する技術者		16		269		8		26		21		2		6		7		6		22

														0.4%		10.4%				④建築・土木・測量に関する技術者		1.8%		10.9%		2.3%		12.5%		2.9%		2.3%		3.9%		3.4%		2.0%		3.8%						④建築・土木・測量に関する技術者		31		168		16		32		9		1		3		4		12		20

														1.7%		11.7%				⑤情報処理・通信技術者		2.2%		16.3%		1.6%		14.0%		5.8%		7.0%		5.2%		5.1%		3.7%		3.2%						⑤情報処理・通信技術者		38		251		11		36		18		3		4		6		22		17

														14.3%		24.3%				⑥医師・看護師などの保健医療従事者		9.3%		28.1%		10.9%		30.4%		78.2%		69.8%		7.8%		28.8%		24.4%		17.3%						⑥医師・看護師などの保健医療従事者		161		433		76		78		241		30		6		34		144		92

														0.4%		10.4%				⑦保育士		6.9%		1.1%		8.9%		1.2%		0.0%		0.0%		41.6%		5.1%		7.6%		7.1%						⑦保育士		120		17		62		3		0		0		32		6		45		38

														-3.3%		6.7%				⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		4.6%		1.0%		1.6%		0.0%		1.9%		0.0%		0.0%		0.8%		0.2%		0.4%						⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		80		15		11		0		6		0		0		1		1		2

														-2.1%		7.9%				⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		6.7%		2.1%		3.3%		1.9%		1.3%		0.0%		1.3%		0.0%		0.3%		1.5%						⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		116		32		23		5		4		0		1		0		2		8

														5.3%		15.3%				⑩教員		20.1%		9.8%		15.1%		7.8%		3.6%		4.7%		2.6%		1.7%		1.9%		6.4%						⑩教員		348		151		105		20		11		2		2		2		11		34

														-3.2%		6.8%				⑪記者・編集者		3.4%		0.6%		4.2%		0.8%		0.3%		0.0%		0.0%		1.7%		0.7%		1.1%						⑪記者・編集者		59		10		29		2		1		0		0		2		4		6

														3.2%		13.2%				⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		7.8%		4.4%		12.4%		7.0%		2.6%		0.0%		10.4%		13.6%		14.1%		9.4%						⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		134		68		86		18		8		0		8		16		83		50

														0.7%		10.7%				⑬一般事務職		8.9%		3.1%		7.3%		5.1%		3.2%		0.0%		1.3%		1.7%		2.0%		3.9%						⑬一般事務職		154		48		51		13		10		0		1		2		12		21

														-3.1%		6.9%				⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		0.3%		2.2%		0.7%		2.7%		1.0%		2.3%		1.3%		0.8%		0.7%		0.9%						⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		6		34		5		7		3		1		1		1		4		5

														1.1%		11.1%				⑮営業・販売職		8.4%		2.1%		10.6%		3.5%		1.3%		4.7%		3.9%		5.1%		3.2%		3.8%						⑮営業・販売職		146		33		74		9		4		2		3		6		19		20

														-2.2%		7.8%				⑯介護福祉サービスの従事者		3.0%		2.2%		2.9%		0.8%		0.6%		2.3%		3.9%		1.7%		4.9%		3.2%						⑯介護福祉サービスの従事者		52		34		20		2		2		1		3		2		29		17

														-1.4%		8.6%				⑰美容師・理髪師		1.6%		0.6%		1.4%		1.2%		0.3%		0.0%		7.8%		11.0%		16.6%		4.7%						⑰美容師・理髪師		27		9		10		3		1		0		6		13		98		25

														-1.9%		8.1%				⑱調理師・バーテンダー		1.4%		1.8%		3.2%		2.7%		0.6%		2.3%		5.2%		8.5%		6.8%		3.4%						⑱調理師・バーテンダー		24		28		22		7		2		1		4		10		40		18

														-2.7%		7.3%				⑲自衛官・警察官・消防士		2.2%		1.0%		4.0%		5.1%		1.0%		0.0%		0.0%		2.5%		2.4%		3.4%						⑲自衛官・警察官・消防士		38		15		28		13		3		0		0		3		14		18

														-3.9%		6.1%				⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		1.3%		1.3%		1.0%		1.6%		0.3%		0.0%		0.0%		2.5%		1.5%		2.3%						⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		23		20		7		4		1		0		0		3		9		12

														-3.6%		6.4%				㉑農林漁業の従事者		0.2%		1.4%		0.3%		3.1%		1.0%		0.0%		6.5%		0.8%		1.5%		1.3%						㉑農林漁業の従事者		4		21		2		8		3		0		5		1		9		7

														5.5%		15.5%				㉒その他		8.9%		5.9%		17.3%		12.5%		8.4%		11.6%		10.4%		17.8%		24.1%		8.3%						㉒その他		154		91		120		32		26		5		8		21		142		44

														6.8%		16.8%				㉓わからない		18.2%		14.7%		17.3%		11.3%		4.5%		7.0%		11.7%		11.9%		7.0%		41.3%						㉓わからない		314		226		120		29		14		3		9		14		41		220

																				※特に情報・工学系を志望する学生		701		398																						※特に情報・工学系を志望する学生

																				問10（学部） トイ ガクブ		⑧工学分野の学部 コウガク ブンヤ ガクブ		⑨情報・デジタル分野の学部 ジョウホウ ブンヤ ガクブ																						問10（学部） トイ ガクブ		⑧工学分野の学部 コウガク ブンヤ ガクブ		⑨情報・デジタル分野の学部 ジョウホウ ブンヤ ガクブ

														18.5%		28.5%				①公務員		17.3%		18.3%																						①公務員		121		73

														-0.1%		9.9%				②研究者		12.6%		8.8%																						②研究者		88		35

														2.7%		12.7%				③機械・金属・科学・電気に関する技術者		37.4%		32.9%																						③機械・金属・科学・電気に関する技術者		262		131

														0.4%		10.4%				④建築・土木・測量に関する技術者		29.2%		7.5%																						④建築・土木・測量に関する技術者		205		30

														1.7%		11.7%				⑤情報処理・通信技術者		26.5%		62.3%																						⑤情報処理・通信技術者		186		248

														14.3%		24.3%				⑥医師・看護師などの保健医療従事者		8.7%		3.8%																						⑥医師・看護師などの保健医療従事者		61		15

														0.4%		10.4%				⑦保育士		0.3%		0.5%																						⑦保育士		2		2

														-3.3%		6.7%				⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		0.4%		0.5%																						⑧裁判官、弁護士などの法務従事者		3		2

														-2.1%		7.9%				⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		1.6%		3.5%																						⑨公認会計士・税理士・社会保険労務士		11		14

														5.3%		15.3%				⑩教員		4.0%		3.3%																						⑩教員		28		13

														-3.2%		6.8%				⑪記者・編集者		0.9%		3.3%																						⑪記者・編集者		6		13

														3.2%		13.2%				⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		7.8%		8.0%																						⑫美術家・デザイナー・写真家・音楽家		55		32

														0.7%		10.7%				⑬一般事務職		3.1%		5.3%																						⑬一般事務職		22		21

														-3.1%		6.9%				⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		5.3%		2.8%																						⑭製造・機械整備・建設などの現場作業		37		11

														1.1%		11.1%				⑮営業・販売職		1.6%		2.5%																						⑮営業・販売職		11		10

														-2.2%		7.8%				⑯介護福祉サービスの従事者		0.3%		0.5%																						⑯介護福祉サービスの従事者		2		2

														-1.4%		8.6%				⑰美容師・理髪師		0.6%		0.5%																						⑰美容師・理髪師		4		2

														-1.9%		8.1%				⑱調理師・バーテンダー		1.0%		0.5%																						⑱調理師・バーテンダー		7		2

														-2.7%		7.3%				⑲自衛官・警察官・消防士		1.4%		1.3%																						⑲自衛官・警察官・消防士		10		5

														-3.9%		6.1%				⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		3.1%		1.0%																						⑳鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者		22		4

														-3.6%		6.4%				㉑農林漁業の従事者		0.4%		0.5%																						㉑農林漁業の従事者		3		2

														5.5%		15.5%				㉒その他		4.1%		4.8%																						㉒その他		29		19

														6.8%		16.8%				㉓わからない		14.7%		15.1%																						㉓わからない		103		60

				問19　就職先を検討する際に重視することについてお答えください。（あてはまるもの3つまで）																		3,284		3,434		175

				NO		選択肢 センタクシ		合計 ゴウケイ		回答率 カイトウリツ										問2（性別） トイ セイベツ		男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ																				問2（性別） トイ セイベツ		男性 ダンセイ		女性 ジョセイ		回答しない カイトウ

				1		①自分のやりたい仕事ができること		4,979		71.9%				66.9%		76.9%				①自分のやりたい仕事ができること		71.1%		73.3%		68.6%																				①自分のやりたい仕事ができること		2336		2518		120

				2		②自分の能力・専門性を生かせること		2,406		34.8%				29.8%		39.8%				②自分の能力・専門性を生かせること		32.9%		37.0%		30.3%																				②自分の能力・専門性を生かせること		1080		1270		53

				3		③給料が良いこと		3,827		55.3%				50.3%		60.3%				③給料が良いこと		54.6%		56.4%		49.7%																				③給料が良いこと		1793		1938		87

				4		④休日、休暇が多いこと		1,848		26.7%				21.7%		31.7%				④休日、休暇が多いこと		28.8%		24.6%		29.7%																				④休日、休暇が多いこと		945		844		52

				5		⑤勤務制度、住宅など福利厚生が良いこと		812		11.7%				6.7%		16.7%				⑤勤務制度、住宅など福利厚生が良いこと		9.6%		14.0%		10.3%																				⑤勤務制度、住宅など福利厚生が良いこと		314		480		18

				6		⑥柔軟な働き方ができること（テレワーク等）		503		7.3%				2.3%		12.3%				⑥柔軟な働き方ができること（テレワーク等）		6.6%		7.9%		9.7%																				⑥柔軟な働き方ができること（テレワーク等）		216		270		17

				7		⑦転勤がないこと		271		3.9%				-1.1%		8.9%				⑦転勤がないこと		4.3%		3.5%		4.6%																				⑦転勤がないこと		141		121		8

				8		⑧地元企業であること		57		0.8%				-4.2%		5.8%				⑧地元企業であること		1.2%		0.4%		0.6%																				⑧地元企業であること		41		15		1

				9		⑨家族の近くであること		208		3.0%				-2.0%		8.0%				⑨家族の近くであること		3.1%		3.0%		1.7%																				⑨家族の近くであること		103		102		3

				10		⑩研修制度がしっかりしていること		161		2.3%				-2.7%		7.3%				⑩研修制度がしっかりしていること		1.6%		3.0%		1.1%																				⑩研修制度がしっかりしていること		54		104		2

				11		⑪企業等が有名であること		137		2.0%				-3.0%		7.0%				⑪企業等が有名であること		2.5%		1.5%		2.3%																				⑪企業等が有名であること		82		51		4

				12		⑫若手が活躍できること		191		2.8%				-2.2%		7.8%				⑫若手が活躍できること		3.2%		2.3%		4.6%																				⑫若手が活躍できること		105		78		8

				13		⑬これから伸びそうな業種であること		297		4.3%				-0.7%		9.3%				⑬これから伸びそうな業種であること		4.7%		3.9%		3.4%																				⑬これから伸びそうな業種であること		155		135		6

				14		⑭海外で活躍できそうであること		243		3.5%				-1.5%		8.5%				⑭海外で活躍できそうであること		2.3%		4.7%		2.3%																				⑭海外で活躍できそうであること		76		163		4

				15		⑮様々な職種・業務を経験できること		47		0.7%				-4.3%		5.7%				⑮様々な職種・業務を経験できること		0.6%		0.7%		1.7%																				⑮様々な職種・業務を経験できること		20		24		3

				16		⑯地域・社会に貢献できること		460		6.6%				1.6%		11.6%				⑯地域・社会に貢献できること		6.0%		7.6%		1.7%																				⑯地域・社会に貢献できること		196		261		3

				17		⑰その他		73		1.1%				-3.9%		6.1%				⑰その他		1.2%		0.9%		2.3%																				⑰その他		38		31		4

				18		⑱わからない		306		4.4%				-0.6%		9.4%				⑱わからない		6.2%		2.4%		12.0%																				⑱わからない		203		81		21



																						2,549		2,116		2,021

																				問4（文理） トイ ブンリ		文系 ブンケイ		理系 リケイ		わからない																				問4（文理） トイ ブンリ		文系 ブンケイ		理系 リケイ		わからない

														66.9%		76.9%				①自分のやりたい仕事ができること		71.2%		74.1%		71.2%																				①自分のやりたい仕事ができること		1814		1569		1439

														29.8%		39.8%				②自分の能力・専門性を生かせること		35.3%		34.7%		35.3%																				②自分の能力・専門性を生かせること		901		735		714

														50.3%		60.3%				③給料が良いこと		54.4%		59.7%		53.4%																				③給料が良いこと		1387		1264		1080

														21.7%		31.7%				④休日、休暇が多いこと		28.6%		26.9%		24.8%																				④休日、休暇が多いこと		729		570		501

														6.7%		16.7%				⑤勤務制度、住宅など福利厚生が良いこと		13.3%		11.3%		11.1%																				⑤勤務制度、住宅など福利厚生が良いこと		340		239		225

														2.3%		12.3%				⑥柔軟な働き方ができること（テレワーク等）		7.5%		7.5%		7.1%																				⑥柔軟な働き方ができること（テレワーク等）		191		159		143

														-1.1%		8.9%				⑦転勤がないこと		3.5%		3.4%		5.0%																				⑦転勤がないこと		88		72		101

														-4.2%		5.8%				⑧地元企業であること		0.7%		0.6%		1.2%																				⑧地元企業であること		18		12		25

														-2.0%		8.0%				⑨家族の近くであること		2.6%		2.5%		3.9%																				⑨家族の近くであること		67		53		78

														-2.7%		7.3%				⑩研修制度がしっかりしていること		2.3%		2.3%		2.6%																				⑩研修制度がしっかりしていること		58		48		53

														-3.0%		7.0%				⑪企業等が有名であること		1.8%		2.4%		1.6%																				⑪企業等が有名であること		46		51		32

														-2.2%		7.8%				⑫若手が活躍できること		2.7%		2.0%		3.4%																				⑫若手が活躍できること		70		42		68

														-0.7%		9.3%				⑬これから伸びそうな業種であること		3.7%		5.3%		4.2%																				⑬これから伸びそうな業種であること		95		113		84

														-1.5%		8.5%				⑭海外で活躍できそうであること		4.2%		3.1%		3.2%																				⑭海外で活躍できそうであること		107		65		64

														-4.3%		5.7%				⑮様々な職種・業務を経験できること		0.6%		1.0%		0.5%																				⑮様々な職種・業務を経験できること		15		22		10

														1.6%		11.6%				⑯地域・社会に貢献できること		6.7%		6.9%		6.4%																				⑯地域・社会に貢献できること		172		145		129

														-3.9%		6.1%				⑰その他		0.9%		1.4%		0.8%																				⑰その他		24		30		17

														-0.6%		9.4%				⑱わからない		3.4%		2.9%		6.7%																				⑱わからない		87		62		135











				問20 その他、新学部の開設や現在の福山市立大学に関するご意見などがございましたら、ご自由にお書きください。（自由記述） ト

				1		私は情報工学を学びたいと思っているため、御校が今、検討している新学部の開設に全面的に賛成であります。私自身、多くの人に学んでもらいたいと考えているため、情報工学における基礎、いわゆる土台をしっかりさせた質の良い講義をしたらいいと私は思います。

				2		新学部で何を学ぶかが分からない。またどんな教授がつくのか知りたい

				3		頑張ってください

				4		私は福山大学を視野に入れて学業に励んでいます。同じ福山市内の学校なので耳にしたことはありました。興味が少しわきました。今度ホームページにアクセスしてみようかなと思います。

				5		情報工学部がある大学を目指しているから楽しみ

				6		なぜ今新学部を開設しようと思ったのですか

				7		新学部楽しみにしています

				8		医学部は創る予定はないですか

				9		音楽関係の学部、大学が欲しい

				10		キャンパス大きいですね

				11		これからの時代はAIの需要が増えていくと思うので、AIについて学べるこちはとてもいいと思う

				12		特にありません

				13		福山市の地域発展のため、努めていただきたい

				14		医学部を開設してほしい。中国地方の農村部への医師派遣

				15		生徒がとても明るくコミュニケーションが取りやすかった。カリキュラムも魅力的でとても楽しそうであった。

				16		Society5.0でAIとかビックデータがどのような世界に行きたいと思っているのか。

				17		とてもきれいなキャンパスで良いと思う

				18		国際関係の学部を開設してほしい

				19		自分が情報系に進みたいから、新学部はいいと思った。もっと理系の学部や学科があったらいいなと思った

				20		オープンキャンパスで施設が綺麗で驚いた

				21		福山市内に住んでいる者から見ると近辺に情報系の学部ができるのは非常にいいのではないかと思う

				22		福山との企業との連携などの取り組みを促進することはいいと思います。

				23		医療系学部が合ってほしい

				24		頑張ってください

				25		教育学部で、中・高等学校の教員免許を取得できるようにしてほしい

				26		教育学部で中・高等学校の教員免許の取得が出来るようになってほしい

				27		大きな魅力は感じない。立地がよくアクセスしやすい。情報工学はこれからの未来必要だから開設はいいと思う

				28		どのような学習研究ができるのか知りたい

				29		地方から飛び出してグローバルに活躍できる場が欲しい

				30		つくって損はないと思う

				31		文系のイメージがあるので、理系の学部をつくることは　良いことだと思う

				32		法学部を作ってほしい

				33		中学校教育の学部を開設してほしい

				34		新学部賛成です

				35		なぜ情報についての学部なんですか

				36		小学生向けのイベントに小さいころ、いったことがあって、とっても楽しかったので続けていってほしい。

				37		東大・京大の差を埋めてください

				38		自宅から通いやすい

				39		理系の学部があると良いと思う

				40		特にない

				41		ないです

				42		教育学部で保育のことを学びたいんですが、プラスアルファで英語を使った保育園に将来就職希望なので英語にも力を入れて欲しいです。

				43		特にないです。

				44		近くて家から通えるので中学、高校の体育の教員免許が取れるような学校になったらぜひ行きたいです。

				45		私は行けるかは分かりませんが､頑張ってください！

				46		ない

				47		頑張ってください

				48		私は中学校・高校の教員を目指している。
だが、家から一番近い大学である福山市立大学の教育学部では、保育所や幼稚園の先生、小学校教員の免許しか取れないカリキュラムになっている。
なので福山市立大学でも、中学校や高校の教員免許を取れるカリキュラムがあったらいいなと思う。

				49		ありません。

				50		他大学との連携と人工知能時代に必要な力を得れる学部

				51		都市経営学部の定員数を増やしてください！

				52		潰れろ

				53		よさこいサークルが欲しい

				54		美容学校増やしてほしい

				55		文学系に少しだけ興味を持ちました（オープンスクールにて)

				56		特にありません

				57		特になし

				58		薬学部が欲しい

				59		教員免許を取るのは難しいか

				60		特になし

				61		なし

				62		オープンキャンパスをもっと増やしてほしい

				63		ない

				64		大学生！みたいな雰囲気がない

				65		新しく学部ができたらもっと福山市立大学が有名になると思うので素晴らしいと思う。

				66		なし

				67		特にない

				68		情報学部を作るならテストの教科は5教科にする必要がないと思う

				69		特になし

				70		頑張ってください。

				71		頑張ってください。

				72		なし

				73		ｔ

				74		新学部についてもう少し具体的に説明して欲しかった。

				75		福祉学科がほしい

				76		教育学部の定員を増やしてほしい

				77		わかりました

				78		何もございません

				79		頑張ってください

				80		食堂がおいしい

				81		頑張ってください

				82		特にない

				83		普通の工学部が欲しい

				84		自分の身近に今一番重視されている情報の分野を学べるところがあるので、進学先が地元や県内にしか行けない人にとっても朗報である。

				85		特にないです

				86		特に言いたいことはありません

				87		新学部の開設によって進学の幅が広がったと思う。

				88		特にありません

				89		行きたいと思ってます

				90		特にありません。

				91		特にありません。

				92		福山の大学をあまりしらないので、知るいい機会になった。

				93		特になし

				94		特にありません。

				95		特になし

				96		ない

				97		特にないです。

				98		情報は今の時代必須なので良いと思う

				99		情報についての内容は将来社会を担う人たちにとって必須だと思うので、教育学部と都市経営学部にもその内容を入れるのもいいかなと考えた。

				100		よく思わない　やばすぎー　いやどこそれFランじゃーん

				101		新学部ができることで、入学希望者が増えたりすると思うのでいいことだと思う。

				102		色々の分野を学びたい

				103		特になし

				104		新学部についてわからないことが多いので、なにか詳しい情報発信をしていただきたい。

				105		ない

				106		頑張ってください

				107		どんなことをやるのかもっと知りたい

				108		ない

				109		都市経営学部が気になっているけど経済学部と授業内容は大体一緒なのか気になります。

				110		特にない

				111		貴校の全ての学部に興味がある

				112		私が行きたいと思う学部はもうあって本校を目指して受験勉強を頑張っていこうと思います

				113		オープンキャンパスの雰囲気が良かったです

				114		教育学部、保健学部、社会福祉学部があると嬉しい。

				115		少子高齢化の日本だから必然的に海外から労働者を雇わなければならないので外国語を深く学べる分野を開設すると良いのではないでしょうか

				116		文系だけでなく理系もする、幅ひろい学部はいいと思います。

				117		特にありません。

				118		よくわからない　医学部作ってほしい

				119		特にございません

				120		IT人材としての高い能力を生かしてこれからの日本を牽引し、国際社会で十二分に通じる人材を育成してほしい。

				121		他の学部の新設をするとしたらどのような学部ですか

				122		福山市立大学に情報学部が開設することにかなり興味がある。

				123		新学部ができたら人も増えると思うので良いと思う。

				124		頑張ってください

				125		福山という名前がつく大学が多い気がします

				126		工事頑張ってください

				127		応援しています

				128		入学を希望しています

				129		私は貴校の教育学部進学を目指しています。何卒よろしくお願いいたします。

				130		一度オープンキャンパスに行ってみたい

				131		福山市立大学は地域と連携した企画や取り組みなどを行われていて、地域に貢献しながら自分に必要な知識を学ぶことができる環境が整っていて、進学したいと思える学校だと思います。

				132		情報化社会に対応する極めて有意義な決定だと思います。地域の大学として情報工学に精通した人材を多く生み出せていけることを大変期待しています。

				133		全国的に設置数の少ない学部を設置することで地域の発展にもつながると思う。獣医学部など。

				134		新しく学部ができるのはいいことだと思う。学生のボランティアや起業の話もあり積極的なので福山市立独自のプログラムなどあるといいと思う

				135		興味無いです。

				136		なし

				137		特にありません。

				138		特にないです

				139		可愛い女の子はいますか？

				140		ないです

				141		特にないです

				142		ない

				143		隣の川が臭い

				144		特にありません。

				145		特にありません。

















































































































































































































































































































備後圏域内に希望する学校がないから	住んでみたい地域があるから	親元を離れて一人暮らしをしたいから	就職に有利だと思うから	実家から通える範囲だから	備後圏域内に希望する学部・学科がないから	その他	備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから	0.36549554273728369	0.2362349239643419	0.22915574200314631	0.19402202412165706	0.13896171997902465	0.12873623492396435	6.3450445726271634E-2	5.0603041426324068E-2	







情報リテラシー	プログラミング	情報通信技術	ＡＩ・ロボット	システム設計	わからない	情報ネットワーク、インターネット	アプリケーション	サイバーセキュリティ	メタバース	IoT	コンピュータ端末	メディア処理技術	基礎力学	ビッグデータ	情報理論	データベース	クラウド	数理工学	計測・制御	その他	0.4273948851322063	0.35067186822713481	0.26802485190001446	0.18060973847709869	0.15749169195203006	0.11949140297644849	9.7962722149978324E-2	7.1521456436931086E-2	6.9354139575205892E-2	6.5886432596445596E-2	5.0281751	192024271E-2	5.0137263401242596E-2	4.854789770264413E-2	4.0456581418870104E-2	3.9156191301834994E-2	3.8144776766363242E-2	3.4532581996821271E-2	3.2798728507441123E-2	2.9764484901025862E-2	2.4418436642103743E-2	4.4791215142320475E-3	







公務員	わからない	医師・看護師などの保健医療従事者	その他	教員	美術家・デザイナー・写真家・音楽家	機械・金属・科学・電気に関する技術者	情報処理・通信技術者	営業・販売職	一般事務職	保育士	建築・土木・測量に関する技術者	研究者	美容師・理髪師	調理師・バーテンダー	公認会計士・税理士・社会保険労務士	介護福祉サービスの従事者	自衛官・警察官・消防士	製造・機械整備・建設などの現場作業	記者・編集者	裁判官、弁護士などの法務従事者	鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者	農林漁業の従事者	0.23450368443866493	0.19606993209073834	0.19318017627510475	0.105476087270625	63	0.10301979482733709	8.1780089582430285E-2	7.7300968068198236E-2	6.6608871550353999E-2	6.0829359919086834E-2	5.7217165149544863E-2	5.3893945961566249E-2	5.3749458170784567E-2	4.8981361074989162E-2	3.5977459904638055E-2	3.0775899436497615E-2	2.875307036555411E-2	2.8175119202427396E-2	2.3262534315850309E-2	1.8927900592399943E-2	1.7771998266146512E-2	1.7049559312238116E-2	1.5604681404421327E-2	1.4304291287386216E-2	







希望する学校があるから	希望する学部・学科があるから	地元から離れる必要性を感じないから	親元を離れて一人暮らしできるか不安だから	家族と離れたくないから	保護者から地元に残るよう言われているから	下宿や仕送りなどでお金がかかるから	友達、知り合いと離れたくないから	地元企業に就職したいから	地元進学に関する制度を活用できるから	その他	0.52143684820393976	0.41135573580533025	0.18192352259559674	0.15063731170336037	0.1100811123986095	7.0683661645422946E-2	5.4461181923522596E-2	4.5191193511008108E-2	3.5921205098493628E-2	2.8968713789107765E-2	1.0428736964078795E-2	







学びたい学部・学科がある	国公立大学である	就職に有利である	教育研究環境・施設が整っている	授業・カリキュラムが魅力的	資格（教員免許以外）が取得できる	学費、奨学金などの経済面	資格（教員免許）が取得できる	実家から通える	キャンパスが都市部にある	入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）	国際化の推進（海外留学の推進、留学生の受入れなど）	教員の面倒見が良い	わからない	その他	大学院がある	地域や企業と連携した活動に積極的	オンライン授業に積極的	0.7724288840262582	0.44989059080962801	0.28971553610503281	0.1487964989059081	0.14595185995623633	0.12844638949671772	0.12363238512035012	0.11422319474835886	9.3654266958424506E-2	6.5426695842450769E-2	5.8862144420131289E-2	3.0634573304157548E-2	2.9321663019693654E-2	2.3194748358862146E-2	1.0284463894967177E-2	9.4091903719912464E-3	8.9715536105032818E-3	4.595185995623632E-3	
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【新学部で身に付けられると良い知識・技能（あてはまるもの3つまで）】（N＝6,921）

•新学部で身に付けられると良い知識・技能は「情報リテラシー」，「プログラミング」，「情報通信技術」，「AI・ロボッ
ト」，「システム設計」が上位である。

•学部別で見ると，工学分野や情報・デジタル分野を希望する生徒は「プログラミング」，「情報リテラシー」，「情報通信技
術」，「 AI・ロボット」，「情報ネットワーク，インターネット」，「サイバーセキュリティ」が特に多い。

42.7%

35.1%

26.8%

18.1%

15.7%

11.9%

9.8%

7.2%

6.9%

6.6%

5.0%

5.0%

4.9%

4.0%

3.9%

3.8%

3.5%

3.3%

3.0%

2.4%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

情報リテラシー

プログラミング

情報通信技術

ＡＩ・ロボット

システム設計

わからない

情報ネットワーク、インターネット

アプリケーション

サイバーセキュリティ

メタバース

IoT

コンピュータ端末

メディア処理技術

基礎力学

ビッグデータ

情報理論

データベース

クラウド

数理工学

計測・制御

その他

工学分野 情報・デジタル分野

プログラミング 49.9% 62.1%
情報リテラシー 32.4% 32.4%
情報通信技術 30.3% 36.7%
システム設計 24.7% 23.6%
ＡＩ・ロボット 23.1% 22.4%
情報ネットワーク、インターネット 10.2% 10.3%
IoT 9.3% 8.5%
サイバーセキュリティ 8.5% 10.1%
メタバース 8.5% 9.5%
アプリケーション 7.3% 12.3%
コンピュータ端末 6.7% 6.5%
基礎力学 5.6% 3.5%
数理工学 5.2% 2.3%
わからない 5.2% 3.5%
ビッグデータ 4.7% 5.3%
データベース 4.3% 4.0%
情報理論 3.7% 2.5%
クラウド 3.4% 3.8%
メディア処理技術 3.0% 4.8%
計測・制御 2.4% 1.3%
その他 0.1% 0.3%
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•情報処理技術への興味・関心が「とてもある」・「少しある」と回答した学生は合計して43.8％，「学んでみたい」と回答し
た学生は34.9％である。

•環境分野への興味・関心が「とてもある」・「少しある」と回答した学生は合計して57.4％，「学んでみたい」と回答した学
生は38.0％である。

【環境分野への学びの意欲（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

学んでみたいと
思う

38.0%

学んでみたいと
思わない

33.6%

わからない
27.4%

無回答
1.1%

【環境分野への興味・関心（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

とても興味・関
心がある

12.1%

少し興味・関心
がある
45.3%

あまり興味・関
心はない

27.5%

全く興味・関心
はない

5.3%

わからない
9.0%

無回答
0.8%

学んでみたいと
思う

34.9%

学んでみたいと
思わない

33.5%

わからない
30.8%

無回答
0.8%

【情報処理技術の学びへの意欲（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

【情報処理技術への興味・関心（あてはまるもの1つ）】
（N＝6,921）

とても興味・関
心がある

9.2%

少し興味・関心
がある
34.6%

あまり興味・関
心はない

33.6%

全く興味・関心
はない
10.6%

わからない
11.1%

無回答
0.9%



【就職を希望する職種（あてはまるもの3つまで）】
（N＝6,921）

【就職先を検討する際に重視すること（あてはまるもの3つまで）】
（N＝6,921）

•就職を希望する職種について，「公務員」が23.5％，「医師・看護師などの保健医療従事者」が19.3％である。
•就職先を検討する際に重視することは，「自分のやりたい仕事ができること」が71.9％，「給料が良いこと」が55.3％，「自
分の能力・専門性を生かせること」が34.8％である。

71.9%

55.3%

34.8%

26.7%

11.7%

7.3%

6.6%

4.4%

4.3%

3.9%

3.5%

3.0%

2.8%

2.3%

2.0%

1.1%

0.8%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

自分のやりたい仕事ができること

給料が良いこと

自分の能力・専門性を生かせること

休日、休暇が多いこと

勤務制度、住宅など福利厚生が良いこと

柔軟な働き方ができること（テレワーク等）

地域・社会に貢献できること

わからない

これから伸びそうな業種であること

転勤がないこと

海外で活躍できそうであること

家族の近くであること

若手が活躍できること

研修制度がしっかりしていること

企業等が有名であること

その他

地元企業であること

様々な職種・業務を経験できること

23.5%

19.6%

19.3%

10.5%

10.3%

8.2%

7.7%

6.7%

6.1%

5.7%

5.4%

5.4%

4.9%

3.6%

3.1%

2.9%

2.8%

2.3%

1.9%

1.8%

1.7%

1.6%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

公務員

わからない

医師・看護師などの保健医療従事者

その他

教員

美術家・デザイナー・写真家・音楽家

機械・金属・科学・電気に関する技術者

情報処理・通信技術者

営業・販売職

一般事務職

保育士

建築・土木・測量に関する技術者

研究者

美容師・理髪師

調理師・バーテンダー

公認会計士・税理士・社会保険労務士

介護福祉サービスの従事者

自衛官・警察官・消防士

製造・機械整備・建設などの現場作業

記者・編集者

裁判官、弁護士などの法務従事者

鉄道・自動車・船舶・航空機運転従事者

農林漁業の従事者
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新学部の開設や現在の福山市立大学に関するご意見などがございましたら，ご自由にお書きください。
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分類 主な回答

新学部について
〔48件〕

新学部を楽しみにしている。

情報工学部がある大学をめざしているから楽しみ。

新学部の設置に賛成である。

情報工学部にかなり興味がある。

大きな魅力は感じないが，情報工学はこれからの未来に必要だから新学部の開設は良いと思う。

新学部ができたら人も増えると思うので良いと思う。

新学部ができることで，入学希望者が増えると思うので良いことだと思う。

新学部ができたら，もっと福山市立大学が有名になると思うので素晴らしいと思う。

デジタルは今の時代必須なので良いと思う。

これからの時代はAIの需要が増えていくと思うので，AIについて学べることはとても良いと思う。

今1番重視されているデジタル分野を学べる学部が身近にできることは，進学先が地元や県内に限られている人に
とって朗報である。

福山市内に住んでいる者から見ると，近辺に情報系の学部ができるのは非常に良いことだと思う。

新学部の開設によって進学の幅が広がったと思う。

新学部をつくって損はないと思う。

福山市立大学は文系のイメージがあるので，理系の学部をつくることは良いことだと思う。

福山大学を志望して学業に励んでいるが，福山市立大学にも興味が少し湧いた。今度ホームページにアクセスしてみ
ようと思う。

自由記述

〔回答数〕145件
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分類 主な回答

情報工学を学びたいと思っているので，新学部の開設に全面的に賛成。多くの人にも学んでもらいたいと思っている
ので，情報工学の基礎をしっかり学べる質の良い講義を実施していただきたい。

新学部ができることは良いことだと思う。福山市立大学は学生のボランティアや起業も積極的なので，福山市立大学
独自のプログラムがあると良いと思う。

IT人材としての高い能力を生かして，これからの日本をけん引し，国際社会で十二分に通じる人材を育成してほしい。

情報化社会に対応する極めて有意義な決定だと思う。地域の大学として情報工学に精通した人材を多く生み出すこと
をとても期待している。

企業との連携などの取組を促進することは良いことだと思う。

他大学との連携や人工知能時代に必要な力を獲得できる学部になってほしい。

文理融合の学部が良いと思う。

情報系学部に行きたいので，新学部は良いと思う。もっと理系の学部や学科があったら良いと思う。

理系の学部があれば良いと思う。

普通の工学部がほしい。

福祉学科がほしい。

保健系学部・社会福祉系学部があると嬉しい。

医学部をつくってほしい。

医療系学部がほしい。

中国地方の農村部への医師派遣などを行う医学部を開設してほしい。

医学部をつくる予定はないのか。

音楽関係の学部や大学がほしい。

獣医学部など全国的に設置数の少ない学部を設置する方が地域の発展にもつながると思う。
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分類 主な回答

国際関係の学部を開設してほしい。

少子高齢化の日本だから必然的に海外からの労働者を雇わなければならないので，外国語を深く学べる分野を開設す
ると良いと思う。

薬学部がほしい。

法学部をつくってほしい。

教員免許を取れるようにすることは難しいのか。

入試の教科は5教科にする必要が無いと思う。

新学部でどんなことをやるのかもっと知りたい。

新学部でどのような学習研究ができるのか知りたい。

新学部で何を学ぶことができ，どんな教員がくるのか知りたい。

新学部についてもう少し具体的な説明がほしかった。

新学部について分からないことが多いので，詳しい情報発信をしていただきたい。

なぜ今，新学部を開設しようと思ったのか。

なぜ，情報系の学部なのか。

他の学部の新設をするとしたらどのような学部になるのか。



101

分類 主な回答

教育学部について
〔8件〕

教育学部への進学をめざしている。

教育学部の定員を増やしてほしい。

教育学部で保育のことを学びたいが，英語を使う保育園に就職したいので英語に力を入れてほしい。

中学・高校の体育の教員免許が取れるようになってほしい。

中学校・高校の教員をめざしているが，家から1番近い大学である福山市立大学の教育学部では，保育所・幼稚園の
先生，小学校教員の免許しか取れないので，中学校・高校の教員免許を取れるようになってほしい。

教育学部で，中学校・高校の教員免許を取得できるようにしてほしい。

中学校・高校の教員免許が取得できるようになってほしい。

中学校の教員免許が取得できるようにしてほしい。

都市経営学部について
〔2件〕

都市経営学部の定員を増やしてほしい。

他大学の経済学部と何が違うのか。

福山市立大学について
〔21件〕

入学を希望している。

行きたいと思っている。

福山市立大学の全ての学部に興味がある。

福山市立大学への進学をめざして受験勉強を頑張っていこうと思う。

1度オープンキャンパスに行ってみたい。

オープンキャンパスの雰囲気が良かった。

オープンキャンパスに行って，文学系に少しだけ興味を持った。

オープンキャンパスをもっと増やしてほしい。

オープンキャンパスに行って，施設が綺麗で驚いた。

とてもきれいなキャンパスで良いと思う。
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分類 主な回答

キャンパス大きい。

食堂が美味しい。

自宅から通いやすくて良い。

学生がとても明るくてコミュニケーションが取りやすかった。カリキュラムも魅力的でとても楽しそう。

福山市立大学は地域と連携した企画や取組などが行われていて，地域に貢献しながら自分に必要な知識を学ぶことが
できるので，進学したいと思える学校だと思う。

福山市の地域発展のために努めていただきたい。

よさこいサークルがほしい。

小さい頃，小学生向けのイベントに行ったことがあって，とても楽しかったので続けてほしい。

デジタルはこれからの社会を担う人たちにとって必須だと思うので，教育学部と都市経営学部にも取り入れるべきだ
と思う。

東大・京大との差を埋めてほしい。

大学生！みたいな雰囲気が無い。

その他
〔66件（抜粋）〕

福山市の大学をあまり知らないので，知る良い機会になった。

地方から飛び出してグローバルに活躍できる場がほしい。

福山という名前が付く大学が多い気がする。

美容学校増やしてほしい。

隣の川が臭い。
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（３） 備後圏域内高校教員アンケート調査

① 調査概要

目 的 ：

実 施 時 期 ：
設 問 数：
回 答 方 式 ：
対 象 者 数 ：

回答数(率)：
委 託 先：

2027年（令和9年）4 月に開設予定の情報工学系学部の検討にあたり，学生の進学に関する動向を把握するため，
アンケート調査を実施した。
2023年（令和5年）9月15日（金）～10月16日（月）
18問
調査票（紙媒体）を郵送で発送・回収（QRコードを添付し，Web回答も可）
備後圏域内の高校35校の進路指導担当教員（1校当たり複数教員の回答も可）
〔内訳〕福山市21校，三原市2校，尾道市4校，府中市3校，世羅町1校，神石高原町1校，笠岡市2校，井原市1校
22校（62.9％）
㈱高等教育総合研究所に委託し，調査の実施及び調査票の回収，分析を行った。

（単位：校，人，％）

高校
所在地 対象校数 回答数 回答率 構成比

（参考）回答者数
人数 構成比

福山市 21 11 52.4% 50.0% 57 52.3％
三原市 2 1 50.0% 4.5% 1 0.9％
尾道市 4 3 75.0% 13.6% 21 19.3％
府中市 3 2 66.7% 9.1% 6 5.5％
世羅町 1 1 100.0% 4.5% 6 5.5％
神石高原町 1 1 100.0% 4.5% 8 7.3％
笠岡市 2 1 50.0% 4.5% 1 0.9％
井原市 1 1 100.0% 4.5% 9 8.3％
不明 ー 1 ー 4.5% 0 0％

総計 35 22 62.9％ 100.0％ 109 100.0％



90％以上
29.4%

70％以上
90％未満

29.4%

50％以上
70％未満

12.8%

30％以上
50％未満

11.0%

30％未満
17.4%

•大学進学率は全生徒の70％以上の学校が58.8％である。
•増加傾向にある学部は，「経済・経営・商学分野」が51.4％と最も多く，続いて「看護・保険・福祉・衛生分野」が49.5％，
「情報・デジタル分野」が35.8％である。減少傾向にある学部は，「法律・政治分野」，「教育分野」，「文学・人文・人
間・心理分野」である。

国立
4.6%

公立
69.7%

私立
25.7%
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② 回答者の属性

【設置種別】 （N＝109） 【学校の所在地】（N＝109）

52.3%

0.9%

19.3%

5.5%

5.5%

7.3%

0.9%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

福山市
三原市
尾道市
府中市
世羅町

神石高原町
笠岡市
井原市

③ 調査結果

【近年の大学進学率（あてはまるもの１つ）】 （N＝109）

【増加傾向・減少傾向にある学部（最大3つまで）】 （N＝109）

NO 学部 減少傾向 増加傾向

1 法律・政治分野 -22.9% 2.8%

2 経済・経営・商学分野 -2.8% 51.4%

3 国際分野 -5.5% 11.9%

4 文学・人文・人間・心理分野 -18.3% 9.2%

5 教育分野 -21.1% 11.0%

6 芸術分野 -11.0% 3.7%

7 健康・スポーツ分野 -6.4% 10.1%

8 理学分野 -16.5% 1.8%

9 工学分野 -13.8% 16.5%

10 情報・デジタル分野 0.0% 35.8%

11 農業・獣・畜産・水産分野 -14.7% 4.6%

12 医歯薬分野 -11.9% 7.3%

13 看護・保健・福祉・衛生分野 -8.3% 49.5%

14 環境分野 -11.0% 1.8%

15 その他 -1.8% 0.9%

16 わからない -1.8% 0.9%
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64.2%
47.7%

41.3%
34.9%

20.2%
19.3%

12.8%
10.1%

4.6%
3.7%

0.9%
0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

福山市内
備後圏域を除く岡山県内
備後圏域を除く広島県内

近畿地方
広島県・岡山県を除く中国地方

福山市を除く備後圏域内
南関東地方
四国地方

九州・沖縄地方
わからない
北海道地方

海外

【進学が多い地域（あてはまるもの３つまで）】 （N＝109） 【備後圏域外へ進学する理由（あてはまるもの３つまで）】（N＝109）

•近年進学が多い地域は，「福山市内」が最も多く64.2％であり，続いて「備後圏域を除く岡山県内」が47.7％，「備後圏域を
除く広島県内」が41.3％である。

•備後圏域外へ進学する理由は，「希望する学校がないから」が43.1％，「希望する学部がないから」が38.5％である。

43.1%

38.5%

32.1%

30.3%

25.7%

22.9%

14.7%

10.1%

10.1%

5.5%

4.6%

1.8%

0% 20% 40% 60%

備後圏域内に希望する学校がないから

備後圏域内に希望する学部・学科がないから

全国的に知名度のある学校に進学したいから

備後圏域内に自分の学力に見合う学校がないから

実家から通える範囲だから

親元を離れて一人暮らししたいから

住んでみたい地域があるから

就職に有利だから

わからない

備後圏域より遊ぶ・買い物をする場所が多いから

その他

備後圏域より交通の利便性が良いから
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【本学に対するイメージ（あてはまるもの全て）】（N＝109）

47.7%
30.3%

18.3%
17.4%

14.7%
13.8%

11.9%
11.9%

10.1%
10.1%

8.3%
6.4%

1.8%
1.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

生徒に学ばせたい学部・学科がある

地域貢献活動に積極的

知名度がある

キャンパスが都市部にある

就職状況が良い

教育研究環境・施設が整っている

教員の面倒見が良い

わからない

教育方針・カリキュラムが魅力的

その他

学生が優秀

産学連携が盛ん

資格取得サポートが充実

大学の情報発信に積極的

国際的である

91.7%
69.7%

47.7%
39.4%

36.7%
33.9%

28.4%
24.8%
23.9%

22.0%
20.2%

16.5%
16.5%

11.0%
8.3%
7.3%

4.6%
4.6%
4.6%

2.8%
2.8%

0.9%
0.9%
0.9%
0.9%
0.9%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学びたい学部・学科がある
生徒の学力に合っている

生徒・保護者の希望
学費、奨学金などの経済面

入試方法（入試科目、地域枠の有無、推薦入試）
教育研究環境・施設が整っている

国公立大学である
資格（教員免許以外）が取得できる

就職に有利である
教員の面倒見がよい

教育方針・カリキュラムが魅力的
資格（教員免許）が取得できる

実家から通える
知名度がある

海外派遣・留学支援に積極的
英語を含めたコミュニケーション能力の養成

地域貢献活動に積極的
企業等の民間人材による実践的な授業の実施

企業等と連携した共同研究の実施
企業等へのインターンシップに積極的

キャンパスが都市部にある
大学の情報発信に積極的

外国人教員や国際経験のある教職員の積極的登用
大学院がある

その他
特にない

大学間の国際交流に積極的
オンライン授業に積極的

わからない

【進路指導の際に重視していること（あてはまるもの全て）】（N＝109）

•本学に対するイメージは，「生徒に学ばせたい学部・学科がある」が47.7％，「地域貢献活動に積極的」が30.3％である。
•生徒指導の際に重視していることは，「学びたい学部・学科がある」が91.7％と最も多く，続いて「生徒の学力にあってい
る」が69.7％，「生徒・保護者の希望」が47.7％である。



良いと思う
83.5%

良いと思わ
ない
2.8%

わからない
13.8%

【情報工学部の設置（あてはまるもの１つ）】
（N＝109）

【新学部に期待すること（あてはまるもの全て）】 （N＝109）

•情報工学部の設置を「良いと思う」と回答した教員は83.5％である。
•新学部で身に付けることができると良い知識・技能は「情報リテラシー」，「プログラミング」，「情報通信技術」，「Ａ
Ｉ・ロボット」，「システム設計」が上位である。

•新学部に期待することは，「地元企業等が必要とする人材の育成」が72.5％で最も多く，続いて「教育研究環境・施設の充
実」が39.4％，「資格（情報・ビジネス・工学など）の取得」が39.4％，「学部で専門的かつ実践的な力を身に付けられるこ
と」が36.7％，「高校や企業との連携促進」が33.9％である。
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【新学部で身に付けることができると良い知識・技能
（あてはまるもの全て）】 （N＝109）

56.0%

52.3%

39.4%

39.4%

35.8%

30.3%

28.4%

28.4%

27.5%

25.7%

19.3%

19.3%

15.6%

14.7%

13.8%

13.8%

13.8%

11.9%

11.0%

7.3%

2.8%

0.9%

0% 20% 40% 60%

情報リテラシー

プログラミング

情報通信技術

ＡＩ・ロボット

システム設計

IoT

データベース

ビッグデータ

サイバーセキュリティ

情報ネットワーク、インターネット

アプリケーション

メタバース

情報理論

わからない

クラウド

メディア処理技術

数理工学

計測・制御

基礎力学

コンピュータ端末

その他

特にない

72.5%
39.4%
39.4%

36.7%
33.9%

22.9%
21.1%
20.2%
20.2%

14.7%
11.0%
10.1%

8.3%
6.4%

2.8%
2.8%
2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

地元企業等が必要とする人材の育成
教育研究環境・施設の充実

資格（情報・ビジネス・工学など）の取得
学部で専門的かつ実践的な力を身に付けられる

高校や企業との連携推進
企業等へのインターンシップの充実

世界でも活躍できる人材の育成
企業等の民間人材による実践的な授業の実施

資格（教員免許）の取得
地域と連携した教育研究活動の推進

リカレント教育・リスキリングの推進
国際化の推進

大学院における高度専門的かつ創造的な学びの提供
その他

他大学との連携促進
わからない
特にない



良いと思う
90.8%

良いと思わな
い

2.8%

わからない
6.4%

良いと思う
92.7%

良いと思わな
い

1.8%

わからない
5.5%
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【リカレント教育への取組状況（あてはまるもの１つ）】（N＝109） 【リカレント教育に必要だと思うこと（あてはまるもの全て）】（N＝109） 

多くの教員が既に取り組んでいる
5.5%

一部の教員が既
に取り組んでい

る
34.9%

取り組んでいる教員は
いない4.6%

わからない
55.0%

•新学部の入試については，地域枠選抜・学校推薦型選抜の実施を「良いと思う」と回答した教員は，それぞれ92.7％，90.8％
と多い。

【新学部における地域枠選抜の実施（あてはまるもの１つ）】
（N＝109）

【新学部における学校推薦型選抜の実施（あてはまるもの１つ）】
（N＝109）

•教員自身のリカレント教育・リスキリングへの取組状況について，「多くの教員が既に取り組んでいる」・「一部の教員が既
に取り組んでいる」と回答した教員が合計40.4％である。

•大学院をリカレント教育・リスキリングの場として活用するために必要だと思うことは，「入学時期の柔軟な対応」が51.4％，
「社会人に配慮した時間帯での授業の開講」が45.9％，「入学金・授業料の減免制度」が40.4％である。

51.4%
45.9%

40.4%
28.4%
28.4%

25.7%
25.7%
25.7%

24.8%
18.3%

14.7%
10.1%
10.1%

9.2%
8.3%

7.3%
7.3%

6.4%
3.7%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

入学時期の柔軟な対応
社会人に配慮した時間帯での授業の開講

入学金・授業料の減免制度
インターネットなどITを活用した授業の開講

給与の保障
休学・再入学等への柔軟な対応

授業単位での授業料納付
短期間で学位取得・各種資格が取得できる制度

科目等履修制度の活用
補充人材の確保支援

教育訓練給付制度の活用
体験入学の実施

企業・学校側の要望を踏まえたカリキュラムの実施
体系的な教育カリキュラムの充実
企業人講師など多様な教員の活用

履修証明制度の活用
わからない

大学院が連携した横断的な教育プログラムの提供
特にない
その他



現在の本学の入試方法等に関してご意見があればお書きください。
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〔回答数〕12件

分類 主な回答

地域枠について
〔10件〕

地域枠（福山市内枠）を設定してほしい。

市内枠が欲しい。

地域枠選抜を現学部でも実施していただきたい。

現学部の地域枠の実施

福山市立であるなら地元福山在住の生徒を優遇してほしい。

入試において，福山市内の高校生が進学しやすくなるように，福山市内枠を設けて欲しい。特に学校推薦型選抜にお
いては必須だと思う。

地元で学び，将来地元で貢献できる人材を育成するためにも，地域枠選抜については，ぜひ実施をお願いしたい。

福山市民が優先的に進学できる制度を設立しないなら，その根拠を大々的に市民に説明して賛同を得ることが必要で
はないか。

創設当初から言っているが，福山市の税金で福山市の若者を育て，福山市で活躍してもらうことに市立大学設立の意
義があると思う。ぜひ現学部でも地域枠を導入していただきたい。

備後地域の学校推薦型選抜

その他
〔2件（抜粋）〕

入学後の優秀な生徒の学びの場（例えば広島大学理学部のような）があると良い。

自由記述



大学（教員・学生）と連携したい事業や研究，その他本学に対する興味等があればご自由にお書きください。
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分類 主な回答

新学部について
〔2件〕

高校生が身に付けておくべき情報リテラシーやサイバーセキュリティについて，実態をもとにした講習や実習をいた
だけるとありがたい。

現教員が情報の免許を取得できるとありがたい。

その他
〔3件〕

福山市を盛り上げる研究事業を大学・高校を通じて実現させたい。

高校生の総合的な探求の時間などの学びにおいて，大学の力を借りたり，大学生のフィールドワークを高校生に学ば
せたりできると良い。

探究学習のサポーターとして，普段の探究活動に関わってもらいたい。

〔回答数〕5件

新学部の開設や現在の福山市立大学に関するご意見などがございましたら，ご自由にお書きください。

分類 主な回答

新学部について
〔2件〕

地元に貢献したいという学生のニーズに応えられる学びを提供していただきたい。

情報関係や医療関係の学部を作って欲しい。

都市経営学部について
〔2件〕

都市経営学部で中学校・高校の社会科の教員免許を取得できるようにしてほしいという生徒が多数過去にいた。

都市経営学部の募集人数が減ることがとても残念である。

福山市立大学について
〔1件〕

卒業生の働きに感心させられることが度々ある。

その他
〔1件〕

いつもお世話になっております。引き続き，よろしくお願いいたします。

〔回答数〕6件



（４） 備後圏域内企業アンケート調査

① 調査概要

目 的：

実施時期：
設 問 数：
回答方式：
対象者数：
回答数(率)：
委 託 先：
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2027年（令和9年）4 月に開設予定の情報工学系学部の検討にあたり，企業の人材需要を把握するため，ア
ンケート調査を実施した。
2023年（令和5年）9月22日（金）～10月12日（木）
26問
調査票（紙媒体）を郵送で発送・回収（QRコードを添付し，Web回答も可）
備後圏域内の企業2,173社（経営者 or 人事担当部署）
415社（19.1％）
㈱高等教育総合研究所に委託し，調査の実施及び調査票の回収，分析を行った。

対象者数
福山市 三原市 尾道市 府中市 世羅町 神石高原町 笠岡市 井原市 総計

農・林・漁業 4 4 0 3 5 1 5 0 22
鉱業・採石業・砂利採取業 0 0 0 0 0 0 1 0 1
建設業 125 48 51 22 9 4 22 17 298
製造業 305 39 95 46 5 6 29 28 553
電気・ガス・熱供給・水道業 2 1 1 0 0 0 0 0 4
情報通信業 44 11 11 3 1 0 4 2 76
運輸業・郵便業 35 10 22 5 0 1 9 10 92
卸売業・小売業 164 27 81 27 8 0 15 11 333
金融業・保険業 26 3 2 2 0 0 1 1 35
不動産業・物品賃貸業 109 10 20 6 2 1 10 2 160
学術研究、専門・技術サービス業 60 17 22 6 1 0 4 2 112
宿泊業、飲食サービス業 59 13 15 2 4 1 2 0 96
生活関連サービス・娯楽業 125 9 7 2 1 1 3 2 150
教育・学習支援業 0 0 0 0 0 0 0 0 0
医療・福祉 119 19 39 10 3 2 12 17 221
その他 1 2 4 2 6 0 1 4 20
総計 1,178 213 370 136 45 17 118 96 2,173



回答数
回答率 構成比

福山市 三原市 尾道市 府中市 世羅町 神石高原町 笠岡市 井原市 その他 無回答 総計

農・林・漁業 1 1 1 0 2 0 1 0 0 － 6 27.3% 1.4%
鉱業・採石業・砂利採
取業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － 0 0.0% 0.0%

建設業 33 8 7 2 1 2 2 4 0 － 59 19.8% 14.2%
製造業 60 6 20 11 1 0 6 3 0 － 107 19.3% 25.8%
電気・ガス・熱供給・
水道業 4 0 1 1 0 0 0 0 0 － 6 150.0% 1.4%

情報通信業 10 2 4 0 0 1 1 0 0 － 18 23.7% 4.3%
運輸業・郵便業 7 0 1 2 0 0 2 3 0 － 15 16.3% 3.6%
卸売業・小売業 41 4 13 0 0 0 1 0 2 － 61 18.3% 14.7%
金融業・保険業 4 1 1 0 0 0 1 0 0 － 7 20.0% 1.7%
不動産業・物品賃貸業 13 2 2 0 0 0 1 0 0 － 18 11.3% 4.3%
学術研究、専門・技術
サービス業 10 2 4 1 0 0 0 0 0 － 17 15.2% 4.1%
宿泊業、飲食サービス
業 6 1 3 0 0 0 1 0 0 － 11 11.5% 2.7%
生活関連サービス・娯
楽業 11 1 1 0 0 0 2 3 0 － 18 12.0% 4.3%

教育・学習支援業 2 0 1 0 0 0 0 0 0 － 3 － 0.7%
医療・福祉 28 3 6 2 1 2 1 0 0 － 43 19.5% 10.4%
その他 7 1 4 2 2 1 3 0 0 － 20 100.0% 4.8%
無回答 1 － － － － － － － － 5 6 － 1.4%
総計 238 32 69 21 7 6 22 13 2 5 415 19.1% 100.0%

回答率 20.2% 15.0% 18.6% 15.4% 15.6% 35.3% 18.6% 13.5% － ー 19.1％

構成比 57.3% 7.7% 16.6% 5.1% 1.7% 1.4% 5.3% 3.1% 0.5% 1.2% 100.0%
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② 回答者の属性

【業種】 （N＝415） 【企業の所在地】（N＝415）

57.3%

7.7%

16.6%

5.1%

1.7%

1.4%

5.3%

3.1%

0.2%

0.2%

1.2%

0% 50% 100%

福山市

三原市

尾道市

府中市

世羅町

神石高原町

笠岡市

井原市

備後圏域を除く岡山県

その他

無回答

25.8%
14.7%
14.2%

10.4%
4.8%
4.3%
4.3%
4.3%
4.1%
3.6%

2.7%
1.7%
1.4%
1.4%
1.4%

0.7%

0% 10% 20% 30%

製造業
卸売業、小売業

建設業
医療・福祉

その他
情報通信業

不動産業・物品賃貸業
生活関連サービス・娯楽業

学術研究、専門・技術サービス業
運輸業・郵便業

宿泊業、飲食サービス業
金融業・保険業
農・林・漁業

電気・ガス・熱供給・水道業
無回答

教育・学習支援業

23.6%

26.7%

14.9%

13.5%

7.7%

4.1%

4.3%

3.4%

1.7%

0% 10% 20% 30%

10人未満

10人以上30人未満

30人以上50人未満

50人以上100人未満

100人以上200人未満

200人以上300人未満

300人以上500人未満

500人以上

無回答

【従業員規模】 （N＝415）

福山市 三原市 尾道市 府中市 世羅町 神石高原町 笠岡市 井原市 広島県 備後圏域を除く岡山県

10人未満 21.0% 43.8% 23.2% 33.3% 28.6% 16.7% 18.2% 30.8% 0.0% 0.0%
10人以上30人未満 30.7% 12.5% 20.3% 19.0% 14.3% 50.0% 36.4% 30.8% 0.0% 0.0%
30人以上50人未満 16.4% 12.5% 10.1% 14.3% 42.9% 0.0% 18.2% 15.4% 0.0% 0.0%
50人以上100人未満 14.3% 6.3% 15.9% 14.3% 14.3% 16.7% 13.6% 0.0% 0.0% 0.0%
100人以上200人未満 5.0% 15.6% 14.5% 9.5% 0.0% 16.7% 4.5% 7.7% 0.0% 0.0%
200人以上300人未満 4.6% 3.1% 5.8% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
300人以上500人未満 3.4% 3.1% 7.2% 4.8% 0.0% 0.0% 9.1% 7.7% 0.0% 0.0%
500人以上 4.2% 3.1% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 100.0%
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79.8%

74.5%

72.8%

56.1%

47.7%

42.4%

39.0%

28.0%

24.8%

21.0%

15.7%

15.7%

12.8%

9.4%

6.5%

5.1%

2.9%

1.9%

0.5%

0.0%

0% 50% 100%

コミュニケーション能力

積極性・主体性

協調性

他人の意見を聴く力

柔軟性

課題発見・解決能力

自分の意見を発信する力

一般教養

論理的思考力

リーダーシップ

専攻分野の専門知識

AIやデジタルなどに関する知識

専門資格

学歴（高卒）

学歴（大卒）

外国語能力

その他

学歴（大学院卒）

特にない

わからない

•採用に当たって学生に求める資質・能力・知識は，「コミュニケーション能力」，「積極性・主体性」，「協調性」が多い。
•従業員規模別で見ると，どの従業員規模においても「コミュニケーション能力」，「積極性・主体性」，「協調性」が多く，
従業員規模が100人未満の会社は，「AIやデジタルなどに関する知識」を，300人以上500人未満の会社はあらゆる資質・能
力・知識を求める傾向がある。

③ 調査結果

【採用に当たって学生に求める資質・能力・知識（あてはまるもの全て）】 （N＝415）

10人未満 10人以上30人未満 30人以上50人未満 50人以上100人未満 100人以上200人未満 200人以上300人未満 300人以上500人未満 500人以上

積極性・主体性 68.4% 75.7% 74.2% 78.6% 81.3% 88.2% 88.9% 78.6%
課題発見・解決能力 42.9% 40.5% 41.9% 33.9% 46.9% 41.2% 61.1% 71.4%
協調性 60.2% 73.0% 79.0% 78.6% 81.3% 70.6% 88.9% 100.0%
コミュニケーション能力 67.3% 81.1% 83.9% 87.5% 81.3% 88.2% 100.0% 92.9%
論理的思考力 23.5% 23.4% 22.6% 25.0% 34.4% 17.6% 38.9% 35.7%
柔軟性 53.1% 51.4% 45.2% 39.3% 50.0% 29.4% 55.6% 57.1%
自分の意見を発信する力 36.7% 40.5% 35.5% 41.1% 46.9% 35.3% 50.0% 42.9%
他人の意見を聴く力 61.2% 50.5% 58.1% 58.9% 59.4% 41.2% 61.1% 78.6%
リーダーシップ 12.2% 19.8% 19.4% 23.2% 37.5% 17.6% 44.4% 35.7%
外国語能力 11.2% 2.7% 1.6% 0.0% 3.1% 0.0% 22.2% 7.1%
学歴（高卒） 5.1% 13.5% 9.7% 5.4% 15.6% 5.9% 16.7% 7.1%
学歴（大卒） 3.1% 7.2% 6.5% 10.7% 0.0% 17.6% 11.1% 7.1%
学歴（大学院卒） 2.0% 0.9% 1.6% 3.6% 0.0% 0.0% 5.6% 7.1%
一般教養 31.6% 33.3% 21.0% 26.8% 31.3% 11.8% 33.3% 14.3%
専攻分野の専門知識 19.4% 13.5% 8.1% 14.3% 18.8% 35.3% 22.2% 14.3%
AIやデジタルなどに関する知識 24.5% 19.8% 9.7% 16.1% 3.1% 5.9% 5.6% 7.1%
専門資格 18.4% 10.8% 9.7% 10.7% 3.1% 17.6% 27.8% 7.1%
その他 5.1% 1.8% 3.2% 3.6% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0%
わからない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
特にない 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%



•情報工学部の設置を「良いと思う」と回答した企業は84.6％である。
•新学部に期待することは「地域産業の活性化」が63.9％で最も多く，続いて「学生の地元定着の促進」が62.9％，「地域のデ
ジタル化の推進」が45.5％である。

•従業員規模別に見ると，「地域産業の活性化」や「地域のデジタル化の推進」は従業員規模で差がないものの，「学生の地元
定着の推進」や「企業等へのインターンシップの積極的な実施」については50人以上の会社で多い。

【情報工学部の設置（あてはまるもの１つ）】 （N＝415）

115

良いと思う
84.6%

良いと思わな
い

1.0%

わからない
12.3%

無回答
2.2%

【新学部に期待すること（あてはまるもの全て）】 （N＝415）

10人未満 10人以上30人未満 30人以上50人未満 50人以上100人未満 100人以上200人未満 200人以上300人未満 300人以上500人未満 500人以上

地域のデジタル化の推進 45.9% 50.5% 43.5% 42.9% 50.0% 41.2% 50.0% 35.7%
地域産業の活性化 61.2% 64.9% 59.7% 75.0% 62.5% 64.7% 66.7% 71.4%
企業等と連携した共同研究の推進 28.6% 30.6% 22.6% 16.1% 25.0% 23.5% 22.2% 7.1%
国際化の推進 10.2% 12.6% 6.5% 7.1% 12.5% 0.0% 5.6% 0.0%
企業等へのインターンシップの積極的な実施 13.3% 21.6% 17.7% 26.8% 28.1% 29.4% 27.8% 42.9%
学生の地元定着の促進 56.1% 67.6% 54.8% 69.6% 71.9% 88.2% 72.2% 42.9%
他大学との連携促進 4.1% 7.2% 1.6% 5.4% 0.0% 0.0% 16.7% 7.1%
大学院で高度専門的かつ創造的な学びの提供 9.2% 4.5% 6.5% 3.6% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0%
学部で専門的かつ実践的な力を身に付けられる 35.7% 27.9% 19.4% 21.4% 28.1% 41.2% 27.8% 42.9%
リカレント教育・リスキリングの推進 17.3% 12.6% 8.1% 14.3% 12.5% 17.6% 33.3% 0.0%
地域と連携した教育研究活動の推進 5.1% 9.9% 4.8% 5.4% 9.4% 5.9% 11.1% 7.1%
その他 3.1% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0%
わからない 5.1% 5.4% 6.5% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3%
特にない 2.0% 4.5% 3.2% 1.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63.9%
62.9%

45.5%
28.2%

24.6%
21.2%

13.7%
8.9%

7.0%
5.1%
4.8%
4.3%

2.4%
1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域産業の活性化
学生の地元定着の促進

地域のデジタル化の推進
学部で専門的かつ実践的な力を身に付けられる

企業等と連携した共同研究の推進
企業等へのインターンシップの積極的な実施

リカレント教育・リスキリングの推進
国際化の推進

地域と連携した教育研究活動の推進
大学院で高度専門的かつ創造的な学びの提供

他大学との連携促進
わからない
特にない
その他



•新学部の卒業生について「採用したい」と回答した企業が45.8％である。従業員規模別で見ると，30人以上の会社において採
用意向が高い。

•新学部で身に付けられると良い知識・技能は「情報リテラシー」，「情報通信技術」，「システム設計」，「プログラミン
グ」，「情報ネットワーク，インターネット」が多い。

【新学部の学生に求める知識・技能（あてはまるもの全て）】
（N＝415）

【新学部の卒業生の採用意向（あてはまるもの１つ）】
（N＝415）
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採用したい
45.8%

採用したいと
思わない

7.0%

わからない
45.1%

無回答
2.2%

59.5%
41.9%

37.1%
31.3%

30.1%
28.9%
28.2%
27.7%

26.5%
24.8%

22.7%
20.2%

18.3%
13.0%
12.8%
12.3%

10.1%
9.9%

8.4%
7.7%

3.1%
1.0%

0% 20% 40% 60% 80%

情報リテラシー

情報通信技術

システム設計

プログラミング

情報ネットワーク、インターネット

ＡＩ・ロボット

データベース

サイバーセキュリティ

IoT

クラウド

アプリケーション

基礎力学

計測・制御

情報理論

ビッグデータ

コンピュータ端末

メタバース

メディア処理技術

数理工学

わからない

特にない

その他

10人未満 10人以上30人未満 30人以上50人未満 50人以上100人未満 100人以上200人未満 200人以上300人未満 300人以上500人未満 500人以上

採用したい 21.4% 47.7% 58.1% 51.8% 53.1% 58.8% 55.6% 92.9%
採用したいと思わない 15.3% 6.3% 8.1% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
わからない 61.2% 43.2% 33.9% 44.6% 46.9% 41.2% 44.4% 7.1%



117

•新学部におけるインターンシップ・キャリア教育の充実を「良いと思う」と回答した企業が71.3％であり，キャリア教育への
取組について，「協力できる」と回答した企業が34.0％である。

•従業員規模別にみると，キャリア教育への取組について「協力できる」と回答したのは，従業員数30人以上の規模の企業で多
い。

良いと思う
71.3%

良いと思わない
5.8%

わからない
21.9%

無回答
1.0%

協力できる
34.0%

協力できない
13.0%

わからない
50.8%

無回答
2.2%

【キャリア教育の取組への協力について（あてはまるもの１つ） 】
（N＝415）

【 1年生からのインターンシップ・キャリア教育の充実
（あてはまるもの全て） 】（N＝415）

10人未満 10人以上30人未満 30人以上50人未満 50人以上100人未満 100人以上200人未満 200人以上300人未満 300人以上500人未満 500人以上

協力できる 22.4% 31.5% 45.2% 37.5% 40.6% 41.2% 44.4% 42.9%
協力できない 26.5% 8.1% 16.1% 3.6% 9.4% 0.0% 11.1% 14.3%
わからない 50.0% 59.5% 38.7% 55.4% 46.9% 58.8% 44.4% 35.7%
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【インターンシップの実施状況（あてはまるもの１つ）】（N＝415）

38.1%
37.6%

33.7%
27.5%

23.6%
15.4%

12.3%
11.8%
11.6%
11.3%

8.9%
8.2%
8.0%
8.0%

6.7%
3.6%
3.4%
2.9%

0% 10% 20% 30% 40%

社員の業務スケジュールの調整
社内の人員不足

プログラムの企画・立案のノウハウ不足
学生への担当業務等の準備

受入れ前後の学生へのフォローの実施
参加学生の募集・選考

無給の学生への適切な仕事の割当て
自社内の制度・ルールの整備

費用
大学との連携、コミュニケーション

コンプライアンス面での問題
大学のカリキュラムを踏まえた期間の設定
インターンシップ参加者への報酬の支払い

特にない
わからない

その他
行政等から企業への支援
経済団体等の指針や指導

【インターンシップを受け入れる際の課題（あてはまるもの全て）】
（N＝415）

•インターンシップを「実施したことがない」と回答した企業は64.1％である。従業員規模別にみると，従業員数が多い企業ほ
「実施している」・「実施したことがある」が多く，従業員数が少ない企業ほど「実施したことがない」が多い。

•インターンシップを受け入れる際の課題は，「社員の業務スケジュールの調整」が38.1％，「社内の人員不足」が37.6％，
「プログラムの企画・立案のノウハウ不足」が33.7％である。

実施している
19.0%

実施したことが
ある

14.5%
実施したことが

ない
64.1%

わからない
0.2% 無回答

2.2%

10人未満 10人以上30人未満 30人以上50人未満 50人以上100人未満 100人以上200人未満 200人以上300人未満 300人以上500人未満 500人以上

実施している 2.0% 4.5% 16.1% 25.0% 31.3% 82.4% 61.1% 85.7%
実施したことがある 8.2% 12.6% 9.7% 28.6% 25.0% 11.8% 22.2% 7.1%
実施したことがない 85.7% 81.1% 74.2% 46.4% 43.8% 5.9% 11.1% 7.1%
わからない 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%



良いと思う, 
83.9%

良いと思わな
い, 0.7%

その他, 0.5%
わから
ない, 
13.5%

無回答, 1.4%

【新学部における民間人材の導入（あてはまるもの１つ）】（N＝415） 【民間人材の導入にふさわしい内容（あてはまるもの全て）】
（N＝348）

•新学部における民間人材の導入は，「良いと思う」と回答した企業が83.9％である。
•民間人材の導入にふさわしい内容は，「地域課題に関するもの」が50.0％である。

50.0%

45.1%

43.1%

40.5%

19.5%

2.9%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域課題に関するもの

工学・ものづくりに関するもの

企業課題に関するもの

デジタル分野に関するもの

キャリア教育に関するもの

わからない

その他
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【地域の発展や学生の地元定着の促進に向けた取組（あてはまるもの全て）】 （N＝415）

•地域の発展や学生の地元定着の促進に向けた取り組みについて，既に取り組んでいるものは，「職場環境の改善」が最も多く
41.7％，続いて「福利厚生の充実」が36.1％，「地元大学の卒業生の積極的な採用」が32.8％である。

•新学部の設置を契機として取り組む可能性のあるものは，「本学又は地元大学の卒業生の積極的」が最も多く28.0％，続いて
「インターンシップの積極的な受入れ」が16.1％，「職場環境の改善」が11.6％である。

32.8%

0.7%

3.4%

24.3%

6.0%

1.4%

11.1%

9.6%

36.1%

15.4%

41.7%

6.0%

24.8%

23.6%

0.5%

5.3%

18.8%

28.0%

1.2%

3.1%

16.1%

5.5%

0.7%

6.7%

4.6%

11.1%

9.6%

11.6%

4.8%

7.7%

8.9%

1.0%

19.3%

24.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

本学又は地元大学の卒業生の積極的な採用

寄附講座の実施

共同研究の実施

インターンシップの積極的な受入れ

大学の授業への協力（従業員等を講師として派遣するなど）

寄附金等を通じた大学の教育研究への支援

新規事業の立上げ

大学卒・大学院卒の賃金向上など待遇改善

福利厚生の充実

専攻や適性に合った人員配置・配属決定

職場環境の改善

奨学金返済支援制度の構築

人事評価制度の整備・改善

社内教育体制の充実

その他

わからない

特にない

新学部の開設を契機として新たに取り組む可能性有 既に取り組んでいる
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【環境への取組状況（あてはまるもの１つ）】（N＝415） 【環境の取組を推進できる人材の獲得・育成の必要性（あてはまるもの１つ）】
（N＝415）

ある
31.8%

ない
26.7%

わからない
40.5%

無回答
1.0%

ハード面で既に取り組んでいる
（例：省エネ設備への投資など）, 

30.8%

ソフト面で既に取り組んで
いる（例：技術開発、排出

量測定など）, 4.3%

ハード・ソフトの両面で既に取
り組んでいる, 6.0%

取り組むかどうか検
討している, 17.1%

取り組みたいが、何をすべき
かわからない, 18.8%

取り組む予定はない, 9.6%

わからない, 11.1%

無回答, 2.2%

•企業における環境（脱炭素や再生可能エネルギーなど）への取組状況について，ハード面またはソフト面，もしくはその両方
で「既に取り組んでいる」と回答した企業は41.1％である。

•環境の取組を推進できる人材の獲得・育成の必要性について，「ある」と回答した企業が31.8％である。
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【外国人の採用状況（あてはまるもの１つ）】（N＝415）

採用したい
18.3%

こだわりはない
72.8%

わからない
7.2%

無回答
1.7%

【外国語を学んでいる・留学経験のある学生の採用意向
（あてはまるもの１つ）】（N＝415）

•外国人の採用状況は，「採用していない」と回答した企業が71.8％であった。
•外国語を学んでいる・留学経験のある学生の採用意向は，「こだわりはない」と回答した企業は72.8％である。
•外国人の採用に当たり求める資質・能力は，「コミュニケーション能力」が81.1％，「協調性」が71.7％，「語学力（日本
語）」が69.8％，「積極性・主体性」が66.0％である。

採用が増えて
いる

13.0%
割合に大きな
変化はない

10.1%

採用が減って
いる
2.4%採用していな

い
71.8%

わからない
1.4%

無回答
1.2%

【外国人の採用に当たり求める資質・能力（あてはまるもの全て）】
（N＝106）

81.1%

71.7%

69.8%

66.0%

42.5%

33.0%

24.5%

22.6%

17.0%

17.0%

14.2%

13.2%

12.3%

11.3%

7.5%

6.6%

4.7%

4.7%

2.8%

2.8%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コミュニケーション能力

協調性

語学力（日本語）

積極性・主体性

他人の意見を聴く力

柔軟性

課題発見・解決能力

自分の意見を発信する力

一般教養

専攻分野の専門知識

論理的思考力

リーダーシップ

語学力（英語）

語学力（日本語・英語以外）

専門資格

学歴（大卒）

学歴（高卒）

その他

学歴（大学院卒）

AIやデジタルなどに関する知識

わからない

特にない



48.7%

38.1%

36.6%

32.3%

24.8%

23.6%

23.1%

21.0%

18.1%

17.3%

15.4%

14.5%

12.5%

10.8%

7.5%

7.5%

6.0%

4.8%

3.6%

0.5%

0% 20% 40% 60%

社会人に配慮した時間帯での授業の開講

入学金・授業料の減免制度

入学時期の柔軟な対応

インターネットなどITを活用した授業の開講

教育訓練給付制度の活用

休学・再入学等への柔軟な対応

体験入学の実施

従業員の給与保障

授業単位での授業料納付

短期間で学位取得・各種資格が取得できる制度

わからない

オーダーメイドカリキュラムの実施

補充人材の確保支援

企業人講師など多様な教員の活用

科目等履修制度の活用

特にない

体系的な教育カリキュラムの充実

各研究科（大学院）が連携した横断的な教育プログラムの提供

履修証明制度の活用

その他
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【リスキリングへの取組状況（あてはまるもの１つ）】（N＝415） 【大学院をリスキリングの場にするために必要なこと（あてはまるもの全て）】
（N＝415）

•リスキリングへの取組状況は，取り組んでいない企業は68.7％と多い。従業員規模別に見ると，従業員数200人以上の企業にお
いて「既に取り組んでいる」が多い。

•大学院をリスキリングの場にするために必要なことは，「社会人に配慮した時間帯での授業の開講」が48.7％と最も多く，続
いて「入学金・授業料の減免制度」が38.1％，「入学時期の柔軟な対応」が36.6％，「ITを活用した授業の開講」が32.3％で
ある。

既に取り組ん
でいる
14.2%

取り組むかど
うか検討して

いる
21.0%

取り組みたい
が、何をすべ
きかわからな

い
15.4%

取り組む予定
はない
32.3%

わからない
15.4%

無回答
1.7%

10人未満 10人以上30人未満 30人以上50人未満 50人以上100人未満 100人以上200人未満 200人以上300人未満 300人以上500人未満 500人以上

既に取り組んでいる 10.2% 10.8% 9.7% 17.9% 18.8% 35.3% 27.8% 21.4%
取り組むかどうか検討している 12.2% 18.9% 19.4% 23.2% 31.3% 41.2% 27.8% 35.7%
取り組みたいが、何をすべきかわからない 6.1% 19.8% 24.2% 26.8% 12.5% 5.9% 5.6% 0.0%
取り組む予定はない 50.0% 30.6% 37.1% 21.4% 25.0% 11.8% 16.7% 21.4%
わからない 19.4% 18.9% 9.7% 10.7% 12.5% 5.9% 22.2% 21.4%
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35.9%

34.2%

29.9%

28.4%

25.3%

25.1%

20.7%

19.3%

18.8%

15.9%

11.8%

10.4%

8.4%

8.2%

6.7%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40%

マネジメント能力

コミュニケーション能力

リーダーシップ

IT関連の知識、ツールの活用方法

論理的思考力

企画立案力

情報・データ分析能力

プレゼンテーション能力

マーケティング能力

財務・経理に関する能力

特にない

わからない

プログラミング能力

語学力

デザイン能力

その他

•リスキリングを通じて習得を期待するスキルは，「マネジメント能力」が35.9％，「コミュニケーション能力」が34.2％，
「リーダーシップ」が29.9％と多い。

•産学連携に期待することは，「資格や免許を認定する講習の実施」が26.3％，「企業等を対象にした講演会やセミナーの実
施」が25.8％，「貴社の活性化のための技術開発等に関する共同研究の推進」が20.5％と多い。

【リスキリングを通じて習得を期待するスキル（あてはまるもの全て）】
（N＝415）

【産学連携に期待すること（あてはまるもの全て）】（N＝415）

26.3%

25.8%

20.5%

18.8%

16.9%

16.9%

16.4%

11.6%

11.3%

7.7%

6.5%

5.3%

0.5%

0% 10% 20% 30%

資格や免許を認定する講習の実施

企業等を対象にした講演会やセミナーの実施

技術開発等に関する共同研究の推進

公開講座メニューの充実

複数の大学・短大等が連携し、地域活性化を推進

わからない

公開授業の実施

特にない

研究員等の形で、大学で研究や研修を行えるような体制整備

社会貢献活動等への教職員及び学生の参加促進

教職員を貴社の事業の助言者として派遣

大学発ベンチャーの設立

その他



インターンシップを貴社で受け入れる場合，どのようなことを体験させていただけるかお書きください。
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分類 主な回答

製造業について
〔45件〕

製造工程での各種作業

電子基盤組み立て作業

制御の組み立て

一般事務，採用，広報，機械設計

設計部門

製造工程

機械操作

生産管理

製造，設計

設置工事見学

製造工程

機械設計

品質管理，製造，営業

機械の設計・組立体験

設計から機械が完成してユーザーの所で稼働するまでの体験

工場見学，社内のソフトを用いたCAD体験

CAD操作など

自由記述

〔回答数〕155件
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分類 主な回答

産業機械の構想検討，構想図作成。2DCADによる部品図の作成

設計に対する基本的な考えの学習。2DCAD

クラフト事業部の設計，3DCAD，製造現場の体験

工程管理，溶接作業

工場見学，設備保全（事後，予防），その他実験業務など

基礎学習（座学），製造体験

設計・製造の実務経験

自動制御盤組立配線作業，直流モータ設計製作作業，ドローン操縦訓練，制御機器販売営業活動

機械設計や金属加工や電気部品製造工程（生産技術，品質管理）など

金属の機械加工のプログラム作成

NC工具研削盤を使用した，切削工具の製造・再研磨など

製鉄所設備のメンテナンス工事の現場見学，メンテナス工事で行う溶接，配管，機械整備等の技能実習，施工管理社
員との交流

工場見学，情報部門での就業体験など

ソフトウェアの設計，製造工程の体験

ベンドキャムのデータ作成

モジュールのプログラミング，顧客へのヒアリング，Linux サーバーのメンテナンスや構築など

業務体験（営業，生産管理，製造，品質保証など），課題解決（現場の課題を解決するための提案をまとめる）

ものづくりがどんなものかを体験

ものづくりの現場の体験

「歯車」についての基礎講座，「測定」の実施，弊社の販路開拓についての説明など
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分類 主な回答

総務系，営業系，ものづくり（工場）全ての部署での就労体験

製造体験，営業体験，農業体験など

繊維業の企画，体験

リサイクルの研究

飲料の製造，販売

1日目基礎知識修得，2日目～4日目営業同行，5日目近年入社の社員との交流会・工場見学，企業とお金

商品の売り込みでマーケティングについて考える。生産者訪問を行いながら，商品開発について学ぶ。

自社製品の更なるアップデートのための新鮮な感覚の企画，提案，ニーズ分析

建設業について
〔18件〕

土木，建築現場での取組

建設現場での簡単な作業と見学

建築現場での補助業務。設計，積算等の基本的なやり方

現場見学，測量

建築・構築物の設計，積算，施工管理

建設業実務の体験

解体業務

建設現場や工場などで使用するいろいろな種類の機械のメンテナンス。機械管理のシステムの使い方

現場監督の補助。簡単な測量の手伝い，書類作成のポイントなど

工事現場の見学，ドローン測量

ドローンを用いた調査など

建築設計におけるBIMの利用体験。施工管理におけるDX（kintone，ANDPAD）の利用体験
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分類 主な回答

建築CADによる図面のトレース，作図，敷地調査

（就労型インターン）CADによる図面作成，同行営業など（セミナー型インターン）電力業界，再エネ業界，弊社業
務の説明など

図面トレースやCADによる図面作成，内観パースの作成など

開発営業の体験。弊社の携わった物件を巡るツアー

伝統建築を通じた社会課題解決に向けた取組

アスベストの分析，実務

情報通信業について
〔8件〕

プログラミング体験

当社のシステムに関わる一般作業の体験など

SE体験（システムの設計から開発までの一連の流れ）

SEについて学んだ上で，そのスキルに応じたプログラム構築の体験

放送業務

CATVコミュニティチャンネルの番組の一部制作。サーバー管理業務

映像制作の実地体験，それに基づく機器の操作，扱い方の習得，情報リテラシーを身に付けるワークショップなど

ドローンで撮影し，取得したデータを基にした三次元映像やシュミレーションの作成など

運輸業について
〔6件〕

配車システムの体験

現場での事務作業の体験。バス業界が抱える課題の解決策の検討。脱炭素に向けた取組の検討

倉庫内作業，乗務員助手など

営業随行，配送経験

営業活動，商品配送の同行

物流企業の仕事について説明，物流センターの出荷作業体験，大型トラック横乗り体験，運行管理の仕事の説明と見
学など
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分類 主な回答

農林水産業について
〔7件〕

農業

農業

農業，ネット販売，接客

植物の生産，販売，管理

農作業，農産加工作業，営業

ワイン製造に係る一連の流れ

（生産）鶏の飼養管理（製造）鶏卵の洗卵選別包装（販売）事務，営業

医療・福祉について
〔14件〕

児童発達支援

障がいのある児童の支援

障がいのある児童の支援，対応方法の体験など

障がいを抱えた子どもたちと関わり，必要な資源や支援の検討など

通っている子ども達の療育（月2回プログラミング教室あり）

事業所の見学，地域で暮らす障がい者とのふれあい

障がいのある方が地域で暮らせるようにするための課題解決提案型のインターンシップの実施

福祉の仕事

福祉の現場実習

高齢者とのコミュニケーションの取り方

高齢者介護

介護業務

介護業務，高齢者とのコミュニケーション

介護施設の見学や説明，福祉用具の体験など
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分類 主な回答

その他
〔57件（抜粋）〕

車の整備体験，ガソリンスタンド業務

自動車学校の指導員，営業，受付事務の仕事体験，先輩社員との交流

撮影現場の助手，ヘアメイクの着付けの助手，ブライダル挙式，パーティーの助手など

将来，塾講師への就職も選択肢の1つとなるような，授業見学や授業体験といった実務

保険の学習，日常業務の体験

接客調理補助

接客，接遇，珈琲の抽出体験

地域課題の現場に同行するフィールドワーク

社内DXプロジェクト会議への参加

小さなプロジェクトへの参加

将来的な管理者候補として，マネジメント研修の受講

最低1か月体験し，社会人になったときのミスマッチを防ぐようなプログラムの実施

パソコンの基本設定方法，RPAの作成など

フロント業務に関わるデータ入力など

データ入力

経理

販売に関する提案方法（企画や配信など）

商品のプレゼンテーション

営業セールス



大学（教員・学生）と連携したい事業や研究，その他本学に対する興味等があれば，ご自由にお書きください。
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分類 主な回答

自社の取組について
〔12件〕

長持ちする切削工具の製造・開発

インフラの調査方法の改善

医療におけるITクラウド活用

販路開拓や新しいスタイルの商品開発など

AI活用術，医療機器との連携，SNSと自社製品の連携

自社にあった生産管理システムの開発。教員がやりたい事への製造面でのサポート

電話応対について，相手の特定や判別をAIでできればと思っている。当社はタクシー受付のため，毎日数人のスタッ
フを配置し対応しているが，その補助スキルを作ってほしい。

映像制作やネット配信などの実地体験，SNSなどの情報リテラシーについての研究などに関わりたい。

津波，浸水の3Dシュミレーションの作成，これを基にした避難ルートの構築など，地域の災害時に活かせるデータの
構築システムを自社でできればと考えている。

企業に合わせたITの活用推進。共同開発を目的とし，企業からのロイヤリティを次の研究に活かせたら良いのではな
いか。

企業が抱える問題にプロジェクトとして参加してもらい，解決に至るまでのプロセスを一緒に歩んでいただきたい。

発達障害を抱えた子どもたちとの関わり方や，学習支援の在り方について一緒に実践をして学びを深めたい。当事業
所における学生が主体となって取り組む学習塾の運営などができれば良いと思っている。

福山市立大学の取組につ
いて
〔3件〕

空き家再生に関する取組

高齢化，過疎化，空き家問題，少子化などの地域課題について興味がある。

都市経営学部の都市防災，都市景観学，環境工学といった学問と弊社の治水・利水事業とで講義や体験活動など，更
には広島県や福山市といった官公庁と連携したまちづくり，地域づくりに取り組みたい。

〔回答数〕31件
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分類 主な回答

その他
〔16件（抜粋）〕

学科の増設はあり得るのか。

地域発展のためのDX推進への取組

鉄の町福山の製造業を子供たちに知ってもらう取組をお願いしたい。

当社から講師を派遣したい。

福祉業界もAIやICTを導入していかなければならない。情報工学部が新設されることに期待しているが，私たちの業
務にどのような関係性が出てくるのか分かっておらず，地域の活性化が促進されるのであれば協力してきたい。

企業・看護系の学部があれば就職相談ができる。

新規事業も検討中だが，若い方が就職してくだされば活気が出るので，一緒に将来につながる事業をやっていただき
たい。

インターンシップ後のアンケートの実施。大学での合同企業説明会などに参加させていただきたい。

現時点での連携は難しいが，今後新規事業を立ち上げる際に連携などについて気軽に問合せができる部署などがあれ
ば助かる。

教育学部の先生方に助言等いただいており，大変お世話になっている。福山の子ども達の未来のために，情報共有が
必須だと考えているので，今後とも連携いただきたい。

現在，福山大学工学部先生と企業連合で「学生・先生の研究支援，お困り事相談」，「大学内の研究・開発案件の事
業化検討・活用」「学生・先生・企業の交流」を主とした活動を実施中。学生が研究を楽しくできるための支援を企
業が行い，工学部の発展に寄与し，たくさんの学生が集まり，地元就職してもらうのが目的の1つなので，興味があ
ればお知らせいただきたい。



新学部の開設や現在の福山市立大学に関するご意見などがございましたら，ご自由にお書きください。
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〔回答数〕46件
分類 主な回答

新学部について
〔28件〕

大いに期待している。

製造業の町なので，良い学部の創設を望む。

新学部開設を聞き，福山市の活性化に期待している。

デジタル人材の育成は急務。新学部への期待は大きいと思うので，開設されることを願っている。

ITエンジニアの地域での確保は大きな課題なので，新学部の開設を望む。

福山市に学生の学ぶ場所が増えるのは非常に良いことなので，早期実現を望む。

学びの可能性が広がることはとても良いことだと思うので，福山広島経済の発展のために頑張っていただきたい。

ニュースで新学部開設を耳にして期待していた。福山市はものづくりが盛んな土地柄なので，地元企業も楽しみにし
ていると思う。

地元で今後も活躍が見込まれるIT人材の育成に取り組むことはとても良いこと。地域の発展や人材育成の場としての
役割を期待している。

地域に根差した人材の育成が喜ばれると思う。よそに行くなら，企業もやる気が無くなる。

地場の中小企業にはITに強い社員が1人もいない会社もあって苦労しているので，それを助けてくれる人材を求めて
いる企業は多い思う。

これからの時代は情報工学無くしては成り立たないので，この分野で地元で活躍してもらえる人材を育成してほしい。

何かを創造する（ITも広義の意味でモノとするならば，広義の意味でものづくり）ことができる・好きな人を育成し
てほしい。個人的には，プラモデルやラジコン，バイク，車，絵画，ゲームプログラミングどんなことでも創造性の
ある趣味を持った若い世代が増え，地域ひいては日本を元気にしてくれることを願っている。

専門知識を活かせる場があり，地域に留まって貢献してくれることを期待している。そのために，事業の創生等を含
めた計画をしていただきたい。

情報系の学部を新設されるに当たって，IT企業への人材供給に偏らないよう，地域企業のDX推進，IT促進・ネット
ワークの責任者となっていただけるような人材を育成していただきたい。
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分類 主な回答

AIなど新分野の伸びが早い昨今，どのように対応したら良いのか全くわからない状況。そういう企業も数多くあると
思うので，貴大学の学生等が一緒に勉強していただければ幸いである。

当社は主として半導体製造装置メーカーの技術開発や機械設計業務を請け負っており，弊社の特色として，地域で従
業員を雇用するのではなく全国に点在するフリーランスエンジニア（様々な経歴を持ったプロフェッショナル）と密
に連携を取り業務を進めている。インターンシップを受け入れるのは様々な事情で難しいが，半導体業界に通じるよ
うな研究が立ち上がるのであれば，積極的に連携していきたい。新学部の設置には強く賛成・賛同しているので，出
張講義など何か力になれることがあればお知らせいただきたい。

現在，広島県府中市に本社があるが，2025年には福山市に本社移転をする。貴学で学んだことも十分に活かせると思
うので，是非インターンシップに学生の皆さんが参加されることを願っている。

デジタル社会への対応は大事だが，工学の基礎的な部分（例えば機械や電気）も分かった上に積み上げてほしい。

近年，防災や脱炭素社会への関心が高まっている中，その技術の中心にあるのは建設業。建築，環境土木の新学部新
設を検討していただきたい。

情報工学だけではなく，理科系分野を拡大してほしい。

「情報」と名称を付ければ学生も集まると思うが，地域の特性に合った「ものづくり」につながるカリキュラムや電
気系，機械系学部の開設も検討いただきたい。専門知識も大切だが，社会人として自立できる忍耐力や行動力，コ
ミュニケーション能力を教育いただきたい。また，地元には素晴らしい企業が多いので，先生方に積極的に企業訪問
や交流をしていただきたい。先生方の知識や企業とのつながりが薄ければ学生にも地元企業の良さが伝わりにくいと
思う。

福山市は工業が盛んなので，機械工学科があると良い。

福山備後地区は製造業が多くあり，専門知識が必要な企業も多いので，情報工学ではなく，真の工学部や理系学部を
増やし，地域に根付き，企業が発展し地域が発展する方向で検討してもらいたい。

福山市には，介護福祉士など介護分野で働くために学ぶ学科が足りない。

少子化の流れの中で，はたして新学部の開設が必要なことなのか。下手に頭の悪い子を集めて知恵を授けるより，体
を使って社会に貢献することを教えるべきかと思う。

時代に合った学部新設は良いが，大学生減少時代に合った募集人員にすべきだ。既存学部の廃止とともに考えるべき
事柄で，このまま実施するのは税金の無駄遣いだと思う。

人口が減少していく中で新学部を開設して，入学定員は確保できるのかと不安に感じる。



135

分類 主な回答

学生支援について
〔1件〕

福山東ロータリークラブに所属しており，海外留学生に対する補助金を支給しているので，ご利用いただきたい。返
済不要の奨学金制度で，条件等はあるが，有能な学生のための支援策である。

学生の就職について
〔4件〕

新学部の開設に伴い，企業説明会の開催を増やしていただき，学生と交流する機会を設けていただきたい。

一度ぜひ，就職担当者との面談の機会をいただきたい。

市立大学卒の人に会ったことがない。地元に就業しているのか。

進路指導の先生との面談。大学の各種情報の提供

福山市立大学について
〔5件〕

市外の大学に進学すると地元に戻りにくく，福山市の人口流出を防ぐためにも地元企業の魅力の発信や地元の良さを
様々な場面を通じて伝えていくことが大事だと思う。

地域を担う次代の人材育成をお願いする。

コロナ禍だった2020年頃，福山市立大学生に向けての募集掲示をお願いしたことがあった。ただ，そこで掲示し続け
るには1～3か月ごとの更新手続が必要で，その手続には大学の窓口まで足を運ぶ必要があり，更新を断念した。これ
からの若い人を採用できないのは残念で，大いなる資産を生かすことができないことも大変残念。あれから3年が経
ち，今はどうなっているのか分からないが，新学部設置のようなハードばかりではなく，ソフトの方もデジタル化や
地域産業との結び付きを深めるように目を向けていただきたい。

旧そごう跡ビルを福山市立大学の第2キャンパスにすると最高の立地により偏差値が上がり，優秀な学生が集まる。
福山駅前に1,000～3,000人の人口を増加させることができ，駅前中心街の活性化，企業の誘致が進む。

もっとまともな教員，保育士を育成してもらいたい。

その他
〔8件（抜粋）〕

優秀な学生が近い将来に向けて成長し，地域に戻って来られることを願っている。

企業が求めるスキルを修得した学生が多くいると地域活性の活力になると思う。実社会で必要なスキルや経験から乖
離のない授業を願うとともに，若い人の力が即戦力となられることを希望する。

私は他大学でリカレント教育を受講し，役に立っている。他の多くの高齢者も受講すべき。
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（５） 備後こども未来フェスタ来場者アンケート調査

2027年（令和9年）4 月に開設予定の情報工学系学部の検討にあたり，初等中等教育段階の学校との連携に
向けた可能性を把握するため，備後こども未来フェスタ来場者アンケート（主催：福山市企画政策課）に追
加項目を設定し，調査を実施した。
2023年（令和5年）11月23日（木）
2問（新学部関連のみ。アンケート全体は7問）
備後こども未来フェスタに来場した子ども及び保護者
調査票（紙媒体）を配布又はQRコードを読み取り，Web回答
298件（ー％）

① 調査概要

② 回答者の属性

目 的 ：

実施時期：
設 問 数 ：
実施方法：
対象者数：
回答数(率):

【子どもの性別（あてはまるもの全て）】 （N＝298） 【子どもの年齢（あてはまるもの全て）】 （N＝298）

男性
54.1%

女性
43.3%

回答なし
2.6%

1～3歳
13.2%

4～6歳
38.9%

小学生（1～3年
生）

32.4%

小学生（4～6年
生）

12.2%

中学生
0.7%

高校生
0.0%

19歳以上
0.7%

回答なし
1.7%
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【将来，子どもが高校生や大学生になった時，デジタル技術・も
のづくりを学んでほしいか（あてはまるもの1つ）】（N＝298）

•大学と連携して，子どもがデジタル技術やものづくりを学んだり，体験できる機会があれば参加させたいと思うと回答した人
は93.3％である。

•また，将来子どもが高校生や大学生になった時，デジタル技術やものづくりを学んでほしいと回答した人は86.2％である。

③ 調査結果

【子どもが通う学校に大学の先生や大学生が来て or 子どもと
家族が大学に行って，デジタル技術・ものづくりを学ぶ・体験
できる機会があれば，参加させたいか（あてはまるもの1つ）】

（N＝298）

思う
86.2%

思わない
0.3%

分からない
13.4%

思う
93.3%

わからない
6.4%

思わない
0.3%



１. 経済波及効果

Ⅳ．参考
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１．経済波及効果

（１） 新学部設置がもたらす福山市への経済波及効果

○新学部設置により，主に次の4点で新たな需要の創出・生産が誘発され，福山市に経済波及効果がもたらされる。
①教育・研究活動による効果（教科書や研究資材の購入など大学運営に係る効果）
②教職員・学生の消費による効果（教職員・学生の生活費などによる効果）
③施設整備による効果（新棟建設や施設改修などによる効果）
④卒業生の地元定着による効果（卒業生が地元に就職することによる効果）

需要の発生

新学部設置により
①～③の需要発生

購入

直接効果 + 一次波及効果 + 二次波及効果＝経済波及効果

（２） 経済波及効果の算出額

11.2億円
（現行）

14.3億円（+3.1億円）
（2035年度）※学部開設から9年目

約1.3倍

現行 2035年度
（令和17年度） 波及効果倍率

①教育・研究活動による効果 178,275 216,622 1.22倍

②教職員・学生の消費による効果 412,904 528,968 1.28倍

③施設整備による効果 0 ー ー

④卒業生の地元定着による効果 531,217 688,495 1.30倍

合 計 1,122,396 1,434,085 1.28倍

（単位：千円）

※経済波及効果は，㈱高等教育総合研究所において，文部科学省「地方大学が地域に及ぼす経済効果分析」の方法論に準拠し，取得可能
な情報に基づいた推計を行った。

※前提条件として，入学定員数を教育学部100人・都市経営学部120人・新学部80人，教職員数を教員20人増・職員14人増，卒業生の地
元就職率35.0％（福山みらい創造ビジョンにおける「市内大学卒業生の地元就職率」の2025年度の目標値32.5％を達成）としている。

直接効果

直接関わる事業者の
生産の増加

一次波及効果

メーカーなど
新たな生産の増加

二次波及効果

生産額・所得・消
費の増加が新たな
生産を誘発

原材料
調達

新たな
生産

139



キャンパスは街，学ぶのは未来


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	スライド番号 61
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 84
	スライド番号 85
	スライド番号 86
	スライド番号 87
	スライド番号 88
	スライド番号 89
	スライド番号 90
	スライド番号 91
	スライド番号 92
	スライド番号 93
	スライド番号 94
	スライド番号 95
	スライド番号 96
	スライド番号 97
	スライド番号 98
	スライド番号 99
	スライド番号 100
	スライド番号 101
	スライド番号 102
	スライド番号 103
	スライド番号 104
	スライド番号 105
	スライド番号 106
	スライド番号 107
	スライド番号 108
	スライド番号 109
	スライド番号 110
	スライド番号 111
	スライド番号 112
	スライド番号 113
	スライド番号 114
	スライド番号 115
	スライド番号 116
	スライド番号 117
	スライド番号 118
	スライド番号 119
	スライド番号 120
	スライド番号 121
	スライド番号 122
	スライド番号 123
	スライド番号 124
	スライド番号 125
	スライド番号 126
	スライド番号 127
	スライド番号 128
	スライド番号 129
	スライド番号 130
	スライド番号 131
	スライド番号 132
	スライド番号 133
	スライド番号 134
	スライド番号 135
	スライド番号 136
	スライド番号 137
	スライド番号 138
	スライド番号 139
	スライド番号 140
	スライド番号 141
	スライド番号 142
	スライド番号 143

